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家
族
で
楽
し
む
ぶ
ど
う
狩
り

ぶどうの旬は8～10月

特　集 新しい広報・プロモーション戦略

レギュラーリポート

2 最強の地方創生デジタルマーケティング 谷中修吾（BBT大学 経営学部グローバル経営学科　学科長・教授
慶應義塾大学SFC研究所「地域デザイン・ラボ」　総合プロデューサー）

6 群馬県渋川市 SNS を活用した新しい戦略 関口征治

8 兵庫県神戸市 民間企業とのコラボで広報活動 山下勢渡

10 大分県 「アマビエ×シンフロ」で終息祈願 久井田千晴

12 「新しい広報」は視点と感性から生まれる 及川卓也（株式会社マガジンハウス　クロスメディア事業局長
マガジンハウスクリエイティブスタジオ／コロカル事業部／事業開発部）

基調論文

副基調論文

自主研究
多様な人材と取り組む地域づくり
2020年度 地方創生セミナー
関係人口を活用し、
地域に挑戦のエコシステムを生み出す 

地方創生へ―ウッドスタート宣言　島根県邑南町
地域と連携した木育の取り組み 平木健滋

移住・定住・交流推進支援事業　群馬県嬬恋村
オープンガーデンで交流しましょう！ 篠原陽子

地域トピックス　東京都武蔵野市
気づきから始まる「アクションの連鎖」 平之内智生

まちづくりコラボ　富士通株式会社
水産業 DX化で漁村再生 武野竜也

広報室だより
「企業版ふるさと納税マッチングサポート」を設立
パンフレット・動画 地域PR作品募集

首長の思い

ピンチをチャンスに変える
「伊万里市版GIGAスクール」
 深浦弘信（佐賀県伊万里市長）

●千葉県流山市 街対抗で競うシビックパワーバトル 河尻和佳子
●神奈川県横浜市 医療の視点プロジェクト 大山紘平
●長野県茅野市 ロマンチックな出会いを応援 髙橋慶樹
●山梨県小菅村 「源流」にこだわった村づくり 守重裕和
●愛知県岡崎市 土着ユーチューバーと自治体の蜜月 担当 T
●京都府福知山市 紆余曲折の「本能寺の変」 宇都宮萌
●岡山県真庭市 ごみのPRから、まちのPRへ 藤田浩史
●愛媛県松山市 官民連携で温泉地ににぎわいを 松山市産業経済部道後温泉事務所
●鹿児島県錦江町 「はさんじゃうぞ！」でつながるシナジー 時吉健二
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1 巻頭エッセー／「個性・交流・安心」の実現に向けて 谷本正憲（ 石川県知事）

  グラビア

表3 手前みそですが… 【秋田県大館市】

（
山
梨
県
）

東
京
都
心
か
ら
電
車
・
車
で
約
90
分
と
ア
ク
セ
ス
が

よ
く
、「
日
帰
り
で
子
ど
も
と
気
軽
に
お
出
か
け
で
き

る
」
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
山
梨
県
は
、
ぶ

ど
う
の
収
穫
量
が
日
本
一
で
す
。

ぶ
ど
う
は
８
〜
10
月
が
旬
。
山
梨
で
生
産
さ
れ
て
い

る
品
種
は「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」「
巨
峰
」「
甲
斐
路
」「
ピ
オ
ー

ネ
」「
甲
州
」
な
ど
大
変
豊
富
で
、
最
近
で
は
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
が
大
人
気
で
す
。
お
い
し
い
ぶ
ど

う
を
見
極
め
る
に
は
、
色
と
実
を
チ
ェ
ッ
ク
！
　
ぶ
ど

う
本
来
の
色
が
し
っ
か
り
出
て
い
て
、
ハ
リ
の
あ
る
実

が
ベ
ス
ト
で
す
。

保
存
は
常
温
で
。
そ
し
て
、
食
べ
る
前
に
１
時
間
ほ

ど
冷
や
す
と
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
粒
単

位
で
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
場
合
は
、
実
に
軸
を
少
し
残

し
て
切
っ
た
方
が
、
実
が
傷
ま
ず
に
長
持
ち
し
ま
す
。

ぶ
ど
う
狩
り
に
行
く
と
き
は
、
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
土

の
上
で
も
歩
き
や
す
い
靴
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

虫
除
け
ス
プ
レ
ー
が
あ
る
と
安
心
で
す
。

園
を
調
べ
る
に
は
「
観
光
果
実
園
ネ
ッ
ト
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
や
フ
ル
ー
ツ
の
種
類
で
園
を
検

索
で
き
て
便
利
で
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
（
公
社
）
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構

（
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
７
２
２
）

（
写
真
提
供
＝
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
）

大館市

秋
田
県

259

大館市は秋田県の北東部に位置
し、秋田・青森・岩手の北東

北３県の「交通の要衝の地」です。
豊かな自然に囲まれ、面積の７割が
森林であり、「秋田杉」の美林と世
界遺産・白神山地の東端属系である
県立自然公園「田代岳」を有しま
す。また、大館市内を東から西へ流
れる長木川は四十八滝や夫婦岩など
の名所があり、新緑や紅葉の季節はさらに見応えがあります。
東京・渋谷駅前の有名な「忠犬ハチ公」をはじめ、世界的な人気を誇る「秋田犬」のふ

るさとであることから、それらの文化に触れられる場所が多くあります。また、郷土料理
「きりたんぽ」や日本三大地鶏「比内地鶏」の本場でもあり、イベントや飲食店にて食文化
を存分に堪能することができます。
江戸時代から続く「大館曲げわっぱ」は、秋田杉を材料に、豊かな木肌の風合いと美し

い柾
まさ

目
め

が特徴的な伝統的工芸品です。きりたんぽや大館曲げわっぱの手作り体験を通して、
実際の製造工程を学べます。

█本場大館きりたんぽ
串に米を握りつけて焼いた「たんぽ」
を比内地鶏のだし汁に入れて味わ
う、大館が本場の秋田の名物鍋

█とんぶり
ほうきの実で、ぷりぷりとした独
特の歯応えから「畑のキャビア」
とも呼ばれています

█秋田犬と鳳凰山
渋谷駅でおなじみの「忠犬ハチ公」は大館市生まれ。市内では秋田犬やハチ公が描かれたもの
が至る所で見られます。鳳凰山の「大」の字は日本一の大きさを誇り、毎年８月に行われる「大
文字まつり」では大文字焼きが行われます

秋田犬のふるさと 大館

█大館曲げわっぱ
弁当箱からインテリア商品など現代の生活様
式にマッチした工芸品も作られています。手
作り体験もできます

█県立自然公園「田代岳」
一帯に滝や渓流、ダム湖などの見どころがあ
り、９合目湿原池塘や山頂からの景色は圧巻
です

█アメッコ市
毎年２月に趣向を凝らした色とりどりのアメ
が販売され、この日にアメを食べると風邪を
ひかないという言い伝えがあります

█比内地鶏
本場である比内地域では、冬に「比内とりの市」
が行われ、千羽焼きが恒例となっています

地域づくり 9月号
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石
川
県
は
、
日
本
三
名
山
の
一
つ
で
あ
る
霊
峰
白
山
や
、
日
本

で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
能
登
の
里
山
里
海
」

に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、四
季
の
変
化
に
も
富
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
ご
と
に
魅
力
的
な
表
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
日
本
三
名
園
の
一
つ
で
あ
る
兼
六
園
や
金
沢
城
公

園
な
ど
加
賀
百
万
石
の
歴
史
と
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ
た
文
化
や
、

往
時
の
町
並
み
が
、
今
な
お
色
濃
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

本
県
は
、
今
春
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
５
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
開
業
前
か
ら
着
実
に
整
備
を
進
め
て
き
た
陸
・
海
・

空
の
交
流
基
盤
と
相
ま
っ
て
、
想
定
を
超
え
る
高
い
レ
ベ
ル
で
開

業
効
果
を
持
続
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
本
県
が
持
つ
強
み
や
魅
力
そ
の
も
の
が
損
な
わ
れ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
、
活
況
を
呈
し
て
い
た
石
川

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
１
年
延
期
と
な
っ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
令
和
５
年
春
の
北
陸
新
幹
線

県
内
全
線
開
業
も
見
据
え
、
交
流
基
盤
の
整
備
は
怠
り
な
く
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
据
え
、
金
沢
港
や
金
沢
城
公
園
鼠
多
門
・
鼠
多
門
橋
、
日

本
海
側
初
の
国
立
美
術
館
と
な
る
国
立
工
芸
館
な
ど
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
延
期
は

あ
り
な
が
ら
も
、
順
次
完
成
・
開
館
を
迎
え
、
本
県
に
新
た
な
魅

力
が
加
わ
り
ま
す
。

開
港
50
周
年
を
迎
え
た
金
沢
港
に
つ
い
て
は
、
昨
年
も
、
日
本

海
側
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
る
50
本
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
、
ま

た
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
が
４
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な

ど
、
ク
ル
ー
ズ
と
貨
物
の
両
面
で
日
本
海
側
の
拠
点
港
と
し
て
発

展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
年
６
月
に
は
、「
金
沢
港
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
機
能
強
化
整
備
が
完
了

し
、
ク
ル
ー
ズ
の
拠
点
と
貨
物
の
拠
点
に
加
え
、
に
ぎ
わ
い
の
拠

点
と
し
て
の
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
金
沢
城
公
園
に
つ
い
て
は
、
史
実
を
尊
重
し
た
本
物
志

向
で
の
復
元
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
７
月
に
、
鼠
多
門
・

鼠
多
門
橋
の
復
元
整
備
が
完
成
し
ま
し
た
。
門
と
橋
の
完
成
に
よ

り
、
長
町
武
家
屋
敷
か
ら
尾
山
神
社
を
経
て
、
金
沢
城
、
兼
六
園
、

本
多
の
森
公
園
に
至
る
「
加
賀
百
万
石
回
遊
ル
ー
ト
」
が
新
た
に

形
成
さ
れ
、
10
月
に
開
館
予
定
の
国
立
工
芸
館
と
あ
わ
せ
て
、
本

県
の
歴
史
と
文
化
の
魅
力
に
一
層
厚
み
が
加
わ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

さ
て
、
こ
う
し
た
本
県
の
魅
力
も
、
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
り
、
県
民
生
活
の
安

全
・
安
心
の
確
保
は
、
県
政
の
最
も
基
本
的
な
責
務
で
す
。
令
和

２
年
７
月
豪
雨
を
は
じ
め
、
昨
年
10
月
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風

な
ど
、
近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
、
災

害
に
強
い
県
土
の
基
盤
づ
く
り
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

特
に
、
治
水
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
本
県
で
は
頻
発
す

る
集
中
豪
雨
に
備
え
、
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た

め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
を
最
大
限
に
活
用
し
、
県
下
全
域
で
河

川
の
抜
本
改
修
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
即
効
性
の
あ
る
災
害
予

防
対
策
で
あ
る
堆
積
土
砂
の
除
去
を
、
来
年
の
出
水
期
ま
で
に
、

対
策
が
必
要
な
全
81
河
川
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
雨
で
決
壊
し
人
的
被
害
を

与
え
る
恐
れ
の
あ
る
１
５
４
カ
所
の
た
め
池
を
廃
止
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
来
年
度
ま
で
の
完
了
に
向
け
て
着
実
に
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
や
土
砂
災
害

対
策
の
強
化
な
ど
、
防
災
減
災
基
盤
の
充
実
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
し
っ
か
り
と
確
保
す

る
と
同
時
に
、
県
民
一
丸
と
な
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
大
き
な
逆
境
を
乗
り
越
え
、
人
や
モ
ノ
の
交
流
を
一
層
盛
ん

に
し
、
活
力
あ
る
石
川
を
創
造
す
る
た
め
、「
個
性
・
交
流
・
安
心
」

を
旨
に
、
本
県
の
強
み
の
磨
き
上
げ
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

谷本　正憲石川県知事

「個性・交流・安心」の
実現に向けて
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特 集
は
じ
め
に

ス
マ
ホ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
現
代
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
主
戦
場
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
制
す
る
者
が
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
制
す
る

と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
部
分
最
適
化
を
極
め
て
い
る
だ
け
で

は
、
本
質
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
地
域
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
「
一
部
」
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
全
体
像
を

踏
ま
え
て
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
目
線
で
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
と
、

施
策
の
根
幹
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
訴
求

力
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
地
域
の
現
実
世
界
に
「
強
い

コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
作
り
上
げ
る
事
業
開
発
に
ま
で
活
動
を

拡
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
交
錯
さ
せ
る
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、
地
域
の
掲
げ
る
目
的
に
応
じ

て
確
実
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

本
稿
で
は
、経
営
学
と
都
市
工
学
の
双
方
の
視
点
か
ら
、

実
践
論
と
し
て
の
「
最
強
の
地
方
創
生
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
存
続
を
左
右
す
る

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

日
本
全
国
で
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、
地
方
自
治
体

や
地
域
づ
く
り
団
体
に
と
っ
て
、
対
外
的
に
地
域
を
訴
求

す
る
「
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を
端
的
に
解
説
す
る
と
、
貨
幣

を
媒
介
と
し
て
価
値
を
交
換
す
る
資
本
主
義
社
会
で
は
、

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
〝
地
域
に
お
金
が
入
っ

て
く
る
循
環
〞
を
創
出
し
な
け
れ
ば
、
地
域
そ
の
も
の
が

消
滅
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
、
定
住
人
口
の
減
少
を
前
提
に
織
り
込
む
と
、

地
域
に
お
金
を
引
っ
張
っ
て
く
る
手
段
は
お
の
ず
と
限
ら

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

最
強
の
地
方
創
生
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

―
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
交
錯
さ
せ
る
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
―
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中
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れ
ま
す
。
国
の
補
助
金
や
企
業
誘
致
と
い
う
旧
来
の
手
段

を
除
外
し
、
地
域
に
起
業
家
を
量
産
し
て
一
大
産
業
を
創

出
す
る
と
い
う
理
想
論
も
い
っ
た
ん
除
外
す
る
と
、
地
域

観
光
を
活
性
化
さ
せ
る「
交
流
人
口
の
拡
大
」、も
し
く
は
、

地
域
特
産
品
の
売
り
上
げ
を
増
や
す「
関
係
人
口
の
拡
大
」

と
い
う
２
択
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、

日
本
全
国
に
１
７
０
０
を
超
え
る
地
方
自
治
体
が
存
在
す

る
中
で
、
そ
も
そ
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
に
自
地
域
が
認
知

さ
れ
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
対
外
的

に
地
域
を
訴
求
す
る
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
傾
向
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
の
移
動
に
制

限
が
か
か
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ

う
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

使
い
こ
な
す
地
方
自
治
体
が
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
実
現
す
る
と
い
う
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
「
一
部
」
で
あ
る

そ
れ
で
は
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
一
体
、
何

な
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
場
合
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
担
う
部
署
で
は
、「
宣
伝
」「
広
告
」「
広
報
」「
Ｐ
Ｒ
」

「
ブ
ラ
ン
ド
」な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
明
確
に
定
義
し
て
理
解
で

き
て
い
る
人
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
言
葉
の
関
係
性
を
構

造
的
に
理
解
で
き
て
い
る
人
は
、
極
め
て
少
な
い
の
が
実

情
で
す
。
つ
ま
り
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
者
で

あ
り
な
が
ら
、
曖
昧
性
を
は
ら
ん
だ
ま
ま
業
務
を
行
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
明
確
に
定
義
し
ま
す
。
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
「
一
部
」
で
す
。
す
な

わ
ち
、
地
域
が
「
顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
価
値
を
提
供
し

て
対
価
を
得
る
」
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
展
開

す
る
上
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
訴

求
す
る
た
め
の
施
策
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
構
造
的
に

は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
∨
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス

（
４
Ｐ
）
∨
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
∨
宣
伝
・
広
告
、
広
報
・

Ｐ
Ｒ
、
販
売
促
進
、
ｅ
ｔ
ｃ
」
と
な
り
ま
す
。
図
１
を
見

る
だ
け
で
も
、
そ
も
そ
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
傘
下
に
あ
る
様
々
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
地
方
自
治
体
と
し
て
は
、
地
域
に
観
光
客
を

呼
び
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と

い
う
「
目
的
」
が
ま
ず
先
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
世

の
中
の
観
光
ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
分
析
を

行
い
、地
域
に
呼
び
込
む
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
価
値
を
設
計
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

具
体
的
な
観
光
商
品
と
な
る
モ
ノ
や
コ
ト
を
作
り
上
げ
、

適
切
な
価
格
帯
や
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
検
討
し
た
上
で
、
は

じ
め
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
訴
求
す
る
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
は
様
々
な
手
法
が
あ
り

ま
す
。
地
方
自
治
体
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
観
光
情
報
を
発

信
し
て
認
知
を
得
る
「
宣
伝
・
広
告
」、
メ
デ
ィ
ア
等
に

第
三
者
視
点
で
地
域
観
光
を
報
じ
て
も
ら
う
「
広
報
・
Ｐ

Ｒ
」、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て

〝
観
光
に
行
く
〞
と
い
う
意
思
決
定
を
促
す
「
販
売
促
進
」

な
ど
。
そ
の
結
果
、
地
域
に
と
っ
て
狙
い
通
り
の
観
光
客

が
訪
れ
る
と
い
う
成
果
が
生
ま
れ
ま
す
。（
図
２
）

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
様
々
な
変
数
と
セ
ッ
ト
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
至
極
当
然
の
結
論
に
立
ち

戻
り
ま
す
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
み
を
部
分
最
適
化
し
て

も
、
ま
っ
た
く
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
現
場

で
は
、
個
別
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
技
法
に
目
を
奪
わ
れ
、

「
そ
も
そ
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
が
ず
れ
て
い
る
」「
訴
求
す

る
商
品
そ
の
も
の
が
設
計
で
き
て
い
な
い
」
な
ど
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
全
体
に
お
け
る
致
命
的
な
欠
陥
に
気
づ
い
て

い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
注
目
さ
れ
る
地
方
自
治
体
の
事
例
で

は
、
表
面
的
に
華
や
か
な
部
分
に
の
み
注
目
す
る
の
で
は

な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
体
と
し
て
評
価
す
る
と
大
き

な
示
唆
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

図 1

特 集
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目
的
の
明
確
化
が 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
く
す
る

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

「
一
部
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
と
、
そ
も
そ

も
「
何
の
た
め
の
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
の
か
」
と
い

う
目
的
確
認
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

す
。
目
的
が
曖
昧
で
あ
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
設
計

が
曖
昧
と
な
り
、
当
然
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
曖
昧
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
設

定
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
地
方
自
治
体
は
、
誰
も
が
否

定
し
難
い
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
に
注
力
す
る
あ
ま
り
、

目
的
の
本
質
に
対
す
る
思
考
を
止
め
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
指
摘
す
る
と
、
地
域
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
と
し
て
、
地
方
自
治
体
は
「
交
流

人
口
の
増
加
」「
関
係
人
口
の
創
生
」
な
ど
を
掲
げ
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
目
的
に
反
対
す
る
人
は
極
少
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
交
流
人
口
や
関
係
人
口
が
必
要
な

の
か
と
い
う
本
質
的
な
問
い
を
立
て
る
と
、
そ
れ
ら
は
目

的
で
は
な
く
手
段
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

仮
に
、
単
純
化
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
で
説
明
す
る
と
、
地
方

自
治
体
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
税
収
が
必
要
で
す
。
税

収
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
内
に
お
い
て
、
利
益
を

生
み
出
し
て
い
る
法
人
・
個
人
を
量
的
に
抱
え
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
内
の
法
人
・
個
人

が
経
済
的
に
潤
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
場
合
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

の
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
の
根
幹
は
、
突
き
詰
め

た
と
こ
ろ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
税
収
確
保
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
確
保
で
あ
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク

が
明
快
に
な
る
と
、
実
は
「
交
流
人
口
や
関
係
人
口
と
い

う
手
段
は
本
当
に
適
切
な
の
か
」「
そ
も
そ
も
交
流
人
口

や
関
係
人
口
と
い
う
概
念
に
意
味
は
あ
る
の
か
」
と
い
う

問
い
が
立
つ
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
昨
今
、
中
央
省
庁
や
地
方
自
治
体
が
多
用

す
る
傾
向
に
あ
る
「
関
係
人
口
」
は
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
設
計
に
お
い
て
は
、
思
考
を
曖
昧
に
す
る
バ
ズ
ワ
ー

ド
で
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
マ
ー
ケ
タ
ー
が
関
係

人
口
の
概
念
図
を
見
れ
ば
、
図
表
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る

要
素
に
大
き
な
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
と
同
時
に
、

こ
れ
は
目
的
別
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（Custom

er R
elationship 

M
anagem

ent

）
の
フ
ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
文
脈
で
説

明
す
べ
き
内
容
で
あ
る
と
瞬
時
に
分
か
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
目
的

設
定
の
段
階
か
ら
、
様
々
な
思
考
の
罠
が
潜
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
行
政
に
と
っ
て
耳
障
り
が
良
い
言
葉
や

概
念
で
あ
る
ほ
ど
、
思
考
を
鈍
ら
せ
ま
す
。
目
的
を
一
つ

ず
つ
分
解
し
て
思
考
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
狙
い
も
明
確
に
な
り
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
展
開
が
見
え
て
き
ま
す
。（
図
３
）

地
域
に
必
須
の 

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
整
理
す
る
と
、
普
遍
的
な
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
郭
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

図 2

図 3
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ま
ず
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
を
明
確
化
し
た

上
で
、そ
の
目
的
に
応
じ
て
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
分
析
を
行
い
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
価
値
を
設
計
し
ま

す
。
続
い
て
、
商
品
と
な
る
モ
ノ
・
コ
ト
を
整
理
し
、
価

格
帯
と
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
紐ひ

も

づ
け
て
考
え
る
こ
と
で
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
素
地
を
つ
く
る
の
で
す
。
結
果

と
し
て
、
宣
伝
・
広
告
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ
、
販
売
促
進
な
ど
、

具
体
的
な
方
法
論
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に

お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
大
部
分
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
主
戦
場
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
施
策
に
な
る
と
い
う
理
解

で
す
。
例
え
ば
、
宣
伝
・
広
告
に
お
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
活
用
さ
れ

ま
す
。
広
報
・
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
情
報
発

信
し
や
す
い
画
像
や
動
画
な
ど
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
提
供

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
販
売
促
進
も
、
ウ
ェ
ブ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
連
動
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
代
社
会
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
一
体
化
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

当
然
の
帰
結
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
ア
ナ
ロ
グ
施
策
も
引
き
続
き
存
続
し
ま
す
が
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
国
内
外
に
向
け
て
一
気
に
地
域
を

訴
求
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
施
策
は
必

要
不
可
欠
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
展
開
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
は
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
ま

す
。
先
述
の
通
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
は
「
顧

客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
価
値
を
提
供
し
て
対
価
を
得
る
」
と

い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
指
し
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
４
Ｐ
の
中
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心

に
デ
ジ
タ
ル
施
策
を
展
開
す
る
総
称
で
あ
る
と
捉
え
る
と

理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
代
の
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
し
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
端
的

に
は
、
テ
キ
ス
ト
、
写
真
、
動
画
と
い
う
三
つ
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
り
扱
い
、

結
果
的
に
、
ウ
ェ
ブ
、
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
〈
ラ
イ
ン
〉
他
）、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
総
合
的
に
活
用
し
ま
す
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
精
通
し
て

使
い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
あ
く
ま
で
地

域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
部
で
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

デ
ジ
タ
ル
施
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
立
ち
戻
る
と
、
地

域
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
最
適
な
形
で
リ
ソ
ー
ス
配

分
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
が
つ
く
は
ず
で
す
。

強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
り
、

デ
ジ
タ
ル
施
策
を
掛
け
合
わ
せ
る

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
主
戦
場
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
地
方
自
治
体
に
も
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知

見
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
た
だ
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
を
踏
ま
え
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
あ
る
重
要

な
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
か
に
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
最
適
化
し
て
も
、
そ
も
そ
も
タ
ー
ゲ

ッ
ト
顧
客
に
訴
求
す
る
た
め
の
「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
が

な
い
と
、
届
け
た
い
相
手
に
〝
刺
さ
ら
な
い
〞
と
い
う
事

実
で
す
。
要
は
、
明
快
な
価
値
を
持
つ
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
あ

っ
て
こ
そ
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
効
果
を
発
揮

す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
し
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
価
値
を
具
体
化
し

た
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
強

い
現
実
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
に
お
い
て
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を

創
出
し
、
そ
の
上
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
目
的

に
応
じ
た
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
必
然
的
に

地
域
の
事
業
開
発
そ
の
も
の
を
手
掛
け
る
と
い
う
活
動
に

「
拡
張
」
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
、
す
べ
て
０
か
ら
１

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
捉
え
て
し
ま
う
と
、

事
業
開
発
の
未
経
験
者
は
呆ぼ
う

然ぜ
ん

と
立
ち
す
く
む
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
既
に
存
在
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
価
値
を
再
定

義
す
る
だ
け
で
、「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
耕
作
放
棄
地
を
農
村
イ
ン
ス
タ
ス
ポ
ッ
ト
と

再
定
義
し
た
り
、
売
り
上
げ
の
落
ち
込
ん
で
い
る
地
域
特

産
品
を
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
再
定
義
し
た
り

す
る
な
ど
、
既
存
の
モ
ノ
・
コ
ト
の
価
値
を
再
定
義
す
る

こ
と
で
、
忽
然
と
「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

本
稿
を
総
括
す
る
と
、
未
来
を
つ
く
る
地
域
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
は
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
全
体
戦
略
を
踏

ま
え
た
上
で
、
最
適
な
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展

開
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
訴
求
力
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、

現
実
世
界
に
「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
活
動
に
ま
で
踏
み
込
み
ま
す
。
そ
の
結
果
、
リ
ア
ル
と

オ
ン
ラ
イ
ン
を
交
錯
さ
せ
る
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
確

立
し
、
全
国
各
地
で
多
種
多
様
な
地
域
づ
く
り
が
実
現
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。

特 集
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伊
香
保
温
泉
は
、
人
口
８
万
人
弱
の
群
馬
県
渋
川
市
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
伊
香
保
は
３
０
０
０
人
弱
が
住

む
と
り
わ
け
小
さ
な
地
区
で
す
が
、
44
軒
の
旅
館
と
ホ
テ

ル
が
軒
を
連
ね
、
年
間
１
０
０
万
人
を
超
え
る
宿
泊
客
を

迎
え
る
観
光
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
者
数
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
旅
行
形
態
の
変
化
な
ど

で
平
成
３
年
の
１
７
２
万
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
微
減
を
続

け
、
平
成
21
年
に
は
１
０
２
万
人
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
後
は
微
増
に
転
じ
、
昨
年
は
１
０
６
万

人
が
宿
泊
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
集
客
に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
月
の
宿

泊
客
数
を
全
旅
館
・
ホ
テ
ル
か
ら
集
め
、
集
客
力
が
弱
い

７
月
の
第
１
月
曜
日
を
「
た
び
の
日
い
か
ほ
感
謝
デ
ー
」

と
し
て
、
全
て
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
実
施
。
ま
た
、
お
盆
前
の
８
月
上
旬
に
は
「
伊
香
保
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
行
う
な
ど
、
宿
泊
客
が

少
な
い
時
期
の
平
日
を
中
心
に
、
当
地
と
つ
な
が
り
の
あ

る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、限
り
あ
る
予
算
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
を
用
い
た
集
客
に
重
点
を
置
く
と
と

も
に
、
将
来
の
お
客
様
に
な
り
得
る
若
年
層
へ
の
新
規
開

拓
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
る
か
食
品
と
の
出
会
い

こ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
環
境
省
、
内
閣
府
、

総
務
省
、
経
済
産
業
省
、
観
光
庁
の
５
省
庁
の
後
援
を
受

け
、「
温
泉
で
元
気
に
、
温
泉
を
元
気
に
！
」
を
合
言
葉

に
実
施
す
る
地
方
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
温
泉
総
選
挙
」

に
、
平
成
29
年
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。
そ
の
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
社
会
起
業
家
の
山
下
太
郎

さ
ん
か
ら
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
に
本
社
を
置
く
即
席
麺
の

製
造
販
売
大
手
「
ま
る
か
食
品
」
が
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
地
元
の
温
泉
地
を
探
し
て
い
る
と
い
う
話
を
伺

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
温
泉
と
即
席
麺
と
も
「
お
湯
」
を
使
い
、
焼

き
そ
ば
の
ソ
ー
ス
と
伊
香
保
の
源
泉
「
黄
金
の
湯
」
と
も

茶
褐
色
と
い
う
つ
な
が
り
か
ら
、「
ま
る
か
食
品
×
温
泉

総
選
挙
×
伊
香
保
温
泉
」
に
よ
る
「
伊
香
保
温
泉
ペ
ヤ
ン

グ
祭
り
」
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◆◆◆

ま
る
か
食
品
の
主
力
ブ
ラ
ン
ド「
ペ
ヤ
ン
グ
」の
語
源
は
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
と
い
う
「
ペ
ア
＋
ヤ
ン
グ
」
が
由
来
で
す
。

当
時
は
高
価
だ
っ
た
カ
ッ
プ
麺
を
、
２
人
で
仲
良
く
食
べ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

伊
香
保
温
泉
と
し
て
も
、
次
世
代
の
お
客
様
で
あ
る
若

年
層
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
目
的
に
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
拡
散
に
よ
る
集
客
を
狙
っ
た
催
し
と
し
て
実

現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

伊
香
保
温
泉
ペ
ヤ
ン
グ
祭
り

こ
れ
ま
で
当
地
で
開
催
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
期

間
が
数
日
か
ら
長
く
て
も
１
カ
月
程
度
で
し
た
が
、「
ペ

ヤ
ン
グ
祭
り
」
は
「
伊
香
保
で
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
い

る
な
」「
行
っ
て
み
た
い
な
」
と
思
っ
た
若
い
人
た
ち
に

実
際
に
当
地
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
約
４
カ
月
（
平
成

30
年
12
月
３
日
〜
31
年
３
月
31
日
）
の
期
間
を
設
け
ま
し

た
。
ま
た
、
お
客
様
に
は
こ
の
企
画
だ
け
で
な
く
、
温
泉

街
全
体
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿

を
狙
い
に
四
つ
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
点
在
さ
せ
、
周
遊

に
よ
る
相
乗
効
果
も
促
進
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
は
、
▽
「
恋

ペ
ヤ
ン
グ
絵
馬
所
」（
温
泉
の
象
徴
で
あ
る
石
段
街
の
登

り
口
）
▽
「
湯
切
り
」
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
「
え

れ
え
デ
カ
い
ペ
ヤ
ン
グ
」（
温
泉
が
流
れ
る
湯
滝
の
上
部
）

▽
伊
香
保
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
ペ
ヤ
ン
グ
の
容

器
に
見
立
て
た
「
ゴ
ン
ド
ラ
ペ
ヤ
ン
グ
」（
中
腹
か
ら
脇

道
に
５
分
ほ
ど
歩
い
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
）
▽
「
ペ

ヤ
ン
グ
の
湯
」（
頂
上
か
ら
10
分
ほ
ど
歩
い
た
源
泉
地
に

あ
る
露
天
風
呂
内
）
―
の
４
カ
所
。

ペ
ヤ
ン
グ
の
湯
は
、
企
画
開
始
日
の
12
月
３
日
に
新
発

◆◆◆

群
馬
県
渋
川
市

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

関
口
　
征
治

一
般
社
団
法
人
渋
川
伊
香
保
温
泉
観
光
協
会 

副
会
長

お
宿
玉
樹 

代
表
取
締
役
社
長

―
温
泉
と
カ
ッ
プ
麺
の
異
色
コ
ラ
ボ
―

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
新
し
い
戦
略
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売
さ
れ
た
「
ペ
ヤ
ン
グ
ス
カ
ル
プ
Ｄ
や
き
そ
ば
」
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
装
飾
さ
れ
た
時
間
限
定
の
混
浴
風
呂
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

祭
り
の
様
子
は
、
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
「
伊
香
保
温

泉
ペ
ヤ
ン
グ
祭
り
秘
伝
映
像
〜
あ
の
人
も
出
演
し
ち
ゃ
う

よ
!!
〜
」
と
題
し
て
動
画
配
信
さ
れ
、
１
０
３
万
回
以
上

の
再
生
回
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
と
し
て
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
イ
ム
ウ
ェ
ア
」「
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
」「
お
み
く
じ
」「
絵
馬
」
を
作
成
し
、
ま
る

か
食
品
の
各
種
カ
ッ
プ
麺
と
と
も
に
全
商
品
を
取
り
扱
う

「
ペ
ヤ
ン
グ
販
売
所
」
を
開
設
。
一
部
商
品
は
、
宿
泊
施

設
や
土
産
物
店
で
も
販
売
し
、
温
泉
街
全
体
を
巻
き
込
ん

だ
催
し
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
企
画
に
よ
る
経
済
効
果
は
５
億
円
以
上
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
昨
年
対
比
で
宿
泊
者
数
が
平
均

１
０
３
％
増
（
最
大
１
０
８
％
増
）、
露
天
風
呂
入
浴
者

数
が
同
１
１
１
％
増
（
最
大
１
２
２
％
増
）、
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
利
用
者
数
が
１
２
１
％
増
、
近
隣
の
市
営
駐
車
場
利

用
者
が
１
２
２
％
増
。
ま
た
、
広
告
換
算
に
お
い
て
も
、

テ
レ
ビ
は
全
国
ネ
ッ
ト
４
局
を
含
む
５
局
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
ウ
ェ
ブ
媒
体
に
は
４
７
４
記
事
、
新
聞
・
雑
誌
に
は

80
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
著
名
人
ら
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

投
稿
も
あ
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

終
わ
り
に

今
回
の
試
み
で
は
、
伊
香
保
温
泉
の
象
徴
で
あ
る
石
段

街
な
ど
に
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
長
期
間
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、
伊
香
保
の
歴
史
を
大
事

に
す
る
お
客
様
か
ら
は
お
し
か
り
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
新
し
い
企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
へ
の
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に

◆◆◆

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元
・
渋
川
市
を
は
じ
め
、

関
係
者
、
地
域
住
民
の
皆
様
、
当
地
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
い
た
お
客
様
の
お
か
げ
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の

盛
り
上
が
り
は
一
温
泉
地
や
一
企
業
の
み
で
は
成
し
得
な

い
成
果
で
あ
り
、
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
温
泉
総
選

挙
の
方
々
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ご
協
力
を
た
ま
わ
っ
た

ま
る
か
食
品
の
皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
を
紡
ぐ
こ
と
は
単
に
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
時
代
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
ま
す
。
伊
香
保
温
泉
で
育
っ
た

一
人
と
し
て
、
ま
た
次
世
代
に
つ
な
ぐ
一
人
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
失
敗
を
恐
れ
ず
邁ま

い

進し
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ペヤングの湯

ゴンドラペヤング

えれえデカいペヤング

7 2020・9月号 地域づくり 本編 2020・9月号地域づくり 本編 6



特 集
は
じ
め
に

神
戸
市
消
防
局
は
平
成
26
年
か
ら
、
民
間
企
業
と
共
同

企
画
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
や
動
画
な
ど
に
よ

り
、
防
火
・
防
災
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
は
、
消
防
局
は
人
件
費
以
外
の
費

用
を
一
切
負
担
し
て
い
ま
せ
ん
。
企
業
側
は
コ
ラ
ボ
商
品

を
自
社
商
品
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
売
り
上
げ
に
対
し
て
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
コ
ラ
ボ
企
画
に
は
、
そ
の
リ
ス
ク
以
上
の

魅
力
が
必
要
で
す
。

一
方
、
行
政
側
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

た
い
こ
と
を
、
コ
ラ
ボ
を
通
じ
て
届
け
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
単
な
る
消
防
ロ
ゴ
の
掲
示
な
ど
の
話
が

企
業
側
か
ら
あ
っ
て
も
お
断
り
を
し
て
い
ま
す
。
行
政
側

が
考
え
る
の
は
、「
何
を
売
る
か
」
で
は
な
く
、「
何
を
ど

の
よ
う
に
（
コ
ラ
ボ
企
画
を
通
じ
て
）
伝
え
る
か
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

◆◆◆

商
品
化
す
る
ま
で
の
背
景

コ
ラ
ボ
企
画
で
は
「
消
防
機
関
へ
の
イ
メ
ー
ジ
」、
と

り
わ
け
「
神
戸
市
消
防
局
」
の
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
明
確
化
し
、
企
業
に
訴
え
か
け
て
き
ま
し
た
。

コ
ラ
ボ
商
品
の
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
商
品
販
売
に
よ

る
収
益
で
す
。
売
れ
る
商
品
に
は
、
市
民
が
買
い
た
く
な

る
よ
う
な
「
こ
だ
わ
り
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
の
は
企
業
側

と
な
り
ま
す
が
、
消
防
局
と
の
コ
ラ
ボ
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
「
こ
だ
わ
り
」
の
部
分
を
入
れ
る
た
め
、
協
力
し
て
デ

ザ
イ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

発
売
日
は
時
期
に
も
よ
り
ま
す
が
、
よ
り
広
報
効
果
が

上
が
る
よ
う
、
消
防
に
関
す
る
記
念
日
な
ど
意
図
を
も
っ

た
日
に
設
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。商
品
デ
ザ
イ
ン
、

発
売
日
、
販
売
方
法
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
を
具

体
的
に
決
定
し
、
サ
ン
プ
ル
な
ど
で
最
終
確
認
を
行
っ
た

上
で
販
売
や
発
表
と
な
り
ま
す
。
企
業
に
よ
っ
て
は
、
市

政
記
者
へ
の
広
報
を
商
品
販
売
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て

◆◆◆

く
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

コ
ラ
ボ
商
品
の
一
例

【
Ｇ

−

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
】

平
成
27
年
に
本
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
カ
シ
オ
計
算
機
の
腕
時
計
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｇ

－

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
同
年
７
月
に

第
１
弾
の
コ
ラ
ボ
商
品
と
し
て
「
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
　
神

戸
市
消
防
局
タ
イ
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
に
は
、
救
助
隊
の
活
動
広
報
を
目
的
に
第
２

弾
と
な
る
「
神
戸
市
消
防
局
救
助
隊
発
足
50
周
年
記
念
モ

デ
ル
」
が
発
売
さ
れ
、
今
年
７
月
17
日
に
は
、
今
年
で
創

設
25
年
を
迎
え
る
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」
の
さ
ら
な
る
認

知
拡
大
を
目
的
に
、
仙
台
市
消
防
局
も
交
え
た
ト
リ
プ
ル

コ
ラ
ボ
と
し
て
「
緊
急
消
防
援
助
隊
モ
デ
ル
」
が
発
売
さ

れ
ま
し
た
。

【
救
塩
隊
キ
ャ
ン
デ
ィ
】

平
成
29
年
５
月
に
は
、
熱
中
症
へ
の
注
意
喚
起
を
目
的

に
Ｕ
Ｈ
Ａ
味
覚
糖
か
ら
「
救
塩
隊
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
が
発
売

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
棚
に
「
救

塩
隊
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
が
並
ぶ
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
消
防

局
の
発
信
し
た
い
情
報
を
届
け
ら
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。

広
報
内
容
と
し
て
は
熱
中
症
関
連
の
情
報
発
信
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
救
急
業
務
全
般
に
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
一
つ
一
つ
の
包
装
に
救
急
全

般
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
印
刷
し
ま
し
た
。昨
年
５
月
に
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
味
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
再
販
も
さ
れ
ま

し
た
（
販
売
終
了
）。

◆◆◆

兵
庫
県
神
戸
市

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

山
下
　
勢
渡

神
戸
市
消
防
局
総
務
部
総
務
課
企
画
係

消
防
士
長

―
Ｇ

－

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
モ
デ
ル
や
ガ
チ
ャ
ピ
ン
動
画
―

民
間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
で
広
報
活
動
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コ
ラ
ボ
動
画

平
成
29
年
３
月
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
コ
ラ
ボ
し
、
火
災
予

防
の
動
画
「
ガ
チ
ャ
ピ
ン
・
ム
ッ
ク
の
火
の
用
心
」
を
共

同
制
作
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
と
い
っ
た
従
来
型
の
広
報
ツ
ー
ル

は
、
情
報
の
届
く
範
囲
が
限
定
さ
れ
が
ち
で
す
。
効
率
的

な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
動
画

配
信
は
有
効
な
手
段
で
す
が
、
た
だ
伝
え
た
い
情
報
を
盛

り
込
ん
だ
だ
け
で
は
、
多
く
の
方
に
視
聴
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
話
題
性
が
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災

◆◆◆

情
報
を
学
ん
で
も
ら
え
る
動
画
を
作
れ
ば
、
従
来
型
の
広

報
が
届
き
に
く
い
方
々
へ
も
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

動
画
は
、
消
防
隊
長
の
ガ
チ
ャ
ピ
ン
が
勇
敢
に
救
助
・

消
火
活
動
を
行
う
シ
ー
ン
が
見
ど
こ
ろ
で
、
住
宅
火
災
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
消
火
器
、
防
炎
製
品
の
紹
介
な
ど

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
動
画
は
、
公
開
後
約
１
年
で
再
生
回

数
１
０
０
０
万
回
に
達
し
、
令
和
２
年
６
月
時
点
で
１
８

０
０
万
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
動
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
同
様

に
、
公
費
を
使
わ
ず
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、
企
業
な
ど
か

ら
の
協
賛
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
消

防
局
が
全
面
協
力
し
な
い
と
絶
対
撮
れ

な
い
特
別
な
シ
ー
ン
」
を
消
防
局
か
ら

提
案
で
き
た
こ
と
で
、
相
手
企
業
に
と
っ
て
も
協
賛
企
業

に
と
っ
て
も
満
足
度
（
納
得
性
）
の
高
い
企
画
と
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
と
っ
て
魅
力
的
で

楽
し
い
動
画
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
、
火
災
予
防
や
救

急
等
の
情
報
発
信
を
幅
広
い
年
齢
層
（
特
に
若
年
層
）
に

対
し
て
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。課

題
と
展
望

コ
ラ
ボ
企
画
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
話
題
性
が
大
き
い

で
す
が
、
そ
の
話
題

性
の
み
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
本
来

消
防
が
広
報
し
た
い

内
容
、
目
的
が
達
成

で
き
て
い
る
の
か
を

し
っ
か
り
と
検
証
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ラ
ボ
企
画
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
発
展
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
消
防

を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
機
会
が
増
え

た
た
め
、
こ
の
機
会

を
う
ま
く
活
用
し
、

積
極
的
な
広
報
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆◆◆

救塩隊キャンディ

動画「ガチャピン・ムックの火の用心」

G-SHOCK「緊急消防援助隊モデル」
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「
ま
だ
ま
だ
　
う
ち
フ
ロ
」
始
動

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
１
波
が
落
ち
着
い
て
き
た
令
和
２
年

５
月
下
旬
、か
ね
て
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」
と
し
て
、

温
泉
を
使
っ
た
様
々
な
動
画
を
展
開
し
て
き
た
大
分
県
か

ら
、
新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
動
し
ま
し
た
。
そ
の
名

も
「
ま
だ
ま
だ 

う
ち
フ
ロ
」。
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
祈

願
し
つ
つ
、「
あ
と
少
し
お
う
ち
の
お
フ
ロ
を
楽
し
も
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
全
国
各

地
の
観
光
地
で
お
客
さ
ん
が
激
減
す
る
中
、
大
分
県
も
例

外
で
は
な
く
、
宿
泊
客
が
４
月
は
８
割
、
５
月
は
９
割
の

減
少
に
な
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
先
行
き
が
見
え
な
い
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
中
、
苦
し
い
状
況
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
本
県
か
ら
発
信
し
、

終
息
後
に
は
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
大
分
県
へ
観
光
に
来
て
も

ら
お
う
と
い
う
想
い
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
し
た
取
り
組
み
で

し
た
。

◆◆◆

疫
病
退
散
の
妖
怪
ア
マ
ビ
エ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
玉
は
、
疫
病
退
散
の
妖
怪
と
し
て

一
躍
注
目
さ
れ
た
「
ア
マ
ビ
エ
」
が
、
県
内
の
温
泉
や
自

宅
の
お
風
呂
を
舞
台
に
踊
る
、
な
ん
と
も
か
わ
い
ら
し
く

シ
ュ
ー
ル
な
動
画
で
す
。

ア
マ
ビ
エ
は
江
戸
時
代
に
疫
病
の
到
来
を
予
言
し
た
と

さ
れ
、「
疫
病
が
は
や
っ
た
時
に
は
、
自
分
の
姿
を
絵
に

描
い
て
人
々
に
見
せ
る
よ
う
に
」
と
伝
え
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
動
画
へ
の
ア
マ
ビ
エ
の
起
用
に
は
、
多

く
の
方
に
動
画
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
疫
病
退
散
に
つ

な
が
れ
ば
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
県
内
の
温
泉
や
自
宅
の
お
風
呂
を
舞
台
に
踊

る
」
場
面
は
、
県
内
の
様
々
な
温
泉
で
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ

ド
ス
イ
ミ
ン
グ
（
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
）

を
す
る
動
画
「
シ
ン
フ
ロ
」（
２
０
１
５
年
大
分
県
制
作
）

と
ア
マ
ビ
エ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
表
し
て
い
ま
す
。

動
画
の
背
景
に
県
内
の
温
泉
を
使
う
こ
と
で
、
こ
っ
そ

り
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
歌
詞

◆◆◆

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
大
分
県
出
身
の

瀧
廉
太
郎
作
曲
の
「
花
」
の
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
て
、

お
フ
ロ
の
楽
し
み
方
や
免
疫
力
ア
ッ
プ
な
ど
入
浴
の
効
果

を
伝
え
る
歌
詞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
画
を
発
表
し
た
５
月
28
日
は
緊
急
事
態
宣
言
が
徐
々

に
解
除
さ
れ
始
め
た
頃
で
し
た
。「
早
く
自
由
に
出
か
け

た
い
け
れ
ど
、
ま
だ
出
歩
く
の
は
怖
い
な
」
と
い
う
不
安

な
気
持
ち
が
漂
う
中
で
、「
み
ん
な
が
自
由
に
行
き
来
で

き
る
そ
の
日
ま
で
、
あ
と
も
う
少
し
お
う
ち
の
お
フ
ロ
を

楽
し
も
う
」
と
い
う
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い

ま
す
。日

々
変
わ
る
状
況
を
見
据
え
て

企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
緊
急
事
態
宣
言
の
真
っ
た

◆◆◆

大
分
県

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

―
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
治
体
の
発
信
―

久
井
田
　
千
晴

大
分
県
広
報
広
聴
課
主
事

「
ア
マ
ビ
エ
×
シ
ン
フ
ロ
」
で
終
息
祈
願

「まだまだ うちフロ」キャンペーン
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だ
中
で
し
た
が
、
感
染
者
数
が
変
動
す
る
中
で
世
の
中
の

空
気
も
一
日
ご
と
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
宣
言
が
想
定

よ
り
早
く
解
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
急
き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
前
倒
し
し
、約
２
週
間
で
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

ま
た
、
先
が
見
通
せ
な
い
中
で
日
に
日
に
変
わ
る
世
の

中
の
状
況
や
ム
ー
ド
感
に
合
わ
せ
な
が
ら
替
え
歌
の
歌
詞

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
臨
機
応
変

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

映
像
制
作
に
お
い
て
も
、「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
、

打
ち
合
わ
せ
か
ら
制
作
ま
で
す
べ
て
リ
モ
ー
ト
で
進
め
ま

し
た
。
ロ
ケ
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
も
と
も
と
あ
っ
た

本
県
の
温
泉
の
画
像
や
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
自
宅
の
お
風
呂

の
画
像
を
使
い
、
ア
マ
ビ
エ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ

て
制
作
し
ま
し
た
。

制
作
す
る
上
で
た
く
さ
ん
の
迷
い
が
出
て
予
定
変
更
も

迫
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い

っ
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
長
く
見
て
も
ら
え
る
動
画
に
つ

な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。

７
月
13
日
時
点
で
約
１
２
０
万
回
再
生
さ
れ
る
な
ど
、

動
画
公
開
後
か
ら
多
く
の
反
響
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方

に
親
し
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

自
宅
の
お
フ
ロ
で
温
泉
気
分

動
画
を
見
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
お
う
ち
の

お
風
呂
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め

に
、
本
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
も
う
一
つ

の
企
画
と
し
て
、

別
府
明み

ょ
う

礬ば
ん

温
泉

の
活
発
な
温
泉
蒸

気
を
結
晶
さ
せ
て

作
ら
れ
る
天
然
の

入
浴
剤「
湯
の
花
」

を
１
０
０
０
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

企
画
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
湯
の

花
を
自
宅
の
お
風

呂
に
入
れ
る
だ
け

で
「
お
ん
せ
ん
県

お
お
い
た
」
の
温

◆◆◆

泉
気
分
を
味
わ
え
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
だ
わ
り
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
お
風
呂
で
至
福
の
表
情

を
浮
か
べ
る
ア
マ
ビ
エ
の
イ
ラ
ス
ト
を
中
央
に
配
置
す
る

こ
と
で
、
お
守
り
代
わ
り
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湯
の
花
で
体
を
温
め
る
だ
け
で
な
く
、
心
も
温

ま
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
、
大
分
県
内
の
旅
館
、
ホ
テ

ル
の
女
将
さ
ん
や
従
業
員
の
方
た
ち
約
１
０
０
０
人
に
よ

る
直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
添
付
し
ま
し
た
。

女
将
さ
ん
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
は
「
女
将
さ
ん
の
手
書
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
う
れ
し

く
て
旅
館
検
索
し
ち
ゃ
っ
た
」「
今
は
う
ち
フ
ロ
を
楽
し

ん
で
、
落
ち
着
い
た
ら
大
分
に
い
き
た
い
で
す
」
と
い
っ

た
コ
メ
ン
ト
を
多
数
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
方
に
大
分
県
の

温
泉
や
旅
館
を
訪
ね
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

予
定
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
自
治
体
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
が
制
限
さ
れ
、
外
出
自
粛

ム
ー
ド
が
漂
う
中
で
の
自
治
体
Ｐ
Ｒ
は
非
常
に
難
し
い
で

す
が
、「
何
も
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

「
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
発
信
で
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

何
か
」
と
発
想
を
転
換
し
た
こ
と
が
、
本
県
の
企
画
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
が
、
ア
マ
ビ
エ
が
お
風
呂
で
踊
ら
な
く
て
も
よ
い
世
の

中
に
、
一
刻
も
早
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

湯の花プレゼント

アマビエが大分県内の温泉で踊る様子
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あ
る
種
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
の
理

解
は
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
に
携
わ
る
身
と
し
て
は
あ
ま
り
笑
え
な
い
話

だ
が
、
人
気
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
一
時
的
に
集
客
が
ア

ッ
プ
し
た
が
、
瞬
間
風
速
後
に
は
ま
た
以
前
と
変
わ
ら
な

い
状
況
に
戻
る
ケ
ー
ス
や
、
人
気
が
出
始
め
た
観
光
地
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
没
個
性
化
し
て
、
数
年
後
に
廃
れ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
は
、
戦
略
の
問
題
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
。

目
先
の
収
益
ア
ッ
プ
に
の
み
注
力
し
、
長
期
成
長
戦
略

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
。
そ
ん
な
経
営
戦
略
は
、
地
方

自
治
の
話
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
企
業
の
あ
り
方
に
も
散

見
さ
れ
る
課
題
だ
と
思
う
。
そ
の
上
、
地
方
自
治
体
の
場

合
は
、
予
算
措
置
が
単
年
度
で
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

影
響
も
大
き
い
。
し
か
し
、
地
域
も
一
般
企
業
と
同
様
、

既
存
事
業
の
短
期
収
益
最
大
化
と
同
時
に
、
長
期
成
長
戦

略
を
設
計
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
わ
れ
る
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
見
通
せ
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
後
述

す
る
）。

例
え
ば
、
年
間
数
十
万
人
の
日
帰
り
来
訪
者
の
10
％
を

宿
泊
さ
せ
る
と
い
う
目
標
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
団
体

観
光
客
モ
デ
ル
の
衰
退
に
変
わ
る
新
し
い
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
海
外

個
人
旅
行
）
向
け
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
よ
る
落
ち

込
み
抑
制
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
む
地
域
産
品
の
都
市
部

で
の
販
売
20
％
ア
ッ
プ
。
課
題
と
目
標
設
定
は
多
く
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
様
に
、
広
報

戦
略
の
手
法
も
多
様
で
は
あ
る
が
、
ど
れ
に
も
共
通
し
て

い
る
（
し
て
い
る
べ
き
）
な
の
が
、
一
過
性
の
増
加
で
な

く
、
長
期
に
続
く
収
益
性
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
戦
略
は
、
課
題
に
よ
っ
て
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
。

私
は
「
コ
ロ
カ
ル
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
を
２
０

１
２
年
に
立
ち
上
げ
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
軸
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
冊
子
、
書
籍
、

動
画
、
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
展
開
を
行
っ
て
き
た
。

ほ
ぼ
す
べ
て
、
日
本
の
地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
コ
ロ
カ
ル
は
現
在
、
月
間
30
万
人
が
訪

れ
、
１
０
０
万
Ｐ
Ｖ
（
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
）
の
サ
イ
ト
と
な

り
、
そ
し
て
本
サ
イ
ト
以
外
に
、
日
本
の
地
域
に
関
わ
る

メ
デ
ィ
ア
を
い
く
つ
か
運
営
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
験

が
学
ば
せ
て
く
れ
た
こ
と
を
軸
に
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
広
報
の
あ
り
方
の
所
感
を
記
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

広
報
の
目
的
と
手
法

冒
頭
に
、
地
域
広
報
の
視
点
に
つ
い
て
、
い
ま
さ
ら
の

こ
と
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
と
い
う
も
の
は
そ
の
許
容
量
が
限
ら
れ
て
い
る
。

観
光
誘
客
数
、
宿
泊
客
数
、
商
品
生
産
販
売
数
、
移
住
・

定
住
数
な
ど
。
自
治
体
や
地
域
企
業
は
定
量
的
な
目
標
値

や
そ
れ
に
向
け
た
戦
略
を
設
定
（
設
計
）
す
る
。
そ
の
数

値
設
定
、
戦
略
設
定
は
地
域
に
と
っ
て
適
切
な
量
で
あ
る

べ
き
で
、
同
時
に
短
期
的
で
な
く
長
期
に
わ
た
る
持
続
可

能
性
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
も

あ
る
が
、「
10
万
人
が
１
回
」
Ｖ
Ｓ
「
１
万
人
が
10
回
」。

自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
地
域
が
選
ぶ
の
は
後
者
だ
。
前

者
が
マ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
界か
い

隈わ
い

で
言
う
「
バ
ズ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
と
す
れ
ば
、
後
者
は
「
フ
ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
近
い
。

フ
ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ン
と
出

会
い
（
出
会
い
を
フ
ァ
ン
に
育
て
）、
つ
な
が
り
、
継
続

的
関
係
を
切
り
結
ぶ
。
ざ
っ
く
り
と
言
え
ば
そ
ん
な
イ
メ

ー
ジ
だ
が
、
そ
の
視
点
が
方
法
論
に
貫
か
れ
て
い
る
か
を

観
察
す
る
と
、甚
だ
怪
し
い
事
例
も
多
い
気
が
し
て
い
る
。

地
域
資
源
の
独
自
性
、
固
有
性
、
希
少
性
、
歴
史
的
文

化
的
深
度
な
ど
と
は
別
の
視
線
で
、
他
地
域
で
の
成
功
事

例
の
コ
ピ
ー
、
話
題
化
を
狙
う
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

多
い
。
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
気
づ

い
て
も
ら
う
こ
と
と
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

―
従
来
の
価
値
観
「
常
識
」
を
打
ち
破
る
―

「
新
し
い
広
報
」は
視
点
と
感
性
か
ら
生
ま
れ
る

及
川
　
卓
也

株
式
会
社
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
　
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
事
業
局
長

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
／ 

コ
ロ
カ
ル
事
業
部
／
事
業
開
発
部
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実
に
単
純
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
気
が
し
て
い
る
が
、

し
か
し
、
単
純
ゆ
え
（
？
）
見
逃
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
広
報
の
始
ま
り
の
視
点
と
し

て
、
①
フ
ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
②
２
〜
３
年
の
短

期
収
益
最
大
化
で
な
く
、
10
〜
20
年
に
わ
た
る
収
益
最
大

化
―
は
根
底
に
意
識
さ
れ
る
べ
き
不
動
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）
と
感
じ
て
い
る
。

広
報
活
動
の
ス
タ
ー
ト
づ
く
り

ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ロ
カ
ル
は
、
地
域
に
様
々
な
課

題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
「
ロ
ー
カ
ル
は

楽
し
い
！
　
ロ
ー
カ
ル
は
カ
ッ
コ
い
い
！
　
ロ
ー
カ
ル
は

進
化
し
て
い

る
！
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

打
ち
出
し
て
運

営
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

高
度
経
済
成

長
、
そ
の
最
終

局
面
と
し
て
の

バ
ブ
ル
崩
壊
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
と
い
う
国

内
状
況
の
変
化

は
、〈
地
方
か
ら

都
市
へ
〉
と
い

う
人
材
流
出
は

変
え
ず
、
都
市

部
へ
来
た
人
々

の
暮
ら
し
方
、
働
き
方
の
ほ
こ
ろ
び
が
現
れ
、
制
度
疲
労

の
中
で
、
新
し
い
可
能
性
を
地
域
に
求
め
始
め
る
動
き
が

徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
見
え
始
め
た
時
期
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
は
改
め
て
、
自
然
と
経
済
活
動
と
人
間

の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
経
て
、
中
に
は
自
分
の

故
郷
の
た
め
に
と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
感
覚
で
Ｕ
タ
ー
ン

を
す
る
若
者
も
増
え
た
。

コ
ロ
カ
ル
は
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
を
、
メ
デ
ィ
ア
の
視
点

（
地
域
の
外
に
い
る
外
部
視
点
）
で
見
つ
め
直
し
、
そ
の

良
さ
や
価
値
や
独
自
性
を
、
旅
、
食
、
も
の
づ
く
り
、
建

築
、
ア
ー
ト
、
暮
ら
し
、
仕
事
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で

取
り
上
げ
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

こ
れ
も
地
域
振
興
に
携
わ
る
人
間
に
と
っ
て
は
自
明
の

理
で
あ
る
が
、
こ
の
外
部
視
点
の
有
効
性
は
様
々
な
地
域

広
報
活
動
に
関
わ
る
中
で
、
強
く
感
じ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
当
た
り
前
が
実
は
当
た
り
前
で
な
い
こ
と
、
何
も

な
い
が
実
は
豊
か
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
発
見

者
に
な
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
し
て
大
き
な
位
置

を
占
め
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

私
た
ち
コ
ロ
カ
ル
チ
ー
ム
は
一
方
で
、
地
域
の
広
報
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
の

活
動
も
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
新
潟
県
が
公
募
し
た
首
都

圏
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
事
業
で
は
、「
新
潟
の
つ
か
い

か
た
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
構
築
と
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
テ
ン
ツ
設
計
、
取
材

撮
影
記
事
制
作
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
の
発
酵
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
み
ん
な
の
発
酵
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
も
同
様
に
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
構
築
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
ま
で
を
一
貫
し
て

担
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
広
報
活
動
で
の
私
た
ち
の
企
画
、
制
作
プ
ロ

セ
ス
は
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
る
。

①
課
題
と
広
報
目
的
の
把
握

②
コ
ン
セ
プ
ト
設
計

③
体
制
構
築

④
コ
ン
テ
ン
ツ
案
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

⑤
コ
ン
テ
ン
ツ
案
絞
り
込
み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ

⑥
取
材
撮
影

⑦
執
筆

⑧
校
正
校
閲
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

⑨
配
信
・
拡
散

⑩
分
析

⑪
改
善

①
課
題
と
広
報
目
的
の
把
握
か
ら
、
広
報
戦
略
の
第
一

歩
で
あ
る
②
コ
ン
セ
プ
ト
設
計
が
広
報
活
動
の
土
台
で
あ

り
背
骨
に
な
る
と
考
え
て
い
て
、
私
た
ち
は
非
常
に
重
視

し
て
い
る
。

広
報
活
動
と
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
そ
の
も
の
で
な

く
て
も
、
冊
子
や
ポ
ス
タ
ー
制
作
、
映
像
制
作
、
あ
る
い

は
ど
ん
な
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
れ
、
そ
の
前
段
の

プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
ア
イ

デ
ア
や
広
報
企
画
は
様
々
な
場
面
で
、
様
々
な
様
相
で
出

現
す
る
。
そ
の
可
否
を
判
断
す
る
指
針
が
、
コ
ン
セ
プ
ト

と
い
う
背
骨
で
あ
る
。

前
章
で
述
べ
た
、
長
期
の
収
益
最
大
化
を
目
指
し
た
フ

ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
広
報
目
的
が
あ
っ
た
と

し
、
そ
れ
を
広
報
活
動
に
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
か
を
企

画
す
る
場
合
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
で
あ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
れ
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
設
計
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
成
功

を
果
た
し
た
事
例
と
し
て
、
思
い
浮
か
ぶ
の
は
岩
手
県
西

ウェブマガジン「コロカル」https://colocal.jp

特 集
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和
賀
町
の
「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

西
和
賀
町
は
、
岩
手
県
と
秋
田
県
の
県
境
に
あ
る
人
口

６
０
０
０
人
弱
の
小
さ
な
ま
ち
で
、
県
内
で
も
有
数
の
豪

雪
地
帯
。
１
９
６
０
年
代
ま
で
こ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ

て
、
雪
は
冬
の
道
を
閉
ざ
し
、
経
済
活
動
を
阻
害
し
、
よ

っ
て
貧
困
や
病
気
や
乳
児
死
亡
の
最
大
要
因
と
な
る
存

在
。す
な
わ
ち
マ
イ
ナ
ス
の
象
徴
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
雪
と
い
う
存
在
を
、お
い
し
い
水
を
育
み
、

野
菜
や
山
菜
を
格
別
の
味
わ
い
に
し
、
観
光
の
景
観
と
し

て
の
美
し
さ
を
も
た
ら
す
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
価
値
に
変
え

て
、「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
育
成
し
、
商
品
開

発
や
観
光
事
業
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。

日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
、
地
域
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
地
元
金

融
機
関
、
行
政
の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
も
有

効
な
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
設
計
も

ク
リ
ア
で
あ
っ
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
法
、
広
報
活
動

の
あ
り
方
の
コ
ン
パ
ス
に
な
る
。「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
り
出
し
た
商
品
や
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
こ

の
地
域
を
掘
り
下
げ
、
継
承
を
重
視
し
、
物
語
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
固
有
性
独
自
性
を
獲
得
し
て
、
持
続
可
能

性
へ
と
向
か
う
あ
り
方
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
な

る
と
感
じ
て
い
る
。

広
報
活
動
の
ツ
ー
ル

私
た
ち
の
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
は
「
編
集
」
と
い
う
も
の
で
、

そ
れ
は
実
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
境

目
な
ど
見
え
に
く
い
も
の
だ
。

編
集
と
は
、
単
純
に
言
え
ば
、
制
作
す
る
も
の
の
目
的

や
役
割
に
向
か
っ
て
、
必
要
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
ア
サ
イ

ン
し
て
、
も
の
を
作
る
こ
と
。
な
の
で
、
協
働
で
何
か
成

果
物
を
作
る
仕
事
と
言
え
る
。

地
域
の
広
報
活
動
も
、
編
集
と
い
う
場
が
必
要
で
あ
る

し
、
実
際
に
、
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
ど
う
反
映
す
る
か
も
編
集
の
役
割
で
あ
る

が
、
同
時
に
、
ツ
ー
ル
ご
と
に
表
現
を
ア
ジ
ャ
ス
ト
し
て

い
く
の
も
編
集
の
作
業
と
な
る
。

本
原
稿
で
は
テ
ク
ニ
カ
ル
な
こ
と
に
ま
で
言
及
す
る
余

裕
は
な
い
が
、
基
本
的
な
ツ
ー
ル
と
表
現
の
関
係
性
に
言

及
し
て
お
く
。

① 

媒
体
＝
冊
子
（
書
籍
）、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

動
画

② 

ツ
ー
ル
＝
画
像
、
テ
キ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
、
音
、

音
楽
、
セ
リ
フ
、
字
幕

③ 

役
割
＝
注
意
喚
起
、
認
知
拡
大
、
理
解
促
進
、
共
感
と

態
度
変
容

例
え
ば
、「
Ａ
地
域
へ
の
移
住
・
定
住
者
の
増
加
」
と

い
う
広
報
成
果
の
目
的
目
標
が
あ
る
場
合
、
ア
プ
ロ
ー
チ

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
イ
ヤ
ー
が
あ
る
。

・「
移
住
・
定
住
」
そ
の
も
の
に
興
味
関
心
が
な
い
人

・「
移
住
・
定
住
」
に
関
心
が
あ
り
、
場
所
を
探
し
て
い

る
人

・
Ａ
地
域
へ
の
「
移
住
・
定
住
」
に
関
心
が
あ
り
、
具
体

的
な
情
報
を
探
し
て
い
る
人

「
Ａ
地
域
へ
の
移
住
・
定
住
者
の
増
加
」
と
い
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
、
上
記
三
つ
の
広
報
戦
略
は
異
な
る
。

興
味
喚
起
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
外
部
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

拡
散
、
ウ
ェ
ブ
動
画
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
。
行
動
選

択
フ
ェ
ー
ズ
で
は
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

の
ス
ト
ー
リ
ー
発
信
に
よ
る
魅
力
訴
求
。
情
報
リ
サ
ー
チ

ウェブサイト「新潟のつかいかた」（新潟県）https://howtoniigata.jpウェブサイト「みんなの発酵BLEND」https://www.hakko-blend.com
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新
し
い
広
報
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
は
？

い
ま
ま
さ
に
目
の
前
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
す
ぐ
に

見
極
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
も

た
ら
す
影
響
の
甚
大
さ
と
深
刻
さ
は
、
ま
だ
本
当
に
は
見

え
て
い
な
い
。
た
だ
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
人
の
動
き
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
価
値
が
大
き

く
変
化
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
こ
の
解
を
導
く
た
め

に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
歴
史
文
化
を
含
め
て
、
根

源
的
な
思
考
が
必
要
に
な
る
と
感
じ
て
い

る
。グ

ロ
ー
バ
ル
な
分
業
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
に
よ
る
効
率
化
、
交
通
、
情
報
イ

ン
フ
ラ
網
の
発
達
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
社
会
の
利

便
性
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
続
け
る
中
で
起
き

た
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

集
客
は
以
前
の
ま
ま
の
ス
タ
イ
ル
と
規
模

で
戻
っ
て
く
る
の
か
、
感
染
を
予
防
す
る

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
ス
タ
イ
ル
で
観
光
や
地

域
事
業
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
広
が
り
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需

要
や
新
た
な
関
係
人
口
が
出
現
す
る
の

か
、
リ
ア
ル
な
場
の
貴
重
性
が
増
し
て
、

体
験
観
光
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伸
び

て
い
く
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
が
生
ま

れ
て
い
る
し
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
見
極
め

る
こ
と
も
重
要
で
は
あ
る
。

こ
れ
を
、
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
で
あ
る

「
新
し
い
広
報
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
渡

フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
サ
イ
ト
で

の
具
体
的
情
報
ガ
イ
ド
。

こ
う
し
た
広
報
戦
略
と
コ
ン
テ
ン
ツ
戦
略
を
組
み
合
わ

せ
て
、
対
象
者
と
の
接
点
づ
く
り
↓
理
解
促
進
↓
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
推
進
の
一
助
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
広
報
の
機
能
の
最
大
限
化
を

目
指
す
の
だ
が
、
手
法
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
の
み
な
ら
ず
多

く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
へ
の
意
識
は
持
っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
て
み
る
。

以
前
か
ら
「
観
光
」
と
い
う
形
態
は
大
き
な
変
化
を
見

せ
て
き
た
。
観
光
ニ
ー
ズ
は
、「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」、「
鑑

賞
」
か
ら
「
体
験
」、「
定
番
観
光
地
」
か
ら
「
暮
ら
し
観

光
」、「
予
定
調
和
」
か
ら
「
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
（
驚
き
）」。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
軸
に
価
値

の
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
（
い
た
）。

こ
れ
を
従
来
の
価
値
観
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
「
観
光
」

観
と
い
っ
た
「
常
識
」（
カ
ッ
コ
付
き
の
常
識
）
で
は
見
え

て
こ
な
い
し
、
捉
え
き
れ
な
い
。
こ
の
「
常
識
」
を
打
ち

破
る
の
が
「
新
し
い
広
報
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

広
報
活
動
に
は
、
見
逃
さ
れ
な
い
た
め
に
何
か
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
（
引
っ
か
か
り
の
よ
う
な
も
の
）
が
必
要
で
、
そ

の
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
は
そ
う
し
た
視
点
の
新
し
さ
と
同
一
の

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
意
識
す
れ
ば
、旅
の
か
た
ち
も
、

暮
ら
し
方
、
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
わ
る
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
、
社
会
的
関
係
性
で
言
え
ば
、
日
本
と

い
う
国
の
先
人
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
文
化
、
風
習
、

自
然
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
も
の
の
価
値
が
改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
旅
の
ニ
ー
ズ
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
広
報

す
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
広
報
す
る
こ
と
に

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
Ｄ
Ｏ
」
と

か
「
Ｇ
Ｏ
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
は
な
く
、「
Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
」

「
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
」
と
い
う
さ
さ
や
き
に
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
感
性
を
伴
っ
て
、
広
報
を
考
え
て
い
く
時
代

に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
「
常
識
」
を
打

ち
破
る
感
性
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
ま
こ
そ
重
視
し
て
、

広
報
に
臨
む
時
代
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

移住・定住の広報戦略例

特 集
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ௐ
ࠪ
஍
ͷ
બ
ఆ

担
い
手
の
育
成
に
は
、
地
域
住
民
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
外
か
ら
の
視
点
を
も
っ

た
移
住
者
や
地
域
外
の
人
材
も
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
そ
れ
は
こ
う
し
た
人
た
ち

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
が
地
域

の
魅
力
や
価
値
に
気
づ
か
さ
れ
、
自
信
と

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

本
研
究
に
よ
り
担
い
手
育
成
に
必
要
な

ス
キ
ー
ム
や
組
織
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
担
い
手
育

成
を
進
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

地
域
づ
く
り
は
地
域
住
民
だ
け
で
担
う

の
で
は
な
く
、
移
住
者
を
含
め
外
か
ら
の

視
点
を
も
っ
た
人
た
ち
も
関
わ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
本
研
究
に
当
た
っ
て
は
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
中
心
に
調
査
地
を
選

定
し
た
。
調
査
地
と
選
定
理
由
は
表
の
と

お
り
。

ௐ
ࠪ
݁
Ռ
ͷ
෼
ੳ
ɾ
ߟ
࡯

調
査
前
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受

け
入
れ
た
り
、
地
方
で
起
業
を
目
指
す
人

材
を
地
域
外
か
ら
呼
び
込
む
こ
と
が
、
担

い
手
育
成
の
体
制
に
必
要
だ
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
調
査
を
通
じ
て

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

担
い
手
育
成
の
体
制
は
、
大

き
く
分
け
て
次
の
三
つ
の
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

έ
ồ
ε
ᶃ

地
域
内
の
魅
力
を
住
民
が
再

発
見
す
る
こ
と
で
故
郷
へ
の
誇

り
や
想
い
を
深
め
、
自
ら
が
地

域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る

ケ
ー
ス
。
今
回
の
調
査
で
は
島

根
県
雲
南
市
の
く
ら
し
ア
ト
リ

エ
で
の
取
り
組
み
が
こ
れ
に
当

た
る
。

έ
ồ
ε
ᶄ

地
域
の
独
特
な
風
土
や
暮
ら
し
の
中
に

価
値
を
見
い
だ
し
、
幸
福
感
や
誇
り
を
感

じ
な
が
ら
日
々
を
過
ご
す
住
民
の
姿
に
共

感
し
た
人
た
ち
が
移
住
し
、
担
い
手
に
な

る
ケ
ー
ス
。
今
回
の
調
査
で
は
、
鹿
児
島

県
伊
仙
町
や
北
海
道
東
川
町
が
こ
れ
に
当

た
る
。

έ
ồ
ε
ᶅ

地
域
外
の
人
が
地
域
資
源
の
魅
力
や
課

題
に
気
づ
き
移
住
し
、
地
域
内
の
人
を
巻

き
込
み
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む

ケ
ー
ス
。
今
回
の
調
査
で
は
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
の
ま
る
オ
フ
ィ
ス
、
福
島
県
南
会

津
町
の
南
郷
ト
マ
ト
生
産
組
合
が
こ
れ
に

当
た
る
。
ま
た
、
外
の
見
識
を
取
り
入
れ

な
が
ら
地
域
の
活
力
を
引
き
出
し
て
い
く

担
い
手
を
育
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

長
野
県
山
ノ
内
町
の
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

や
ま
の
う
ち
も
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
。

三
つ
の
ケ
ー
ス
か
ら
地
域
の
担
い
手
育

成
に
は
、
地
域
住
民
と
地
域
外
か
ら
の
人

と
の
密
接
で
継
続
的
な
関
わ
り
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
両
者
を
つ
な
ぐ

人
材
の
存
在
が
も
の
ご
と
を
円
滑
に
進
め くらしアトリエの「シマシマしまね」

地域が抱える問題の一つは人口減少による担い手不足だ。2015 年の国勢調査によると、日本の総人口
は 1億 2520 万人で、2008 年の 1億 2808 万人より約 2％減少した。同様に、生産年齢人口（15 ～ 64 歳）
もピークだった 1995 年の 8716 万人より約 13％減少し、7592 万人となっている。特に 14 歳以下の減少
が長く続いており、ピーク時の 1981 年と比べると約 43％減った。
このような中、地域づくりを自律的・継続的に進めるためには、自治会や町内会といった地縁団体など
が地域づくりの担い手を育成していく必要がある。そこで、本研究では担い手育成に必要なスキームや組
織体制の構築について考察した。

多様な人材と取り組む地域づくり ２
０
１
９
年
度　

自
主
研
究

―地域外の視点も活用―
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る
上
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

·
ͱ
Ί

今
回
の
調
査
で
は
、
地
域
の
担
い
手
を

取
り
巻
く
課
題
や
期
待
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
地
域
に
お
け
る
担
い
手
育

成
は
、
一
概
に
外
か
ら
人
を
招
き
入
れ
る

だ
け
で
解
決
す
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
や
り
方
で

長
期
に
わ
た
り
粘
り
強
く
継
続
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

調
査
地
の
共
通
点
か
ら
継
続
的
な
担
い

手
育
成
を
進
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
見
え

て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
域
特
性
や
利
用
可

能
な
地
域
資
源
を
見
極
め
、
無
理
な
く
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

活
用
し
て
多
様
な
人
が
関
わ
る

場
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
担
い
手

育
成
に
取
り
組
む
に
は
、
地
域

の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら

始
め
、
地
域
住
民
と
地
域
外
の

人
々
と
を
継
続
的
に
つ
な
ぐ
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域

ご
と
の
課
題
に
丁
寧
に
向
き
合

う
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
地

域
住
民
と
地
域
の
未
来
像
を
共

有
し
、
密
接
で
継
続
的
な
関
わ

り
を
持
ち
な
が
ら
、
担
い
手
と

な
る
人
材
が
育
つ
た
め
の
環
境
を
整
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

自
主
研
究
グ
ル
ー
プ

古
舘 

真
美
（
現
青
森
県
南
部
町
）

髙
田 

慶
太
（
現
千
葉
県
君
津
市
）

篠
原
　 

潤 
 

（
長
野
県
小
海
町
よ
り
派
遣
）

松
永 

怜
朗
（
長
崎
県
よ
り
派
遣
）

石
原 

歩
美

 

（
岡
山
県
真
庭
市
よ
り
派
遣
）

岡
田 

敬
依
子

 

（
島
根
県
飯
南
町
よ
り
派
遣
）気仙沼市まち・ひと・しごと交流プラザ（PIER7）

調査地 選定理由

1 NPO法人くらしアトリエ
（島根県雲南市）

　施設「シマシマしまね」で県内19市町村のおいしいものや手づくり作品の展
示・販売やワークショップを行い、県民に県内の魅力を再発見するきっかけを
提供。県民の「シビックプライドの醸成」に取り組むことにより、地域づくりの
初めの一歩を後押している。

2 株式会社WAKUWAKUやまのうち
（長野県山ノ内町）

　若者が中心となって、観光とまちづくりの視点で魅力ある地域プロモーショ
ンを実施。山ノ内の人々や移住者が地域や世代の枠を超えて協力し、住む人た
ちが笑顔になる町を共創している。

3 一般社団法人まるオフィス
（宮城県気仙沼市）

　県外からの移住者の視点を取り入れながら、地域ぐるみで教育や移住推進な
どに取り組み、多様な人材が地域住民と共に地域の課題解決を図っている。
　2016年からは気仙沼市から委託を受けて「気仙沼市まち・ひと・しごと交流
プラザ（PIER7）」内に事務所を設置し、「気仙沼市移住・定住支援センター 
MINATO」を運営している。

4 北海道東川町
　「写真甲子園」「株主制度」「新婚姻届・新出生届」など、多種多様な事業で注
目を集めている。教育、文化、産業振興のための環境整備を戦略的に行い、関
係人口を増やしながら町内外の人と共に町づくりを行っている。

5 南郷トマト生産組合
（福島県南会津町）

　2003年から継続して移住者を受け入れ、組合員が農業手法のみならず住居
など生活基盤を支援。Ｉターン移住者を新規就農者として積極的に受け入れた
結果、多数の移住就農者を生み出した。特に、スノーボードなどのウィンター
スポーツ愛好家の就農が多いという。同町の土地柄を強みに変えている。

6 鹿児島県伊仙町
　高い合計特殊出生率を誇るとともに、長寿の町でもある。地元住民の人柄や
子育て政策などに魅力を感じて移住してきた人々が交わり、地域コミュニティ
を形成。住みやすく、子育てをしやすいまちを創っている。

表　調査地および選定理由一覧
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講
義
Ⅰ
：
関
係
人
口
を
活
用
し
た

事
例
紹
介
①

大
分
県
竹
田
市
の
後
藤
雅
人
氏
は
、「
面

白
い
ま
ち
に
す
る
『
共
犯
者
の
よ
う
な
仲

間
』
を
つ
く
る
！
」
と
題
し
、
５
０
０
人

以
上
が
移
住
し
た
実
績
を
持
つ
竹
田
市
の

移
住
政
策
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
職
員

の
異
動
が
不
可
避
で
あ
る
行
政
で
は
対
応

に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
と
移
住

希
望
者
の
間
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必

要
と
考
え
、
同
市
は
今
年
４
月
か
ら
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
集
落
支
援
員
を
配
置

し
た
中
間
支
援
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
中
間
支
援
組
織
は
移
住
支
援
だ
け
で

は
な
く
、
学
生
と
地
元
企
業
の
つ
な
が
り

を
生
み
出
す
実
践
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
取
り
組
み
や
地
域

の
成
長
に
寄
与
す
る

支
援
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。後
藤
氏
は
、

今
後
も
地
域
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、

竹
田
の
ま
ち
を
元
気

に
す
る
取
り
組
み
を

促
進
し
て
い
く
方
針

で
す
。

講
義
Ⅱ
：
関
係
人
口
を
活
用
し
た

事
例
紹
介
②

株
式
会
社
日
添
の
土
屋
望
生
氏
は
、

「
１
０
０
０
人
の
村
人
み
ん
な
を
幸
せ
に
」

と
目
標
を
掲
げ
、
熊
本
県
で
人
口
が
一
番

少
な
い
五
木
村
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
し
た
。
土
屋
氏
は
地
域
資
源

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、
日
添
と
し

て
の
立
場
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の
立
場
を
使
い
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
補
い
合
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
受
講

生
は
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
ば
か
り

に
捉
わ
れ
ず
、
少
し
で
も
地
域
に
プ
ラ
ス

と
な
る
幸
せ
づ
く
り
に
取
り
組
む
意
識
や

姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

講
義
Ⅲ
：
関
係
人
口
を
効
果
的
に

活
用
す
る
中
間
支
援
機
能

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．」
の
伊
藤
淳

司
氏
は
、
関
係
人
口
と
呼
ば
れ
る
地
域
外

の
人
材
が
地
域
で
役
割
を
持
つ
こ
と
の
重

要
性
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
地

域
内
外
と
つ
な
が
り
、高
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
「
中
間
支
援
機
能
」
が
関

係
人
口
を
効
果
的
に
活
用
す
る
鍵
だ
と
指

摘
し
ま
し
た
。
地
域
と
し
て
発
展
を
目
指

す
上
で
、
受
け
入
れ
地
域
（
自
治
体
）
が

一
方
的
に
中
間
支
援
機
能
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
意
識
し
、
外
部
人
材
と
協
働

し
て
い
く
必
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
義
ご
と
に

オ
ン
ラ
イ
ン
の
機
能
を
活
用
し
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
講
師
の

話
に
対
す
る
疑
問
点
の
共
有
や
意
見
交
換

を
行
っ
た
後
、
関
係
人
口
の
取
り
組
み
を

始
め
る
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

ま
ず
何
が
で
き
る
か
、
何
を
や
り
た
い
か

を
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
ま
し
ま
し
た
。

「
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は

ど
う
す
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
か
け
や
、

「
こ
ん
な
地
域
の
活
か
し
方
も
あ
る
の
で

は
」
と
い
う
意
見
が
出
る
な
ど
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
で
し
た
が
、
参
加
者
の
熱
気
は
実
際
の
対

面
さ
な
が
ら
！
　
各
人
が
改
め
て
地
域
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言
を
記

入
し
、
今
日
の
学
び
を
活
か
し
て
取
り
組

む
こ
と
や
そ
の
目
標
を
、
画
面
を
通
し
て

共
有
し
ま
し
た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．代
表
理
事 

 

宮
城 

治
男 

氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
． 

ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
長 

 

伊
藤 

淳
司 

氏

大
分
県
竹
田
市
商
工
観
光
課 

 

後
藤 

雅
人 

氏

株
式
会
社
日
添
取
締
役 

土
屋 

望
生 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
企
画
グ
ル
ー
プ

 

●
青
木 

大（
愛
知
県
大
府
市
か
ら
出
向
）

２
０
２
０
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
熱
意
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
新
た
な

知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」（
旧
「
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」）
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
第
１
回
は
７
月
４
日
（
土
）、「
関
係
人
口
を
活
用
し
、

地
域
に
挑
戦
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
す 

〜
『
中
間
支
援
機
能
』
の
役
割
と
意
義

に
つ
い
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
自
治

体
職
員
な
ど
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参加者によるアクション宣言

講義する後藤雅人氏

関
係
人
口
を
活
用
し
、
地
域
に
挑
戦
の

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
す 

〜
「
中
間
支
援
機
能
」
の
役
割
と
意
義
に
つ
い
て
〜
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邑
南
町
の
木
育
　

島
根
県
邑
南
町
は
平
成
28
年
度
、
日
本

グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会
（
現
芸
術
と
遊
び

創
造
協
会
）
が
展
開
す
る
「
木
育
」
の
行

動
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
の

軸
と
な
る
の
が
誕
生
祝
い
品
事
業
で
、
本

校
も
こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
平
成
27
年
度
の
「
お
お
な
ん

ド
リ
ー
ム
学
び
の
つ
ど
い
」（
※
）
で
、
当

時
の
本
校
高
等
部
１
年
生
が
「
邑
南
町
で

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
自
分
た
ち
が
作
っ

た
積
み
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
！
」
と

提
案
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
生
徒
た
ち
の
思
い
を
町
が
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
り
、
平
成
28
年
度
に
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
と
結
び
つ
き
、
平
成
29
年
４
月
よ

り
誕
生
祝
い
品
贈
呈
が
実
現
し
ま
し
た
。

誕
生
祝
い
品
（
積
み
木
）　

積
み
木
製
作
に
は
、
本
校
生
徒
だ
け
で

な
く
、
近
隣
に
あ
る
矢
上
高
校
の
美
術
部

の
生
徒
（
積
み
木
の
デ
ザ
イ
ン
、
遊
び
方

シ
ー
ト
）
や
地
元
の
製
材
業
者
（
外
箱
製

作
）、
邑
南
町
役
場
な
ど
の
多
く
の
人
の

手
が
加
わ
り
、
様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
校
が
携
わ
っ
て
い
る
積
み
木
製
作

は
、
週
２
日
、
年
間
約
３
０
０
時
間
の
作

業
学
習
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

組
み
立
て
や
磨
き
、
塗
装
な
ど
の
多
く
の

工
程
を
経
て
完
成
し
ま
す
。
製
作
し
た
積

み
木
は
、
外
部
機
関
の
検
品
を
受
け
、
基

準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
納
品
で
き
ま
せ

ん
。
生
徒
た
ち
も
そ
の
こ
と
を
十
分
わ

か
っ
て
お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
が
使
う
こ
と
を

考
え
と
て
も
丁
寧
に
製
品
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
積
み
木
贈
呈
は
、
年
間
６
回
あ
る

１
歳
６
カ
月
検
診
時
に
本
校
生
徒
が
直
接

検
診
の
場
に
出
か
け
、手
渡
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
積
み
木
に
対
す
る
自
分
た

ち
の
思
い
や
使
っ
て
も
ら
う
赤
ち
ゃ
ん
、

家
族
の
方
へ
の
思
い
も
一
緒
に
伝
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
こ
の
取
り
組
み
は
地
域
貢
献
策

と
し
て
評
価
さ
れ
、
令
和
２
年
２
月
に
独

立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ

Ｓ
）
の
「
第
３
回
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
大
賞
」
の
審

査
委
員
特
別
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
　
　

地
域
と
の
連
携
　

関
係
者
全
員
で
共
通
理
解
を
図
る
た

め
、
定
期
的
に
木
育
会
議
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
本
校
教
員
も
参
加
し
、
本

校
や
生
徒
に
つ
い
て
の
現
状
や
思
い
を
伝

え
、
各
関
係
機
関
の
ね
ら
い
な
ど
を
明
確

に
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成

講
座
へ
の
参
加
や
、
地
域
の
行
事
や
施
設

を
活
用
し
た
広
報
活
動
な
ど
、
生
徒
た
ち

の
学
習
が
豊
か
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
に
関
わ
っ
て
　

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
に
関
わ
っ
た
こ
と

は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
り
、「
積
み
木
を
渡
し
た
と

き
、
赤
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
が
う
れ
し
そ

う
な
表
情
だ
っ
た
」「
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
ろ

こ
ん
で
も
ら
う
た
め
、
丁
寧
に
積
み
木
を

作
る
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護

者
の
方
か
ら
も
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
毎

回
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
の
学
習
の
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

積
み
木
製
作
や
贈
呈
が
、
生
徒
た
ち
の

地
域
貢
献
に
対
す
る
気
持
ち
や
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
積
み
木
を
通
し

て
、
多
く
の
人
に
本
校
や
本
校
の
生
徒
た

ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
学
び
、
地
域
と
共
に
育
っ

て
い
く
生
徒
た
ち
。
今
後
も
積
み
木
を
中

心
に
し
て
、
多
く
の
方
々
と
連
携
し
な
が

ら
生
徒
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
※
）「
お
お
な
ん
ド
リ
ー
ム
学
び
の
つ
ど

い
」
邑
南
町
の
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援

学
校
の
児
童
生
徒
が
集
い
、
社
会
教
育
の

取
り
組
み
を
も
と
に
地
域
の
課
題
解
決
や

資
源
の
活
用
策
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て

て
、
自
ら
が
活
動
し
、
そ
の
有
効
性
に
つ

い
て
発
信
す
る
場

平
木
　
健
滋

―
生
徒
の
自
己
実
現
を
地
域
と
支
え
合
う
―

地
域
と
連
携
し
た
木
育
の
取
り
組
み

　
地
方
創
生
へ
〜
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

島
根
県
邑
南
町

島
根
県
立
石
見
養
護
学
校

誕生祝い品
「おおなんのつみき」
邑南町で親しまれている
オオサンショウウオをモ
チーフにしたものもある

贈呈の様子
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嬬
恋
村
は
こ
ん
な
村

私
た
ち
が
住
む
群
馬
県
嬬つ

ま

恋ご
い

村む
ら

は
、
浅

間
山
を
は
じ
め
標
高
２
０
０
０
㍍
級
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
高
原
地
帯
に
位
置
し
、

山
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
と
て
も
風
光
明め

い

媚び

な
村
で
す
。
高
地
の
気
候
を
活
か
し
た

キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
が
盛
ん
で
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
全
国
シ
ェ
ア
の
50
％
以
上
を
占
め

る
一
大
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
拠
点
で
あ
る
「
浅
間
高

原
」
は
、
昭
和
40
年
代
後
半
の
別
荘
ブ
ー

ム
に
お
よ
そ
９
０
０
０
棟
の
別
荘
が
建
て

ら
れ
、
一
大
別
荘
地
が
形
成
さ
れ
た
エ
リ

ア
で
す
。
明
確
な
行
政
区
を
指
す
の
で
は

な
く
、嬬
恋
村
の
北
東
部
を
中
心
と
し
て
、

隣
接
す
る
長
野
原
町
北
軽
井
沢
地
区
に
ま

た
が
る
広
大
な
別
荘
地
を
地
元
の
人
た
ち

は
こ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。

避
暑
の
た
め
に
夏
だ
け
過
ご
す
「
季
節

利
用
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
別
荘
地
で
す

が
、
近
年
は
新
幹
線
で
通
勤
し
な
が
ら
都

市
部
で
の
仕
事
を
継
続
す
る
方
や
、
定
年

後
に
移
住
さ
れ
る
方
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
別
荘
開
発
か
ら
50
年
以
上
が

た
ち
、
持
ち
主
の
高
齢
化
や
家
屋
の
老
朽

化
が
進
ん
だ
こ
と
で
利
用
者
が
年
々
減
少

し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
別
荘
地
域

内
の
経
済
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
衰
退

し
、活
気
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
既
存
集
落
の
住
民
と
別
荘
住
民
と

の
間
に
も
あ
ま
り
接
点
が
な
く
、
移
住
し

て
き
た
方
々
が
孤
立
し
て
寂
し
い
思
い
を

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。庭

づ
く
り
を
通
し
た
交
流

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
は
そ
の
名
の

通
り
、
自
宅
の
庭
を
来
訪
者
が
自
由
に
観

覧
で
き
る
よ
う
に
開
放
す
る
ス
タ
イ
ル
で

す
。
実
は
、
筆
者
は
村
内
で
花
屋
を
経
営

し
て
お
り
、
も
と
も
と
浅
間
高
原
に
は
素

敵
な
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
点
在
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー

ナ
ー
同
士
を
つ
な
ぐ
場
が
な
い
こ
と
を

も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
思
い
と
、
前
述
の
よ
う
な
地
域
の
課
題

を
ど
う
に
か
し
た
い
と
考
え
る
浅
間
高
原

の
移
住
者
（
ガ
ー
デ
ナ
ー
仲
間
の
１
人
）

の
思
い
が
一
致
し
て
始
ま
っ
た
の
が
「
あ

さ
ま
高
原
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
推
進
協
議

会
」
で
し
た
。

数
人
の
仲
間
と
手
探
り
状
態
で
始
め
た

会
で
し
た
が
、
設
立
か
ら
４
年
間
で
徐
々

に
仲
間
が
増
え
、
現
在
で
は
40
人
ほ
ど
の

オ
ー
ナ
ー
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
近
頃
で

は
浅
間
高
原
の
エ
リ
ア
外
か
ら
も
入
会
者

が
増
え
、
エ
リ
ア
の
垣
根
を
越
え
た
交
流

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

通
常
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
個
人
単
位

で
庭
を
巡
る
形
が
多
い
の
で
す
が
、
浅
間

高
原
は
エ
リ
ア
が
広
す
ぎ
る
た
め
、
当
会

で
バ
ス
を
用
意
し
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

ツ
ア
ー
を
催
行
し
て
い
ま
す
。
年
に
５
回

ほ
ど
の
開
催
で
、
毎
回
異
な
る
ル
ー
ト
を

巡
り
ま
す
。
地
元
住
民
だ
け
で
な
く
、
村

外
、
県
外
か
ら
も
集
ま
っ
た
花
好
き
が
乗

り
合
わ
せ
、
一
日
か
け
て
庭
を
巡
る
楽
し

い
大
人
の
遠
足
で
す
。
ラ
ン
チ
を
地
元
の

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
お
願
い
し

て
、
毎
回
違
う
食
事
を
と
る
と
こ
ろ
も
好

評
で
す
。
地
元
の
方
で
も
行
っ
た
こ
と
の

な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
は
意
外
と
あ
り
、
新
し

い
発
見
の
手
助
け
が
で
き
て
い
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
！

―
あ
さ
ま
高
原
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
推
進
事
業
―

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
群
馬
県
嬬
恋
村
）

篠
原
　
陽
子

あ
さ
ま
高
原
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
推
進
協
議
会
会
長

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の

柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進

支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す

る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
、
令
和
元
年
度
に

同
事
業
を
活
用
し
た
「
あ
さ
ま
高
原
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
推
進
協
議
会
」
の
取
り
組
み

を
、
同
協
議
会
会
長
の
篠
原
陽
子
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 
（
企
画
グ
ル
ー
プ
）
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ツ
ア
ー
を
通
じ
て
友
達
に
な
っ
た
と
い

う
方
も
多
く
、
徐
々
に
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
仲
間
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

広
が
る
活
動

ほ
か
に
も
、
住
民
同
士
の
交
流
に
つ
な

が
る
よ
う
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

浅
間
高
原
は
標
高
８
０
０
〜
１
０
０
０

㍍
の
寒
冷
地
で
、か
つ
浅
間
山
（
活
火
山
）

が
近
い
た
め
酸
性
土
壌
で
あ
っ
た
り
と
、

通
常
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
知
識
が
あ
て
は

ま
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
経
験
者
の
意
見
や
参
考
と
な
る
事

例
を
求
め
て
い
る
移
住
者
も
多
く
、
顔
を

合
わ
せ
れ
ば
熱
心
な
質
問
が
飛
び
交
い
ま

す
。
育
て
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
庭
の
施
工

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す

し
、
参
考
に
な
る
庭
や
オ
ー
ナ
ー
を
紹
介

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
別
荘
に

常
住
で
き
な
い
オ
ー
ナ
ー
の
た
め
に
、
草

む
し
り
大
好
き
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
庭

の
世
話
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
限
ら
ず
、
持
ち
寄
っ

た
雑
貨
な
ど
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

な
分
野
を
生
か
し
て
、
毎
月
寄
せ
植
え
や

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
な

ど
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
を
開
催
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
別
荘
地
域
に
は
こ
の

よ
う
な
催
し
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
通
し
て
の 

移
住
促
進

最
近
で
は
都
市
部
や
県
外
な
ど
他
地
域

か
ら
の
参
加
者
も
増
え
、
中
に
は
移
住
に

興
味
を
持
つ
方
、
真
剣
に
考
え
て
い
る
方

も
い
ま
す
。
都
市
部
で
生
活
さ
れ
た
方
に

は
庭
づ
く
り
や
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
何

よ
り
の
魅
力
の
よ
う
で
す
。
実
際
に
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
目
的
で
移
住
さ
れ
た
方
も
い
ま

し
た
。

そ
の
と
き
に
、
私
た
ち
が
ガ
ー
デ
ナ
ー

仲
間
と
し
て
手
助
け
で
き
れ
ば
、
よ
り
よ

い
交
流
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
成
果
が
披
露
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
ツ
ア
ー
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
良

い
刺
激
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
あ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
中
止
し
ま
し
た
。

以
前
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
宿
泊
付
き

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
ツ
ア
ー
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
同
様
に
実
施
が
困
難
な
状
況
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
後
に
皆
さ
ま
を
お

招
き
で
き
る
よ
う
準
備
し
つ
つ
、
今
後
は

新
し
い
生
活
様
式
に
則
っ
た
催
し
が
で
き

る
よ
う
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

当
会
で
は
、
助
成
金
に
よ
っ
て
念
願
の

小
冊
子
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
協
議
会
に
参
加
す
る

庭
の
紹
介
冊
子
で
、
簡
単
な
地
図
と
庭
の

見
ど
こ
ろ
、
訪
問
方
法
な
ど
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
会
員
の
増
減
に
も
簡
単
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
ま
た
個
人
情
報
に
も
気
を

配
っ
て
作
成
し
、
誇
れ
る
小
冊
子
と
な
り

ま
し
た
。
個
別
の
訪
問
時
に
活
用
し
て
も

ら
え
る
た
め
、
今
年
の
よ
う
に
ツ
ア
ー
が

実
施
で
き
な
い
年
で
あ
っ
て
も
当
会
の

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
紹
介
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（@

asam
a 

garden

）
を
活
用
し
た
情
報
発
信
も
し

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
ツ
ア
ー
の
様
子
や

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
お
知
ら
せ
を
発
信
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
「
ネ
ッ
ト

で
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
と
称
し
、
毎
日

メ
ン
バ
ー
の
庭
写
真
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
メ
ン
バ
ー
自
慢
の
庭
を
多

く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
浅
間
高

原
の
空
気
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

外
出
や
イ
ベ
ン
ト
が
自
粛
さ
れ
る

今
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
作
り
出
す

こ
と
が
で
き
た
活
気
や
交
流
の
輪
が

絶
え
な
い
よ
う
活
動
方
法
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
浅
間
高
原
や
嬬
恋
村
を

気
に
入
っ
て
く
れ
る
方
が
一
人
で
も

多
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

会員の庭に設置される共通看板

協議会のメンバー

毎月開催するカルチャー教室

オープンガーデンツアー
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地域
TOPICS
トピックス

１
９
０
万
人
が
訪
れ
る

プ
レ
イ
ス
の
魅
力

「
ひ
と
・
ま
ち
・
情
報
創
造
館
　
武
蔵

野
プ
レ
イ
ス
」（
以
下
「
プ
レ
イ
ス
」）
は
、

東
京
都
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
武
蔵
野

市
に
あ
り
ま
す
。
図
書
館
機
能
を
は
じ
め

「
生
涯
学
習
支
援
」「
市
民
活
動
支
援
」「
青

少
年
活
動
支
援
」
の
四
つ
の
機
能
を
併
せ

持
っ
た
複
合
機
能
施
設
（
地
上
４
階
地
下

２
階
）
と
し
て
、
２
０
１
１
年
７
月
９
日

に
開
館
し
ま
し
た
。
同
市
は
人
口
約
14
万

７
０
０
０
人（
２
０
２
０
年
４
月
現
在
）で
、

市
内
を
東
西
に
貫
通
す
る
Ｊ
Ｒ
中
央
線
に

沿
っ
て
３
駅
圏
に
分
か
れ
、
そ
の
駅
圏
ご

と
に
市
立
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
プ
レ
イ

ス
が
あ
る
の
は
、
市
の
西
部
、
文
教
施
設

と
中
核
病
院
が
あ
る
武
蔵
境
駅
圏
で
す
。

市
全
体
の
蔵
書
は
約
90
万
冊
で
、
そ
の
う

ち
約
18
万
冊
が
プ
レ
イ
ス
に
あ
り
ま
す
。

人
や
活
動
が

緩
や
か
に
つ
な
が
る
仕
掛
け

年
間
約
１
９
０
万
人
が
来
館
す
る
プ
レ

イ
ス
の
魅
力
は
、
駅
前
と
い
う
好
立
地
や

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、

▽
午
後
10
時
ま
で
開
館
し
て
い
る
▽
訪
れ

る
人
を
限
定
せ
ず
、
ど
ん
な
人
で
も
受
け

入
れ
て
い
る
▽
多
様
な
機
能
と
居
場
所
が

あ
り
、
そ
れ
ら
が
緩
や
か
に
つ
な
が
り
多

様
な
使
い
方
が
で
き
る
―
こ
と
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
民
に
と
っ
て
は
、
職

場
や
学
校
か
ら
離
れ
て
く
つ
ろ
ぎ
や
楽
し

さ
を
得
ら
れ
る
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
と

い
え
ま
す
。

隣
接
の
「
境
南
ふ
れ
あ
い
広
場
公
園
」

か
ら
眺
め
る
プ
レ
イ
ス
は
、
白
く
て
丸
っ

こ
く
て
愛
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
館
内
に
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
１
階

は
大
空
間
の
「
パ
ー
ク
ラ
ウ
ン
ジ
」。
フ

ロ
ア
の
真
ん
中
に
は
飲
み
物
や
軽
食
を
提

供
す
る
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
囲

む
よ
う
に
約
６
０
０
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
と

30
紙
の
新
聞
が
閲
覧
で
き
る
マ
ガ
ジ
ン
ラ

ウ
ン
ジ
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
高
年

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
人
た

ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
冊
子
を
求
め

て
館
内
を
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
（
回
遊
）
す
る

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

館
内
も
、
外
観
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
ま
ま

に
白
い
部
屋
が
い
く
つ
も
連
続
し
た
造
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
を
つ
な
ぐ
た
め

だ
け
の
廊
下
や
間
仕
切
り
は
な
く
、
丸
み

を
帯
び
た
「
ル
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
ユ
ニ

ッ
ト
が
数
珠
つ
な
ぎ
に
な
っ
た
構
造
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ひ
と
つ
の
部
屋
と
し
て
の
機

能
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
隣
接
す
る
ル
ー

ム
を
自
然
に
意
識
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や

活
動
が
緩
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

他
に
も
、
フ
ロ
ア
と
フ
ロ
ア
を
つ
な
ぐ

ら
せ
ん
階
段
、
各
所
に
設
け
ら
れ
た
吹
き

抜
け
、
透
明
や
半
透
明
の
扉
（
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
ス
ケ
ル
ト
ン
）
な
ど
、
外
と
の
つ

な
が
り
を
自
然
に
感
じ
さ
せ
る
仕
掛
け
が

あ
り
ま
す
。

青
少
年
に
寄
り
添
う
フ
ロ
ア

プ
レ
イ
ス
に
は
、
青
少
年
た
ち
し
か
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
「
テ
ィ
ー
ン
ズ
ス
タ

ジ
オ
」
が
地
下
２
階
に
あ
り
ま
す
。
19
歳

以
下
な
ら
自
由
に
過
ご
せ
る
ラ
ウ
ン
ジ
形

式
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
、
ス
タ
ッ
フ
も

常
駐
し
て
い
ま
す
。
勉
強
や
図
書
館
の
本

を
持
ち
込
ん
で
読
ん
だ
り
、
友
だ
ち
と
卓

上
ゲ
ー
ム
や
テ
ー
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ

た
り
、
時
に
は
常
駐
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

卓
球
を
し
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
家

族
の
こ
と
を
相
談
し
た
り
。
必
要
な
場
所

を
必
要
な
明
る
さ
で
照
ら
す
「
タ
ス
ク
＆

ア
ン
ビ
エ
ン
ト
照
明
」
の
も
と
、
多
く
の

青
少
年
た
ち
が
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
同
じ
階
に
は
、
芸
術
系
や
青
少
年

向
け
図
書
を
集
め
た
「
ア
ー
ト
＆
テ
ィ
ー

ン
ズ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
も
あ
り
ま
す
。

平
之
内　

智
生

公
益
財
団
法
人
武
蔵
野
生
涯
学
習
振
興
事
業
団

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
館
長

―
「
新
生
活
」
の
中
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
―

気
づ
き
か
ら
始
ま
る「
ア
ク
シ
ョ
ン
の
連
鎖
」

境南ふれあい広場公園

東京都武蔵野市
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ま
た
、「
こ
ど
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
あ

る
地
上
２
階
に
は
、
料
理
や
健
康
、
子
育

て
と
い
っ
た
生
活
関
連
の
「
テ
ー
マ
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
が
あ
り
、
子
ど
も
と
一
緒
に

来
館
し
た
親
が
ま
ち
の
書
店
に
い
る
感
覚

で
本
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
下
２
階
か
ら
地
上
２

階
ま
で
は
フ
ロ
ア
ご
と
に
図
書
配
置
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
変
え
て
お
り
、
一
般
的
な
図

書
分
類
の
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
地
下

１
階
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

プ
レ
イ
ス
は
、
吹
き
抜
け
や
ス
ケ
ル
ト

ン
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
館
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
音
や
カ
フ
ェ
の
香
り
を
ほ
の
か
に

感
じ
さ
せ
る
空
間
を
生
み
出
し
、
来
館
者

に
居
心
地
の
良
い
雰
囲
気
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
従
来
の
静
か
な
空
間
を

求
め
る
人
に
は
静
寂
な
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
地
下
に
い
て
も
吹
き
抜
け
を
通
し

て
外
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
特

定
の
目
的
を
持
っ
て
来
館
し
た
人
に
そ
の

「
目
的
」
以
外
の
何
か
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

で
、「
気
づ
き
」
か
ら
始
ま
る
「
ア
ク
シ
ョ

ン
の
連
鎖
」
が
起
こ
る
場
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
第
５
の
機
能
」
と
し
て
の
カ
フ
ェ

プ
レ
イ
ス
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
カ
フ
ェ
の
存
在
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の

ほ
の
か
な
香
り
を
感
じ
な
が
ら
の
読
書
や

お
し
ゃ
べ
り
。
こ
こ
に
は
図
書
館
の
本
の

持
ち
込
み
が
で
き
、
午
後
５
時
以
降
は
ワ

イ
ン
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
も
提
供
し
て
い

ま
す
。
本
・
映
画
好
き
が
集
ま
っ
て
紹
介

し
合
う
「
武
蔵
野
ト
ー
キ
ン
グ
・
ア
バ
ウ

ト
」
や
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
英
語
で
語

り
合
う
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
イ
ト
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
利
用
者

同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
つ
な
ぐ
、
ま
さ
に
プ

レ
イ
ス
「
第
５
の
機
能
」
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

日
本
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
の
日
常
を
な
か

な
か
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
プ
レ
イ
ス
も
３
カ

月
の
休
館
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
は
感
染
症

対
策
を
十
分
に
行

っ
た
上
で
段
階
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
再

開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
長
所

が
短
所
に
な
る
よ

う
な
新
し
い
生
活

様
式
の
中
で
、
プ

レ
イ
ス
が
ま
た
、

地
域
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
の
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
と
な
れ

る
よ
う
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地下 2階のティーンズスタジオ（スタジオラウンジ青少年）

1階のマガジンラウンジ

1階のカフェ
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水産業 DX化で漁村再生
― ICT活用し地域社会を持続可能に―

富
士
通
が
目
指
す
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ネ
ス

富
士
通
株
式
会
社（
以
下「
当
社
」）は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
で
す
。

昨
今
の
世
界
で
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
や

技
術
革
新
に
よ
っ
て
暮
ら
し
も
社
会
も
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
当

社
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
枠
を
超
え
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
新
し
い
価
値
を
創
造
す

る
Ｄ
Ｘ
（
※
）
を
牽け

ん

引い
ん

し
、
豊
か
な
未
来

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
我
々
は
持
続
可
能
で
よ
り
豊
か

な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、
陸
上

養
殖
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
背
景
と
し
て
、
世
界
的
に
水
産
業

の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
水

産
業
は
比
較
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
未
整
備
で
Ｄ
Ｘ

か
ら
遠
い
業
種
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w
.fujitsu.

com
/jp/solutions/industry/public-

sector/fi shtech/

）。

（
※
）
Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（D

igital T
ransform

ation
）

の
略
。
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い

変
化
に
対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
基
に
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
変
革
す
る
と

と
も
に
、
業
務

そ
の
も
の
や
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、
企
業
文
化・

風
土
を
変
革
し
て
競
争
上
の
優
位
性
を
確

立
し
、
企
業
と
し
て
安
定
し
た
収
益
を
得

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

神
恵
内
村
で
の
取
り
組
み

神か
も

恵え

内な
い

村
は
北
海
道
・
積
丹
半
島
の
西

側
中
央
部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
漁
業
を

中
心
に
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
人
口
は

８
２
４
人
（
２
０
２
０
年
６
月
末
）
で
、

道
内
で
は
一
番
小
さ
な
漁
村
で
す
。
か
つ

て
は
ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
、
大
正
元
年
に
は

全
道
一
の
水
揚
げ
を
記
録
す
る
な
ど
歴
史

あ
る
漁
師
町
で
す
。

昨
今
で
は
、
ニ
シ
ン
・
サ
ケ
・
マ
ス
な

ど
の
減
少
に
よ
る
機
船
漁
業
の
衰
退
に
加

え
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
浅
海

漁
業
も
乱
獲
や
密
漁
に
よ
り
厳
し
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
磯
焼
け
の
進
行
や

海
の
貧
栄
養
化
な
ど
に
よ
っ
て
資
源
も
減

少
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不

足
や
生
産
性
の
低
下
も
あ
り
、
漁
業
者
は

厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
お
け
る
海

産
物
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
、
中
国
を

は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
消
費
市
場
の
需
要

が
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
１
年
を
通
じ
て

安
定
供
給
で
き
る
養
殖
技
術
の
確
立
と
と

も
に
安
定
的
に
利
益
を
創
出
す
る
ブ
ラ
ン

ド
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ウ

ニ
と
ナ
マ
コ
の
陸
上
養
殖
と
い
う
新
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
、
当
社
の
「Fishtech

養
殖
管

理
」が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
仕
組
み
は
、
飼
育
者
が
モ
バ
イ
ル

端
末
を
通
じ
て
、
日
々
の
業
務
を
ク
ラ
ウ

ド
環
境
へ
登
録
し
、
給
餌
や
出
荷
情
報
の

富士通ＪＡＰＡＮビジネスグループ
ビジネスクリエーション統括部
政策連動ビジネス推進部

武野　竜也

富士通株式会社まちづくりコラボ

ICTで進化する水産業
FUJITSU Fishtech®

北海道神恵内村 富士通のコンセプト（Fishtech）
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可
視
化
と
蓄
積
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

水
槽
の
中
に
セ
ン
サ
ー
と
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
水
の
温
度
や
濁
度
、
塩
分
濃
度
の
セ

ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
と
映
像
も
ク
ラ
ウ
ド
環

境
に
集
約
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
飼
育

者
が
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
情
報
と
、
水
槽
の

中
の
情
報
の
見
え
る
化
が
実
現
し
、
大
き

な
成
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
番
の
成
果
は
、
業
務
効
率
・
低
コ
ス

ト
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
年
商
５
億

円
規
模
の
新
産
業
を
創
出
し
、
漁
業
者
の

所
得
が
10
％
向
上
す
る
な
ど
、
地
方
創
生

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
で
き
た
こ
と

で
す
。
養
殖
現
場
で
は
、
大
幅
な
生
産
性

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
村
の
持
つ

育
成
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
整
理
し
、
経
験

や
勘
に
頼
っ
て
い
た
作
業
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
実
績
を
シ
ェ

ア
す
る
こ
と
に
よ
り
業
務
の
省
力
化
と
効

率
的
な
飼
育
員
の
作
業
配
分
も
実
現
し
ま

し
た
。結
果
と
し
て
、生
産
性
は
30
％
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

相
乗
効
果
と
し
て
、
地
域
の
知
名
度
や

イ
メ
ー
ジ
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア

な
ど
へ
の
露
出
に
よ
り
視
察
が
４
０
０
％

増
加
し
、
延
べ
２
０
０
人
の
視
察
希
望
者

が
来
村
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
関
係

人
口
も
増
加
し
、
取
り
組
み
前
と
比
較
し

て
２
８
０
人
（
居
住
人
口
の
33
％
に
相
当
）

増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
廃
棄
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
規
格

外
の
白
菜
約
２
㌧
を
ウ
ニ
の
餌
に
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
農
業
に
お
け
る

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
成
果
に
つ
な
が
っ

た
要
因
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
村

長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。
二
つ
目

は
村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
役
場

職
員
が
横
串
で
連
携
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
積
極
的
に
関
与
し
た
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
３
点
目
は
地
元
企
業
に
よ
る
外
部

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
巻
き
込
み
（「
産

官
学
金
言
」
連
携
）
で
す
。
こ
れ
ら
の
要

因
が
一
つ
で
も
欠
け
れ
ば
、
実
現
は
困
難

だ
っ
た
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
向
け
た
活
動

地
域
の
主
産
業
が
一
次
産
業
で
あ
る
自

治
体
は
ま
だ
多
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

主
産
業
を
土
台
と
し
て
他
の
産
業
が
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
主
産
業

の
Ｄ
Ｘ
化
が
寄
与
し
て
持
続
可
能
と
な
れ

ば
、
地
域
社
会
全
体
が
復
興
し
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

我
々
が
実
施
し
た
神
恵
内
村
で
の
取
り

組
み
は
、
ま
さ
に
神
恵
内
村
の
主
産
業
の

Ｄ
Ｘ
化
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
結
果
と
し

て
、
総
務
省
が
主
催
す
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
地
域

活
性
化
大
賞
２
０
２
０
」
で
奨
励
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
必
要
性
、
事
業
の
継
続
性
・
発
展

性
、
費
用
対
効
果
、
規
模
の
拡
大
性
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
（
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：htt

ps://w
w
w
.

soum
u.go.jp/

m
enu_new

s/
s-new

s/01ryu
tsu06_02000
240.htm

l

）。

そ
し
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ

ン
振
興
会
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
だ
け
で

な
く
取
り
組
み
自
体
も
評
価
さ
れ
「
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
国
際
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
協

議
会
か
ら
は
、
老
若
男
女
が
使
え
る
デ
ザ

イ
ン
性
が
評
価
さ
れ
「
Ｉ
Ａ
Ｕ
Ｄ
国
際
デ

ザ
イ
ン
賞
２
０
１
９
」
で
銅
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
社
会
の
関
心
も
大
き
く
な
り
、

今
後
は
様
々
な
業
態
で
の
実
証
を
通
し
て

機
能
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
実
現
に
は

産
官
学
金
言
連
携
の
ス
キ
ー
ム
構
築
が
必

須
で
、
当
社
以
外
の
各
専
門
企
業
と
の
連

携
確
立
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
長
期
的
に

は
こ
の
成
功
モ
デ
ル
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
養
殖
対
象
魚
種
の
拡
大

や
、
畜
産
な
ど
他
業
種
へ
の
応
用
も
視
野

に
入
れ
、「
食
」
全
体
の
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

我
々
の
水
産
業
へ
の
取
り
組
み
は
、
地

方
創
生
に
貢
献
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
成
功
に
は
現
場
で
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
を
持
っ
て
推
進
す
る
キ
ー
マ
ン
の

存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
各
地
域
の
自
治

体
や
地
元
企
業
の
協
力
な
し
に
は
成
功
し

得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
水
産
業
の
Ｄ

Ｘ
化
に
よ
る
課
題
解
決
や
新
産
業
創
出
な

ど
の
地
方
創
生
ア
ク
シ
ョ
ン
に
、
我
々
と

一
緒
に
挑
ん
で
も
ら
え
る
方
々
か
ら
の
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「ICT 地域活性化大賞
2020」受賞案件の発表

実証実験での集合写真 神恵内村で利用されている Fishtech 養殖管理
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広報室
だより

全
国
の
地
方
自
治
体
を
会
員
に
持
ち
、

地
域
社
会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
、
全
国
47
都
道

府
県
に
拠
点
を
有
し
、
こ
れ
ま
で
も
地
域

を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
に

関
わ
っ
て
き
た
東
武
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
ズ
。
地
域
活
性
化
に

向
け
た
両
者
の
強
い
思
い
が

結
実
し
、
新
会
社
の
設
立
に

至
り
ま
し
た
。 

新
会
社
で
は
、
多
く
の
地

方
自
治
体
が
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
地
方
創
生
に

取
り
組
む
自
治
体
と
、
地
域

へ
の
貢
献
や
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
を
検
討
し
て

い
る
企
業
と
を
結
び
つ
け
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割

を
担
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

新
会
社
の
会
長
を
務
め
る

の
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
椎
川
忍
理
事
長
。
ま

た
、
取
締
役
社
長
に
は
東
武

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
社
長
執
行
役
員
の
坂
巻

伸
昭
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

椎
川
会
長
は
、「
こ
の
企
業
が
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
社
会
的
企
業
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。仮
に
利
益
が
出
た
場
合
に
は
、

さ
ら
に
こ
れ
を
地
域
社
会
が
、
活
性
化
す

る
事
業
に
再
投
資
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
。
こ
の
重
要
な
２
点
に
お
い
て
合
意
が

図
ら
れ
た
た
め
に
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
初
め
て
、
合
弁
会
社
設
立

に
至
っ
た
」
と
説
明
。

坂
巻
社
長
は
、「
い
か
に
地
方
が
元
気

に
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
以
前
か
ら
着
目

し
て
い
た
。
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
は
全

都
道
府
県
に
支
店
を
も
っ
て
お
り
、ま
た
、

法
人
に
対
す
る
旅
行
営
業
が
会
社
の
強
み

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
地
域
と

企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
架
け
橋
と
し

て
果
た
す
役
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
深

め
、
地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も
力
を
注

ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と

意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
国
が
認
定

し
た
地
方
自
治
体
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
企
業
が
寄
付
を
行
う
と
、
法

人
関
係
税
か
ら
税
額
控
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。
地
方
自
治
体
に
は
、
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
、
企
業
と
の
新
た
な
連
携
が
生
ま
れ
ま

す
。
企
業
に
と
っ
て
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
社
会

貢
献
）活
動
へ
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、

地
域
と
連
携
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

の
機
会
に
も
な
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
た
地
方
自
治
体

は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
の
４
年
間
で
計

４
２
８
団
体
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
税
額
控
除
が
拡
大
さ
れ
た
２
０
２
０

年
度
は
大
幅
に
増
え
、
５
６
１
団
体
が
制

度
活
用
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
会
社
概
要
】 

１
． 

会
社
名 

株
式
会
社
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト 

２
．
設
立 

２
０
２
０
年
７
月 

３
．
代
表
者 

取
締
役
社
長  

坂
巻 

伸
昭 

４
． 

資
本
金 

１
５
０
万
円 

（
東
武
ト
ッ

プ
ツ
ア
ー
ズ
６
割
、
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
４
割
）

５
．
主
な
事
業
内
容 

・ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
企
画
、

提
案
、
支
援
、
広
告
お
よ
び
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ 

・ 

右
記
事
業
に
か
か
る
地
方
自
治
体
と
企

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス 

・ 

地
域
に
貢
献
す
る
事
業
の
企
画
、
提
案

お
よ
び
投
資

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
柏
木 

俊
哉

 

（
鹿
児
島
県
霧
島
市
よ
り
派
遣
） 

右から２人目が椎川忍会長、左隣りが坂巻伸昭社長

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
は
７
月
13
日

に
記
者
会
見
し
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
企
画
、
提
案
、
支
援
、
広
告
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
共
同
事
業
を
行
う
「
株
式
会
社
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
」
を
設
立
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。 

―
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
―

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
」を
設
立
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未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
続
け
、
今
や
国
難
と
な
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
、
大
都
市
圏
を
中
心
に

新
規
感
染
者
が
再
び
急
増
す
る
な
ど
、
第
２
波
の
入
口
と
も
言
え

る
新
た
な
局
面
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
の
あ

り
よ
う
が
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。今
で
は
、ウ
ィ

ズ
（
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
）
コ
ロ
ナ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ

と
の
共
存
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
世
の
中
へ
と
変
わ
り
、
本
来
、

人
と
人
と
の
交
流
や
現
地
に
赴
く
こ
と
が
主
流
だ
っ
た
企
業
活
動

や
教
育
現
場
で
の
学
び
な
ど
は
、
単
に
人
と
会
う
こ
と
さ
え
も
制

限
さ
れ
た
現
状
で
は
、
他
の
形
で
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
全
般
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
技
術
を
駆
使
し
た
新
た
な
社
会
の
仕
組
み
が
日
常
化
し
、
時
間

や
場
所
を
有
効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
が
浸
透
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
達
の
教
育
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
を
活
用
し
た
新
た

な
学
習
様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。

私
は
、
市
職
員
時
代
、
長
ら
く
情
報
政
策
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
約
20
年
前
、
職
員
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
を
強
力
に

推
進
す
る
な
ど
、
い
ち
早
く
世
界
中
か
ら
情
報
を
入
手
し
、
分
析

し
、
効
率
的
に
市
の
施
策
に
生
か
し
、
地
方
に
居
な
が
ら
に
し
て
、

全
国
の
自
治
体
と
わ
た
り
あ
え
る
環
境
整
備
を
私
が
先
頭
に
立
っ

て
進
め
て
き
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
　
５
・
０
」
と
い

う
新
た
な
時
代
に
生
き
る
子
ど
も
達
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術

を
活
用
し
た
全
国
の
他
の
地
域
に
負
け
ず
と
も
劣
ら
な
い
教
育
環

境
の
充
実
は
、
今
最
も
求
め
ら
れ
る
大
人
の
役
割
で
は
な
い
か
と

常
々
感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
２
度
に
わ
た
る
約

２
カ
月
間
の
臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
子
ど
も
達
の
学
習
状

況
に
遅
れ
が
出
な
い
か
、
非
常
に
心
を
痛
め
て
い
た
な
か
、
国
が

進
め
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
」
へ
の
参
画
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
時
代
に
生
き
る
本
市
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
大
き
な
転
機
に
な
る
も
の
と
強
い
想
い
を

持
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
輝
か
し
い

未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
小
中
学
生
「
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
」
の
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
・
人
材
の
一
体
的
な
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
と
、
重
要
な
の
は
、
ハ
ー
ド
を
効
果
的
に
運
用
す
る

た
め
の
ソ
フ
ト
面
、
そ
し
て
人
材
で
す
。
こ
こ
に
本
市
は
二
つ
の

強
み
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
昨
年
度
か
ら
市
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
全
国
に
先
駆

け
市
内
全
て
の
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
計
画
的
に
実
施
で
き
る

下
地
が
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
私
は
市
長
就
任
以
来
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
の
誘
致
に
最
も

力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
実
現
し
て
き
て
お
り
、
誘
致
し
た
企
業
が

持
つ
特
色
あ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
端
末
に
組
み
込
む
な
ど
、
若

者
や
女
性
の
定
住
促
進
に
向
け
た
企
業
誘
致
と
い
う
施
策
を
教
育

環
境
の
充
実
に
も
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
支
え
る
人
材
が
い
る
こ
と
で
す
。

先
に
述
べ
た
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
私
が
こ
の
構
想
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
表
明
し
た
と
こ
ろ
、
小
中
学
校
の
教
職
員
に
よ
る
「
Ｉ

Ｇ
Ｃ（
Ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
Ｃ
ｉ
ｒ
ｃ
ｌ
ｅ
）」

と
い
う
自
主
的
な
研
究
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
個
々
の
能
力
・
適
性
に

応
じ
た
時
間
や
場
所
を
選
ば
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
等
の
あ
り

方
、
不
登
校
を
は
じ
め
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
学
び
を
保

障
す
る
手
法
な
ど
、
い
わ
ば
教
育
の
情
報
化
に
魂
を
吹
き
込
む
現

場
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら

議
論
さ
れ
、
教
育
の
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
お
り
、
人

材
の
育
成
と
体
制
づ
く
り
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実
践
、
教

育
委
員
会
を
は
じ
め
、教
職
員
の
子
ど
も
達
に
対
す
る
愛
情
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
が
本
市
独
自
の
強
み
と
な
り
、
オ
ー
ル
伊
万
里

で
完
結
す
る
体
制
が
整
っ
た
こ
の
機
に
、「
伊
万
里
市
版
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
全
国
に
発
信
さ
れ
る
よ
う
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た
感
染
症
対
策
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
先
進
的
な
「
新
し
い
学
習
様
式
」
と
し
て
伊
万
里
モ
デ

ル
を
確
立
さ
せ
、「
世
界
へ
！
未
来
へ
！
羽
ば
た
く
伊
万
里
っ
子
」

の
育
成
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐賀県伊万里市長 深浦　弘信

ピンチをチャンスに変える
「伊万里市版GIGAスクール」
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表
紙

家
族
で
楽
し
む
ぶ
ど
う
狩
り

ぶどうの旬は8～10月

特　集 新しい広報・プロモーション戦略

レギュラーリポート

2 最強の地方創生デジタルマーケティング 谷中修吾（BBT大学 経営学部グローバル経営学科　学科長・教授
慶應義塾大学SFC研究所「地域デザイン・ラボ」　総合プロデューサー）

6 群馬県渋川市 SNS を活用した新しい戦略 関口征治

8 兵庫県神戸市 民間企業とのコラボで広報活動 山下勢渡

10 大分県 「アマビエ×シンフロ」で終息祈願 久井田千晴

12 「新しい広報」は視点と感性から生まれる 及川卓也（株式会社マガジンハウス　クロスメディア事業局長
マガジンハウスクリエイティブスタジオ／コロカル事業部／事業開発部）

基調論文

副基調論文

自主研究
多様な人材と取り組む地域づくり
2020年度 地方創生セミナー
関係人口を活用し、
地域に挑戦のエコシステムを生み出す 

地方創生へ―ウッドスタート宣言　島根県邑南町
地域と連携した木育の取り組み 平木健滋

移住・定住・交流推進支援事業　群馬県嬬恋村
オープンガーデンで交流しましょう！ 篠原陽子

地域トピックス　東京都武蔵野市
気づきから始まる「アクションの連鎖」 平之内智生

まちづくりコラボ　富士通株式会社
水産業 DX化で漁村再生 武野竜也

広報室だより
「企業版ふるさと納税マッチングサポート」を設立
パンフレット・動画 地域PR作品募集

首長の思い

ピンチをチャンスに変える
「伊万里市版GIGAスクール」
 深浦弘信（佐賀県伊万里市長）

●千葉県流山市 街対抗で競うシビックパワーバトル 河尻和佳子
●神奈川県横浜市 医療の視点プロジェクト 大山紘平
●長野県茅野市 ロマンチックな出会いを応援 髙橋慶樹
●山梨県小菅村 「源流」にこだわった村づくり 守重裕和
●愛知県岡崎市 土着ユーチューバーと自治体の蜜月 担当 T
●京都府福知山市 紆余曲折の「本能寺の変」 宇都宮萌
●岡山県真庭市 ごみのPRから、まちのPRへ 藤田浩史
●愛媛県松山市 官民連携で温泉地ににぎわいを 松山市産業経済部道後温泉事務所
●鹿児島県錦江町 「はさんじゃうぞ！」でつながるシナジー 時吉健二

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】
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20

22

24

26

27

28

9２０２０-

1 巻頭エッセー／「個性・交流・安心」の実現に向けて 谷本正憲（ 石川県知事）

  グラビア

表3 手前みそですが… 【秋田県大館市】

（
山
梨
県
）

東
京
都
心
か
ら
電
車
・
車
で
約
90
分
と
ア
ク
セ
ス
が

よ
く
、「
日
帰
り
で
子
ど
も
と
気
軽
に
お
出
か
け
で
き

る
」
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
山
梨
県
は
、
ぶ

ど
う
の
収
穫
量
が
日
本
一
で
す
。

ぶ
ど
う
は
８
〜
10
月
が
旬
。
山
梨
で
生
産
さ
れ
て
い

る
品
種
は「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」「
巨
峰
」「
甲
斐
路
」「
ピ
オ
ー

ネ
」「
甲
州
」
な
ど
大
変
豊
富
で
、
最
近
で
は
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
が
大
人
気
で
す
。
お
い
し
い
ぶ
ど

う
を
見
極
め
る
に
は
、
色
と
実
を
チ
ェ
ッ
ク
！
　
ぶ
ど

う
本
来
の
色
が
し
っ
か
り
出
て
い
て
、
ハ
リ
の
あ
る
実

が
ベ
ス
ト
で
す
。

保
存
は
常
温
で
。
そ
し
て
、
食
べ
る
前
に
１
時
間
ほ

ど
冷
や
す
と
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
粒
単

位
で
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
場
合
は
、
実
に
軸
を
少
し
残

し
て
切
っ
た
方
が
、
実
が
傷
ま
ず
に
長
持
ち
し
ま
す
。

ぶ
ど
う
狩
り
に
行
く
と
き
は
、
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
土

の
上
で
も
歩
き
や
す
い
靴
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

虫
除
け
ス
プ
レ
ー
が
あ
る
と
安
心
で
す
。

園
を
調
べ
る
に
は
「
観
光
果
実
園
ネ
ッ
ト
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
や
フ
ル
ー
ツ
の
種
類
で
園
を
検

索
で
き
て
便
利
で
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
（
公
社
）
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構

（
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
７
２
２
）

（
写
真
提
供
＝
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
）

大館市

秋
田
県

259

大館市は秋田県の北東部に位置
し、秋田・青森・岩手の北東

北３県の「交通の要衝の地」です。
豊かな自然に囲まれ、面積の７割が
森林であり、「秋田杉」の美林と世
界遺産・白神山地の東端属系である
県立自然公園「田代岳」を有しま
す。また、大館市内を東から西へ流
れる長木川は四十八滝や夫婦岩など
の名所があり、新緑や紅葉の季節はさらに見応えがあります。
東京・渋谷駅前の有名な「忠犬ハチ公」をはじめ、世界的な人気を誇る「秋田犬」のふ

るさとであることから、それらの文化に触れられる場所が多くあります。また、郷土料理
「きりたんぽ」や日本三大地鶏「比内地鶏」の本場でもあり、イベントや飲食店にて食文化
を存分に堪能することができます。
江戸時代から続く「大館曲げわっぱ」は、秋田杉を材料に、豊かな木肌の風合いと美し

い柾
まさ

目
め

が特徴的な伝統的工芸品です。きりたんぽや大館曲げわっぱの手作り体験を通して、
実際の製造工程を学べます。

█本場大館きりたんぽ
串に米を握りつけて焼いた「たんぽ」
を比内地鶏のだし汁に入れて味わ
う、大館が本場の秋田の名物鍋

█とんぶり
ほうきの実で、ぷりぷりとした独
特の歯応えから「畑のキャビア」
とも呼ばれています

█秋田犬と鳳凰山
渋谷駅でおなじみの「忠犬ハチ公」は大館市生まれ。市内では秋田犬やハチ公が描かれたもの
が至る所で見られます。鳳凰山の「大」の字は日本一の大きさを誇り、毎年８月に行われる「大
文字まつり」では大文字焼きが行われます

秋田犬のふるさと 大館

█大館曲げわっぱ
弁当箱からインテリア商品など現代の生活様
式にマッチした工芸品も作られています。手
作り体験もできます

█県立自然公園「田代岳」
一帯に滝や渓流、ダム湖などの見どころがあ
り、９合目湿原池塘や山頂からの景色は圧巻
です

█アメッコ市
毎年２月に趣向を凝らした色とりどりのアメ
が販売され、この日にアメを食べると風邪を
ひかないという言い伝えがあります

█比内地鶏
本場である比内地域では、冬に「比内とりの市」
が行われ、千羽焼きが恒例となっています
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り
９
月
号
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集
編
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通
巻
３
７
５
号
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新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略　

令
和
2
年
９
月
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一
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財
団
法
人　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

特集編

2020
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新しい広報・
プロモーション戦略

基調論文／谷中修吾
最強の地方創生デジタルマーケティング

群馬県渋川市／関口征治
SNSを活用した新しい戦略

千葉県流山市／河尻和佳子
街対抗で競うシビックパワーバトル

神奈川県横浜市／大山紘平
医療の視点プロジェクト

長野県茅野市／髙橋慶樹
ロマンチックな出会いを応援

山梨県小菅村／守重裕和
「源流」にこだわった村づくり

愛知県岡崎市／担当 T
土着ユーチューバーと自治体の蜜月

京都府福知山市／宇都宮萌
紆余曲折の「本能寺の変」

兵庫県神戸市／山下勢渡
民間企業とのコラボで広報活動

岡山県真庭市／藤田浩史
ごみのPRから、まちのPRへ

愛媛県松山市／松山市産業経済部道後温泉事務所
官民連携で温泉地ににぎわいを

大分県／久井田千晴
「アマビエ×シンフロ」で終息祈願

鹿児島県錦江町／時吉健二
「はさんじゃうぞ！」でつながるシナジー

副基調論文／及川卓也
「新しい広報」は視点と感性から生まれる
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新しい広報・プロモーション戦略

千葉県流山市（p８-９）
シビックパワーバトル企画・開催
2 群馬県渋川市（p６-７）

「伊香保温泉ペヤング祭り」をユーチューブで動画配信
1

山梨県小菅村（p14-15）
国際短編映画祭のファイナリストになったPR動画「小菅村オブ
ザデッド」

5
愛知県岡崎市（p16-17）

岡崎×東海オンエア事業の起爆剤として作成した等身大パネル
6

1

2

5
3

神奈川県横浜市（p10-11）
「＃胸キュンチェック」のダンスの動画
（サラさん）

3長野県茅野市（p12-13）
「結日記」の自由記載ページ。名前も顔も知らない相手と
交換日記で恋を始める

4

新
し
い
広
報
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
は
？

い
ま
ま
さ
に
目
の
前
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
す
ぐ
に

見
極
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
も

た
ら
す
影
響
の
甚
大
さ
と
深
刻
さ
は
、
ま
だ
本
当
に
は
見

え
て
い
な
い
。
た
だ
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
人
の
動
き
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
価
値
が
大
き

く
変
化
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
こ
の
解
を
導
く
た
め

に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
歴
史
文
化
を
含
め
て
、
根

源
的
な
思
考
が
必
要
に
な
る
と
感
じ
て
い

る
。グ

ロ
ー
バ
ル
な
分
業
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
に
よ
る
効
率
化
、
交
通
、
情
報
イ

ン
フ
ラ
網
の
発
達
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
社
会
の
利

便
性
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
続
け
る
中
で
起
き

た
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

集
客
は
以
前
の
ま
ま
の
ス
タ
イ
ル
と
規
模

で
戻
っ
て
く
る
の
か
、
感
染
を
予
防
す
る

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
ス
タ
イ
ル
で
観
光
や
地

域
事
業
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
広
が
り
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需

要
や
新
た
な
関
係
人
口
が
出
現
す
る
の

か
、
リ
ア
ル
な
場
の
貴
重
性
が
増
し
て
、

体
験
観
光
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伸
び

て
い
く
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
が
生
ま

れ
て
い
る
し
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
見
極
め

る
こ
と
も
重
要
で
は
あ
る
。

こ
れ
を
、
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
で
あ
る

「
新
し
い
広
報
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
渡

フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
サ
イ
ト
で

の
具
体
的
情
報
ガ
イ
ド
。

こ
う
し
た
広
報
戦
略
と
コ
ン
テ
ン
ツ
戦
略
を
組
み
合
わ

せ
て
、
対
象
者
と
の
接
点
づ
く
り
↓
理
解
促
進
↓
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
推
進
の
一
助
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
広
報
の
機
能
の
最
大
限
化
を

目
指
す
の
だ
が
、
手
法
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
の
み
な
ら
ず
多

く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
へ
の
意
識
は
持
っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
て
み
る
。

以
前
か
ら
「
観
光
」
と
い
う
形
態
は
大
き
な
変
化
を
見

せ
て
き
た
。
観
光
ニ
ー
ズ
は
、「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」、「
鑑

賞
」
か
ら
「
体
験
」、「
定
番
観
光
地
」
か
ら
「
暮
ら
し
観

光
」、「
予
定
調
和
」
か
ら
「
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
（
驚
き
）」。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
軸
に
価
値

の
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
（
い
た
）。

こ
れ
を
従
来
の
価
値
観
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
「
観
光
」

観
と
い
っ
た
「
常
識
」（
カ
ッ
コ
付
き
の
常
識
）
で
は
見
え

て
こ
な
い
し
、
捉
え
き
れ
な
い
。
こ
の
「
常
識
」
を
打
ち

破
る
の
が
「
新
し
い
広
報
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

広
報
活
動
に
は
、
見
逃
さ
れ
な
い
た
め
に
何
か
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
（
引
っ
か
か
り
の
よ
う
な
も
の
）
が
必
要
で
、
そ

の
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
は
そ
う
し
た
視
点
の
新
し
さ
と
同
一
の

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
意
識
す
れ
ば
、旅
の
か
た
ち
も
、

暮
ら
し
方
、
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
わ
る
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
、
社
会
的
関
係
性
で
言
え
ば
、
日
本
と

い
う
国
の
先
人
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
文
化
、
風
習
、

自
然
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
も
の
の
価
値
が
改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
旅
の
ニ
ー
ズ
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
広
報

す
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
広
報
す
る
こ
と
に

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
Ｄ
Ｏ
」
と

か
「
Ｇ
Ｏ
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
は
な
く
、「
Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
」

「
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
」
と
い
う
さ
さ
や
き
に
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
感
性
を
伴
っ
て
、
広
報
を
考
え
て
い
く
時
代

に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
「
常
識
」
を
打

ち
破
る
感
性
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
ま
こ
そ
重
視
し
て
、

広
報
に
臨
む
時
代
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

移住・定住の広報戦略例

特 集
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愛媛県松山市（p24-25）
道後商店街に並ぶ道後REBORNプロジェクトのお土産品
10

大分県（p26-27）
疫病退散の妖怪「アマビエ」がお風呂で踊る。制作スタッフの自
宅風呂を活用

11
鹿児島県錦江町（p2�-2�）

出水市 VS 錦江町敵対都市提携宣言の署名式
12

京都府福知山市（p1�-1�）
明智光秀ゆかりのまちがオンラインで３万人とつくったステイホ
ーム企画

7

兵庫県神戸市（p20-21）
消防局とフジテレビのコラボ動画「ガチャピン・ムックの火の用心」
8

6

4

8
79

11
10

12

岡山県真庭市（p22-23）
「旬」を意識してプレスリリース。
エコテイクアウト事業の取材の様子

9



特 集
は
じ
め
に

ス
マ
ホ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
現
代
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
主
戦
場
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
制
す
る
者
が
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
制
す
る

と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
部
分
最
適
化
を
極
め
て
い
る
だ
け
で

は
、
本
質
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
地
域
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
「
一
部
」
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
全
体
像
を

踏
ま
え
て
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
目
線
で
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
と
、

施
策
の
根
幹
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
訴
求

力
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
地
域
の
現
実
世
界
に
「
強
い

コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
作
り
上
げ
る
事
業
開
発
に
ま
で
活
動
を

拡
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
交
錯
さ
せ
る
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、
地
域
の
掲
げ
る
目
的
に
応
じ

て
確
実
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

本
稿
で
は
、経
営
学
と
都
市
工
学
の
双
方
の
視
点
か
ら
、

実
践
論
と
し
て
の
「
最
強
の
地
方
創
生
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
存
続
を
左
右
す
る

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

日
本
全
国
で
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、
地
方
自
治
体

や
地
域
づ
く
り
団
体
に
と
っ
て
、
対
外
的
に
地
域
を
訴
求

す
る
「
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を
端
的
に
解
説
す
る
と
、
貨
幣

を
媒
介
と
し
て
価
値
を
交
換
す
る
資
本
主
義
社
会
で
は
、

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
〝
地
域
に
お
金
が
入
っ

て
く
る
循
環
〞
を
創
出
し
な
け
れ
ば
、
地
域
そ
の
も
の
が

消
滅
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
、
定
住
人
口
の
減
少
を
前
提
に
織
り
込
む
と
、

地
域
に
お
金
を
引
っ
張
っ
て
く
る
手
段
は
お
の
ず
と
限
ら

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

࠷
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れ
ま
す
。
国
の
補
助
金
や
企
業
誘
致
と
い
う
旧
来
の
手
段

を
除
外
し
、
地
域
に
起
業
家
を
量
産
し
て
一
大
産
業
を
創

出
す
る
と
い
う
理
想
論
も
い
っ
た
ん
除
外
す
る
と
、
地
域

観
光
を
活
性
化
さ
せ
る「
交
流
人
口
の
拡
大
」、も
し
く
は
、

地
域
特
産
品
の
売
り
上
げ
を
増
や
す「
関
係
人
口
の
拡
大
」

と
い
う
２
択
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、

日
本
全
国
に
１
７
０
０
を
超
え
る
地
方
自
治
体
が
存
在
す

る
中
で
、
そ
も
そ
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
に
自
地
域
が
認
知

さ
れ
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
対
外
的

に
地
域
を
訴
求
す
る
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
傾
向
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
の
移
動
に
制

限
が
か
か
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ

う
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

使
い
こ
な
す
地
方
自
治
体
が
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
実
現
す
る
と
い
う
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
「
一
部
」
で
あ
る

そ
れ
で
は
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
一
体
、
何

な
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
場
合
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
担
う
部
署
で
は
、「
宣
伝
」「
広
告
」「
広
報
」「
Ｐ
Ｒ
」

「
ブ
ラ
ン
ド
」な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
明
確
に
定
義
し
て
理
解
で

き
て
い
る
人
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
言
葉
の
関
係
性
を
構

造
的
に
理
解
で
き
て
い
る
人
は
、
極
め
て
少
な
い
の
が
実

情
で
す
。
つ
ま
り
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
者
で

あ
り
な
が
ら
、
曖
昧
性
を
は
ら
ん
だ
ま
ま
業
務
を
行
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
明
確
に
定
義
し
ま
す
。
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
「
一
部
」
で
す
。
す
な

わ
ち
、
地
域
が
「
顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
価
値
を
提
供
し

て
対
価
を
得
る
」
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
展
開

す
る
上
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
訴

求
す
る
た
め
の
施
策
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
構
造
的
に

は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
∨
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス

（
４
Ｐ
）
∨
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
∨
宣
伝
・
広
告
、
広
報
・

Ｐ
Ｒ
、
販
売
促
進
、
ｅ
ｔ
ｃ
」
と
な
り
ま
す
。
図
１
を
見

る
だ
け
で
も
、
そ
も
そ
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
傘
下
に
あ
る
様
々
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
地
方
自
治
体
と
し
て
は
、
地
域
に
観
光
客
を

呼
び
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と

い
う
「
目
的
」
が
ま
ず
先
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
世

の
中
の
観
光
ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
分
析
を

行
い
、地
域
に
呼
び
込
む
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
価
値
を
設
計
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

具
体
的
な
観
光
商
品
と
な
る
モ
ノ
や
コ
ト
を
作
り
上
げ
、

適
切
な
価
格
帯
や
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
検
討
し
た
上
で
、
は

じ
め
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
訴
求
す
る
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
は
様
々
な
手
法
が
あ
り

ま
す
。
地
方
自
治
体
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
観
光
情
報
を
発

信
し
て
認
知
を
得
る
「
宣
伝
・
広
告
」、
メ
デ
ィ
ア
等
に

第
三
者
視
点
で
地
域
観
光
を
報
じ
て
も
ら
う
「
広
報
・
Ｐ

Ｒ
」、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て

〝
観
光
に
行
く
〞
と
い
う
意
思
決
定
を
促
す
「
販
売
促
進
」

な
ど
。
そ
の
結
果
、
地
域
に
と
っ
て
狙
い
通
り
の
観
光
客

が
訪
れ
る
と
い
う
成
果
が
生
ま
れ
ま
す
。（
図
２
）

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
様
々
な
変
数
と
セ
ッ
ト
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
至
極
当
然
の
結
論
に
立
ち

戻
り
ま
す
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
み
を
部
分
最
適
化
し
て

も
、
ま
っ
た
く
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
現
場

で
は
、
個
別
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
技
法
に
目
を
奪
わ
れ
、

「
そ
も
そ
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
が
ず
れ
て
い
る
」「
訴
求
す

る
商
品
そ
の
も
の
が
設
計
で
き
て
い
な
い
」
な
ど
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
全
体
に
お
け
る
致
命
的
な
欠
陥
に
気
づ
い
て

い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
注
目
さ
れ
る
地
方
自
治
体
の
事
例
で

は
、
表
面
的
に
華
や
か
な
部
分
に
の
み
注
目
す
る
の
で
は

な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
体
と
し
て
評
価
す
る
と
大
き

な
示
唆
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

図 1
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目
的
の
明
確
化
が 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
く
す
る

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

「
一
部
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
と
、
そ
も
そ

も
「
何
の
た
め
の
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
の
か
」
と
い

う
目
的
確
認
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

す
。
目
的
が
曖
昧
で
あ
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
設
計

が
曖
昧
と
な
り
、
当
然
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
曖
昧
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
設

定
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
地
方
自
治
体
は
、
誰
も
が
否

定
し
難
い
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
に
注
力
す
る
あ
ま
り
、

目
的
の
本
質
に
対
す
る
思
考
を
止
め
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
指
摘
す
る
と
、
地
域
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
と
し
て
、
地
方
自
治
体
は
「
交
流

人
口
の
増
加
」「
関
係
人
口
の
創
生
」
な
ど
を
掲
げ
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
目
的
に
反
対
す
る
人
は
極
少
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
交
流
人
口
や
関
係
人
口
が
必
要
な

の
か
と
い
う
本
質
的
な
問
い
を
立
て
る
と
、
そ
れ
ら
は
目

的
で
は
な
く
手
段
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

仮
に
、
単
純
化
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
で
説
明
す
る
と
、
地
方

自
治
体
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
税
収
が
必
要
で
す
。
税

収
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
内
に
お
い
て
、
利
益
を

生
み
出
し
て
い
る
法
人
・
個
人
を
量
的
に
抱
え
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
内
の
法
人
・
個
人

が
経
済
的
に
潤
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
場
合
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

の
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
の
根
幹
は
、
突
き
詰
め

た
と
こ
ろ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
税
収
確
保
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
確
保
で
あ
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク

が
明
快
に
な
る
と
、
実
は
「
交
流
人
口
や
関
係
人
口
と
い

う
手
段
は
本
当
に
適
切
な
の
か
」「
そ
も
そ
も
交
流
人
口

や
関
係
人
口
と
い
う
概
念
に
意
味
は
あ
る
の
か
」
と
い
う

問
い
が
立
つ
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
昨
今
、
中
央
省
庁
や
地
方
自
治
体
が
多
用

す
る
傾
向
に
あ
る
「
関
係
人
口
」
は
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
設
計
に
お
い
て
は
、
思
考
を
曖
昧
に
す
る
バ
ズ
ワ
ー

ド
で
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
マ
ー
ケ
タ
ー
が
関
係

人
口
の
概
念
図
を
見
れ
ば
、
図
表
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る

要
素
に
大
き
な
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
と
同
時
に
、

こ
れ
は
目
的
別
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（$VTUPN

FS�3
FMBUJPOTIJQ�

.
BOBHFN

FOU

）
の
フ
ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
文
脈
で
説

明
す
べ
き
内
容
で
あ
る
と
瞬
時
に
分
か
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
目
的

設
定
の
段
階
か
ら
、
様
々
な
思
考
の
罠
が
潜
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
行
政
に
と
っ
て
耳
障
り
が
良
い
言
葉
や

概
念
で
あ
る
ほ
ど
、
思
考
を
鈍
ら
せ
ま
す
。
目
的
を
一
つ

ず
つ
分
解
し
て
思
考
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
狙
い
も
明
確
に
な
り
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
展
開
が
見
え
て
き
ま
す
。（
図
３
）

地
域
に
必
須
の 

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
整
理
す
る
と
、
普
遍
的
な
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
郭
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

図 2
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ま
ず
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
を
明
確
化
し
た

上
で
、そ
の
目
的
に
応
じ
て
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
分
析
を
行
い
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
価
値
を
設
計
し
ま

す
。
続
い
て
、
商
品
と
な
る
モ
ノ
・
コ
ト
を
整
理
し
、
価

格
帯
と
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
紐ひ

も

づ
け
て
考
え
る
こ
と
で
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
素
地
を
つ
く
る
の
で
す
。
結
果

と
し
て
、
宣
伝
・
広
告
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ
、
販
売
促
進
な
ど
、

具
体
的
な
方
法
論
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に

お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
大
部
分
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
主
戦
場
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
施
策
に
な
る
と
い
う
理
解

で
す
。
例
え
ば
、
宣
伝
・
広
告
に
お
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
活
用
さ
れ

ま
す
。
広
報
・
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
情
報
発

信
し
や
す
い
画
像
や
動
画
な
ど
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
提
供

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
販
売
促
進
も
、
ウ
ェ
ブ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
連
動
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
代
社
会
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
一
体
化
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

当
然
の
帰
結
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
ア
ナ
ロ
グ
施
策
も
引
き
続
き
存
続
し
ま
す
が
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
国
内
外
に
向
け
て
一
気
に
地
域
を

訴
求
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
施
策
は
必

要
不
可
欠
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
展
開
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
は
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
ま

す
。
先
述
の
通
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
は
「
顧

客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
価
値
を
提
供
し
て
対
価
を
得
る
」
と

い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
指
し
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
４
Ｐ
の
中
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心

に
デ
ジ
タ
ル
施
策
を
展
開
す
る
総
称
で
あ
る
と
捉
え
る
と

理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
代
の
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
し
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
端
的

に
は
、
テ
キ
ス
ト
、
写
真
、
動
画
と
い
う
三
つ
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
り
扱
い
、

結
果
的
に
、
ウ
ェ
ブ
、
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
〈
ラ
イ
ン
〉
他
）、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
総
合
的
に
活
用
し
ま
す
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
精
通
し
て

使
い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
あ
く
ま
で
地

域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
部
で
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

デ
ジ
タ
ル
施
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
立
ち
戻
る
と
、
地

域
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
最
適
な
形
で
リ
ソ
ー
ス
配

分
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
が
つ
く
は
ず
で
す
。

強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
り
、

デ
ジ
タ
ル
施
策
を
掛
け
合
わ
せ
る

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
主
戦
場
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
地
方
自
治
体
に
も
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知

見
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
た
だ
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
を
踏
ま
え
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
あ
る
重
要

な
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
か
に
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
最
適
化
し
て
も
、
そ
も
そ
も
タ
ー
ゲ

ッ
ト
顧
客
に
訴
求
す
る
た
め
の
「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
が

な
い
と
、
届
け
た
い
相
手
に
〝
刺
さ
ら
な
い
〞
と
い
う
事

実
で
す
。
要
は
、
明
快
な
価
値
を
持
つ
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
あ

っ
て
こ
そ
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
効
果
を
発
揮

す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
し
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
価
値
を
具
体
化
し

た
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
強

い
現
実
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
に
お
い
て
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を

創
出
し
、
そ
の
上
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
目
的

に
応
じ
た
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
必
然
的
に

地
域
の
事
業
開
発
そ
の
も
の
を
手
掛
け
る
と
い
う
活
動
に

「
拡
張
」
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
、
す
べ
て
０
か
ら
１

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
捉
え
て
し
ま
う
と
、

事
業
開
発
の
未
経
験
者
は
呆ぼ
う

然ぜ
ん

と
立
ち
す
く
む
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
既
に
存
在
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
価
値
を
再
定

義
す
る
だ
け
で
、「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
耕
作
放
棄
地
を
農
村
イ
ン
ス
タ
ス
ポ
ッ
ト
と

再
定
義
し
た
り
、
売
り
上
げ
の
落
ち
込
ん
で
い
る
地
域
特

産
品
を
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
再
定
義
し
た
り

す
る
な
ど
、
既
存
の
モ
ノ
・
コ
ト
の
価
値
を
再
定
義
す
る

こ
と
で
、
忽
然
と
「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

本
稿
を
総
括
す
る
と
、
未
来
を
つ
く
る
地
域
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
は
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
全
体
戦
略
を
踏

ま
え
た
上
で
、
最
適
な
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展

開
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
訴
求
力
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、

現
実
世
界
に
「
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
活
動
に
ま
で
踏
み
込
み
ま
す
。
そ
の
結
果
、
リ
ア
ル
と

オ
ン
ラ
イ
ン
を
交
錯
さ
せ
る
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
確

立
し
、
全
国
各
地
で
多
種
多
様
な
地
域
づ
く
り
が
実
現
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。

特 集
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伊
香
保
温
泉
は
、
人
口
８
万
人
弱
の
群
馬
県
渋
川
市
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
伊
香
保
は
３
０
０
０
人
弱
が
住

む
と
り
わ
け
小
さ
な
地
区
で
す
が
、
ûû
軒
の
旅
館
と
ホ
テ

ル
が
軒
を
連
ね
、
年
間
１
０
０
万
人
を
超
え
る
宿
泊
客
を

迎
え
る
観
光
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
者
数
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
旅
行
形
態
の
変
化
な
ど

で
平
成
３
年
の
１
７
２
万
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
微
減
を
続

け
、
平
成
21
年
に
は
１
０
２
万
人
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
後
は
微
増
に
転
じ
、
昨
年
は
１
０
６
万

人
が
宿
泊
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
集
客
に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
月
の
宿

泊
客
数
を
全
旅
館
・
ホ
テ
ル
か
ら
集
め
、
集
客
力
が
弱
い

７
月
の
第
１
月
曜
日
を
「
た
び
の
日
い
か
ほ
感
謝
デ
ー
」

と
し
て
、
全
て
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
実
施
。
ま
た
、
お
盆
前
の
８
月
上
旬
に
は
「
伊
香
保
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
行
う
な
ど
、
宿
泊
客
が

少
な
い
時
期
の
平
日
を
中
心
に
、
当
地
と
つ
な
が
り
の
あ

る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、限
り
あ
る
予
算
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
を
用
い
た
集
客
に
重
点
を
置
く
と
と

も
に
、
将
来
の
お
客
様
に
な
り
得
る
若
年
層
へ
の
新
規
開

拓
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
る
か
食
品
と
の
出
会
い

こ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
環
境
省
、
内
閣
府
、

総
務
省
、
経
済
産
業
省
、
観
光
庁
の
５
省
庁
の
後
援
を
受

け
、「
温
泉
で
元
気
に
、
温
泉
を
元
気
に
！
」
を
合
言
葉

に
実
施
す
る
地
方
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
温
泉
総
選
挙
」

に
、
平
成
2Ā
年
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。
そ
の
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
社
会
起
業
家
の
山
下
太
郎

さ
ん
か
ら
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
に
本
社
を
置
く
即
席
麺
の

製
造
販
売
大
手
「
ま
る
か
食
品
」
が
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
地
元
の
温
泉
地
を
探
し
て
い
る
と
い
う
話
を
伺

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
温
泉
と
即
席
麺
と
も
「
お
湯
」
を
使
い
、
焼

き
そ
ば
の
ソ
ー
ス
と
伊
香
保
の
源
泉
「
黄
金
の
湯
」
と
も

茶
褐
色
と
い
う
つ
な
が
り
か
ら
、「
ま
る
か
食
品
×
温
泉

総
選
挙
×
伊
香
保
温
泉
」
に
よ
る
「
伊
香
保
温
泉
ペ
ヤ
ン

グ
祭
り
」
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◆◆◆

ま
る
か
食
品
の
主
力
ブ
ラ
ン
ド「
ペ
ヤ
ン
グ
」の
語
源
は
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
と
い
う
「
ペ
ア
＋
ヤ
ン
グ
」
が
由
来
で
す
。

当
時
は
高
価
だ
っ
た
カ
ッ
プ
麺
を
、
２
人
で
仲
良
く
食
べ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

伊
香
保
温
泉
と
し
て
も
、
次
世
代
の
お
客
様
で
あ
る
若

年
層
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
目
的
に
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
拡
散
に
よ
る
集
客
を
狙
っ
た
催
し
と
し
て
実

現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

伊
香
保
温
泉
ペ
ヤ
ン
グ
祭
り

こ
れ
ま
で
当
地
で
開
催
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
期

間
が
数
日
か
ら
長
く
て
も
１
カ
月
程
度
で
し
た
が
、「
ペ

ヤ
ン
グ
祭
り
」
は
「
伊
香
保
で
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
い

る
な
」「
行
っ
て
み
た
い
な
」
と
思
っ
た
若
い
人
た
ち
に

実
際
に
当
地
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
約
４
カ
月
（
平
成

30
年
12
月
３
日
〜
31
年
３
月
31
日
）
の
期
間
を
設
け
ま
し

た
。
ま
た
、
お
客
様
に
は
こ
の
企
画
だ
け
で
な
く
、
温
泉

街
全
体
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿

を
狙
い
に
四
つ
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
点
在
さ
せ
、
周
遊

に
よ
る
相
乗
効
果
も
促
進
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
は
、
▽
「
恋

ペ
ヤ
ン
グ
絵
馬
所
」（
温
泉
の
象
徴
で
あ
る
石
段
街
の
登

り
口
）
▽
「
湯
切
り
」
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
「
え

れ
え
デ
カ
い
ペ
ヤ
ン
グ
」（
温
泉
が
流
れ
る
湯
滝
の
上
部
）

▽
伊
香
保
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
ペ
ヤ
ン
グ
の
容

器
に
見
立
て
た
「
ゴ
ン
ド
ラ
ペ
ヤ
ン
グ
」（
中
腹
か
ら
脇

道
に
５
分
ほ
ど
歩
い
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
）
▽
「
ペ

ヤ
ン
グ
の
湯
」（
頂
上
か
ら
10
分
ほ
ど
歩
い
た
源
泉
地
に

あ
る
露
天
風
呂
内
）
―
の
４
カ
所
。

ペ
ヤ
ン
グ
の
湯
は
、
企
画
開
始
日
の
12
月
３
日
に
新
発

◆◆◆

܈
അ
ݝ
ौ
川
ࢢ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

ؔ
ޱ
　
੐
࣏

Ұ
ൠ
社
ஂ
๏
ਓ
ौ
઒
ҏ
߳
อ
Թ
ઘ
؍
ޫ
ڠ
会�

෭
会
長

͓
॓
ۄ
थ�

୅
ද
औ
క
໾
社
長

―
温
泉
と
カ
ッ
プ
麺
の
異
色
コ
ラ
ボ
―

̨
̣
̨
Λ
׆
༻
し
ͨ
新
し
い
ઓ
ུ
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売
さ
れ
た
「
ペ
ヤ
ン
グ
ス
カ
ル
プ
Ｄ
や
き
そ
ば
」
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
装
飾
さ
れ
た
時
間
限
定
の
混
浴
風
呂
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

祭
り
の
様
子
は
、
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
「
伊
香
保
温

泉
ペ
ヤ
ン
グ
祭
り
秘
伝
映
像
〜
あ
の
人
も
出
演
し
ち
ゃ
う

よ
��
〜
」
と
題
し
て
動
画
配
信
さ
れ
、
１
０
３
万
回
以
上

の
再
生
回
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
と
し
て
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
イ
ム
ウ
ェ
ア
」「
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
」「
お
み
く
じ
」「
絵
馬
」
を
作
成
し
、
ま
る

か
食
品
の
各
種
カ
ッ
プ
麺
と
と
も
に
全
商
品
を
取
り
扱
う

「
ペ
ヤ
ン
グ
販
売
所
」
を
開
設
。
一
部
商
品
は
、
宿
泊
施

設
や
土
産
物
店
で
も
販
売
し
、
温
泉
街
全
体
を
巻
き
込
ん

だ
催
し
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
企
画
に
よ
る
経
済
効
果
は
５
億
円
以
上
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
昨
年
対
比
で
宿
泊
者
数
が
平
均

１
０
３
％
増
（
最
大
１
０
８
％
増
）、
露
天
風
呂
入
浴
者

数
が
同
１
１
１
％
増
（
最
大
１
２
２
％
増
）、
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
利
用
者
数
が
１
２
１
％
増
、
近
隣
の
市
営
駐
車
場
利

用
者
が
１
２
２
％
増
。
ま
た
、
広
告
換
算
に
お
い
て
も
、

テ
レ
ビ
は
全
国
ネ
ッ
ト
４
局
を
含
む
５
局
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
ウ
ェ
ブ
媒
体
に
は
４
７
４
記
事
、
新
聞
・
雑
誌
に
は

ÿ0
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
著
名
人
ら
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

投
稿
も
あ
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

終
わ
り
に

今
回
の
試
み
で
は
、
伊
香
保
温
泉
の
象
徴
で
あ
る
石
段

街
な
ど
に
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
長
期
間
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、
伊
香
保
の
歴
史
を
大
事

に
す
る
お
客
様
か
ら
は
お
し
か
り
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
新
し
い
企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
へ
の
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に

◆◆◆

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元
・
渋
川
市
を
は
じ
め
、

関
係
者
、
地
域
住
民
の
皆
様
、
当
地
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
い
た
お
客
様
の
お
か
げ
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の

盛
り
上
が
り
は
一
温
泉
地
や
一
企
業
の
み
で
は
成
し
得
な

い
成
果
で
あ
り
、
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
温
泉
総
選

挙
の
方
々
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ご
協
力
を
た
ま
わ
っ
た

ま
る
か
食
品
の
皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
を
紡
ぐ
こ
と
は
単
に
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
時
代
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
ま
す
。
伊
香
保
温
泉
で
育
っ
た

一
人
と
し
て
、
ま
た
次
世
代
に
つ
な
ぐ
一
人
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
失
敗
を
恐
れ
ず
邁ま

い

進し
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ペヤングの湯

ゴンドラペヤング

えれえデカいペヤング
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は
じ
め
に

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
界か

い

隈わ
い

で
は
、
そ
の
街
に
住

む
人
が
街
へ
の
愛
着
を
深
め
行
動
す
る
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
」
の
取
り
組
み
が
大
事
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
人
口
を
増
や
し
街
を
発
展
さ
せ
る
モ
デ
ル
が
、
少
子

高
齢
化
に
よ
り
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
で
は
、
街

の
人
た
ち
が
自
ら
を
盛
り
立
て
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
広
報
で
も
必
要
な
情
報
が
必
要
な
人
に
届
き
づ

ら
い
、
街
の
人
た
ち
が
「
自
分
事
」
と
し
て
情
報
を
積
極

的
に
取
る
仕
組
み
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

る
。
確
か
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
中
で
、

一
方
的
に
情
報
を
送
っ
て
も
見
て
も
ら
う
こ
と
は
至
難
の

業
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法
は
簡
単
で
は
な

く
私
自
身
模
索
し
て
い
た
し
、
他
自
治
体
の
担
当
者
か
ら

も
難
し
い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
街

は
水
や
空
気
な
ど
と
同
様
に
日
常
的
に
あ
っ
て
当
た
り

◆◆◆

前
、
存
続
の
危
機
や
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
そ
の

存
在
を
意
識
す
る
も
の
で
、
住
む
街
に
対
し
て
「
好
き
だ

な
」「
大
事
だ
な
」
と
日
々
実
感
で
き
る
機
会
や
、
自
ら

が
行
動
し
た
い
と
思
え
る
場
面
が
多
く
な
い
か
ら
だ
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、街
の
人
た
ち
が
受
け
身
で
は
な
く
、

自
ら
街
を
知
り
行
動
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
考
え

た
の
が
「
シ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
バ
ト
ル
」
だ
。

シ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
バ
ト
ル
と
は

シ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
バ
ト
ル
と
は
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を

使
っ
て
街
の
魅
力
を
発
掘
し
、
街
対
抗
で
そ
れ
を
競
う
プ

レ
ゼ
ン
バ
ト
ル
。
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
の
は
、
自
治
体
職
員

で
は
な
く
街
の
人
た
ち
。
街
対
抗
と
す
る
こ
と
で
、
ゲ
ー

ム
的
要
素
が
加
わ
り
、
自
然
と
負
け
た
く
な
い
気
持
ち
が

盛
り
上
が
る
と
の
狙
い
が
あ
る
。

ま
た
、
バ
ト
ル
な
の
で
自
分
の
街
を
対
戦
相
手
の
街
と

比
べ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
比
較
が
街
の
魅
力
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
。
生
ま
れ
育
っ
た
街
を
離
れ
て
初
め
て
、
自

分
の
街
が
ど
れ
だ
け
魅
力
が
あ
っ
た
か
を
知
る
と
い
う
の

◆◆◆

は
、
よ
く
聞
く
話
だ
。

さ
ら
に
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

街
の
主
観
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
根
拠
の
あ
る
プ
レ
ゼ

ン
バ
ト
ル
に
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
は
、
多
く
の
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
広
く
活
用
し
た
事
例
が
全
国
的

に
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
利
用
促
進
に
も
寄
与
す
る
し
、

街
の
人
た
ち
と
自
治
体
が
協
働
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

こ
れ
は
も
う
や
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
。

初
開
催
を
終
え
て

初
開
催
は
２
０
１
７
年
９
月
。
千
葉
県
流
山
市
、
さ
い

た
ま
市
、
横
浜
市
、
千
葉
市
、
川
崎
市
が
参
戦
し
、
総
務

省
後
援
の
も
と
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
協
賛
を
得
て
、
東
京

の
ど
真
ん
中
で
バ
ト
ル
を
行
っ
た
。

開
催
の
メ
リ
ッ
ト
は
三
つ
、副
次
的
効
果
は
二
つ
あ
っ
た
。

メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
め
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
開
催
ま
で

に
は
い
く
つ
も
の
困
難
が
あ
っ
た
が
、
バ
ト
ル
に
参
戦
す

る
街
の
人
た
ち
と
自
治
体
が
一
緒
に
な
っ
て
一
か
ら
つ
く

り
上
げ
る
経
験
が
で
き
た
の
で
、
リ
ア
ル
な
市
民
協
働
事

例
と
な
っ
た
こ
と
だ
。
バ
ト
ル
当
日
は
、
参
戦
チ
ー
ム
ご

と
に
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
た
り
、カ
ラ
ー
を
そ
ろ
え
た
り
、

ま
さ
に
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
と
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
終
わ

っ
た
ら
ほ
っ
と
し
た
と
同
時
に
、チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に「
バ

ト
ル
ロ
ス
」
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。

二
つ
め
は
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
使
う
イ
ベ
ン
ト
の
場

合
、
デ
ー
タ
に
慣
れ
て
い
る
人
、
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
に
明

る
い
人
が
集
ま
る
傾
向
が
あ
る
が
、
シ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
バ

ト
ル
は
街
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
多
様
な
人
が
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
デ
ー
タ
に
慣
れ
て
い
る
人
は

◆◆◆

ઍ
༿
ݝ
ྲྀ
ࢁ
ࢢ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

Տ
৲
　
࿨
Ղ
ࢠ

γ
Ϗ
ỽ
ク
ύ
ϫ
ồ
ア
ϥ
イ
ア
ン
ス
࣮
ߦ
ҕ
һ
会

ઍ
༿
ݝ
ྲྀ
ࢁ
ࢢ
マ
ồ
έ
テ
ィ
ン
ά
՝

―
住
ん
で
い
る
街
に
自
然
と
愛
が
生
ま
れ
る
―

֗
ର
߅
Ͱ
ڝ
͏
γ
Ϗ
ỽ
Ϋ
ύ
ϫ
ồ
ό
τ
ϧ
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も
ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、
プ
レ
ゼ
ン
が
上
手
な
人
、
プ
レ
ゼ

ン
資
料
を
ま
と
め
る
人
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る
人
、
チ

ー
ム
を
ま
と
め
る
人
な
ど
役
割
分
担
が
必
要
と
な
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
せ
、
バ
ト
ル
が
自
分

事
に
な
り
や
す
か
っ
た
。

三
つ
め
は
、
今
ま
で
自
治
体
が
想
定
し
て
い
な
い
街
の

魅
力
が
発
掘
で
き
た
こ
と
。
例
え
ば
流
山
市
チ
ー
ム
は
、

街
の
魅
力
を
「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
未
完
成
だ
か
ら
こ
そ

余
白
が
あ
り
、
わ
く
わ
く
す
る
」
と
定
義
し
て
プ
レ
ゼ
ン

を
行
っ
た
。
自
治
体
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
と
し
て
は
今

ま
で
魅
力
と
し
て
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
面
を
、
街
の
人

た
ち
の
実
感
値
で
流
山
ら
し
い
独
自
の
魅
力
と
し
て
ア
ピ

ー
ル
し
て
み
せ
た
。
ま
た
、
千
葉
市
チ
ー
ム
で
は
バ
ト
ル

で
魅
力
を
説
明
す
る
た
め
に
自
治
体
に
新
た
な
デ
ー
タ
提

供
を
要
望
し
、オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
公
開
が
さ
ら
に
進
ん
だ
。

副
次
的
効
果
と
し
て
は
、
開
催
前
は
む
し
ろ
逆
の
心
配

を
し
て
い
た
の
だ
が
、
対
戦
都
市
同
士
の
愛
着
が
生
ま
れ

た
の
が
一
つ
。「
う
ち
の
街
は
良
い
け
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
を

聞
い
て
み
る
と
他
の
街
も
素
敵
だ
ね
」
と
、
プ
レ
ゼ
ン
が

終
わ
る
と
自
然
と
激
励
の
拍
手
が
起
き
て
い
た
。
本
来
、

街
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
を
け
な
し
た
り
蹴
落
と
し

た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
競
い
な
が
ら
磨
い
て
い
く
も

の
だ
。

二
つ
め
と
し
て
、
バ
ト
ル
に
参
加
し
た
街
の
人
た
ち
の

行
動
変
容
が
起
こ
っ
た
。
例
え
ば
、
実
行
委
員
長
を
務
め

た
流
山
市
民
は
、
そ
の
後
流
山
市
で
ま
ち
づ
く
り
会
社
を

創
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
ま
で
街
に
あ
ま
り
興
味
の

な
か
っ
た
人
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
街
で
自
分
の
ス
キ

ル
を
活
か
し
て
活
動
す
る
事
例
が
生
ま
れ
た
の
だ
。

全
国
に
広
が
る

そ
の
後
、
千
葉
市
で
は
市
内
６
区
で
の
対
抗
戦
、
関
西

エ
リ
ア
で
は
「
シ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
バ
ト
ル
大
坂
夏
の
陣
」、

ま
た
「
川
崎
シ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
バ
ト
ル
」「
シ
ビ
ッ
ク
パ

ワ
ー
バ
ト
ル
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
推
進
協
議
会
」「
シ

◆◆◆

ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
バ
ト
ル
ど
ま
ん
な
か
愛
知
」
な
ど
、
全
国

に
開
催
が
広
が
っ
て
い
る
。

特
に
、
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
推
進
協
議
会
に
よ
る
バ

ト
ル
は
参
加
を
あ
え
て
学
生
限
定
と
す
る
こ
と
で
、
次
世

代
層
」
の
街
へ
の
愛
着
形
成
の
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
バ
ト
ル
優
勝
経
験
の
あ
る
北
海
道
室
蘭
市
は
高

校
生
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
が
、「
今
回
の
バ
ト
ル
で
あ
ら
た

め
て
街
の
魅
力
を
知
っ
た
の
で
、
市
外
の
大
学
に
は
行
く

が
、
室
蘭
に
戻
っ
て
街
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
」
と
プ
レ

ゼ
ン
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
。

ま
た
、
ど
の
バ
ト
ル
に
も
共
通
し
て
面
白
い
点
は
、
街

の
規
模
や
、
持
っ
て
い
る
施
設
の
有
無
で
は
勝
敗
が
決
ま

ら
な
い
こ
と
だ
。
や
は
り
、
街
の
魅
力
は
そ
の
街
が
持
つ

独
自
性
や
人
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
思
う
。

最
後
に

今
年
は
、
10
月
1þ
日
に
「
シ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
バ
ト
ル
全

国
大
会
」
を
「
暮
ら
す
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
す
る
予
定
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
は
、
物

理
的
な
距
離
は
関
係
な
く
な
る
の
で
、
全
国
の
特

徴
あ
る
街
が
バ
ト
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ
り
、
自
治
体

を
含
め
街
全
体
で
ど
の
よ
う
に
動
く
か
、
振
る
舞

う
か
が
試
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
差
が
歴
然
と
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
普
段
か
ら
、
街
の
中

で
い
ざ
と
い
う
と
き
に
動
け
る
人
を
増
や
し
て
い

る
か
が
有
事
に
効
い
て
く
る
。
シ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー

バ
ト
ル
は
万
能
で
は
な
い
が
、
街
の
力
を
つ
け
る

有
効
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

◆◆◆シビックパワーバトル オープンガバメント推進協議会

シビックパワーバトル関東大会

シビックパワーバトル大坂夏の陣
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私
た
ち
の
医
療
広
報
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ト
レ
ン
ド
入

り
、
動
画
再
生
１
億
回
以
上
、
取
材
記
事
数
年
間
延
べ
２

３
１
件
と
、
地
方
自
治
体
の
医
療
政
策
と
し
て
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
反
響
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
と
ポ
イ
ン
ト

「
病
院
は
機
能
ご
と
に
役
割
が
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
は

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！
」
―
。
医
療
に
関
心

の
な
い
人
は
、
自
分
に
関
係
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
も
し

ま
せ
ん
。

「
医
療
に
関
す
る
広
報
を
、
関
心
の
な
い
方
に
も
届
け

る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
―
。
医
療
が
必
要
に
な
る
ま

で
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
や
状
況
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
医
療
広
報

は
本
当
に
難
し
い
。

こ
の
課
題
認
識
を
も
と
に
、
医
療
が
必
要
な
中
心
層
で

あ
る
þü
歳
以
上
高
齢
者
の
人
口
が
自
治
体
最
大
規
模
の
横

浜
市
で
は
、「
医
療
局
」
と
い
う
組
織
を
２
０
１
５
年
度

に
設
置
し
、
広
報
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い

ま
し
た
。

◆◆◆

そ
う
し
た
検
討
を
経
て
２
０
１
８
年
10
月
、「
医
療
へ

の
視
点
が
少
し
変
わ
る
こ
と
で
、
異
な
る
気
づ
き
が
得
ら

れ
、
行
動
に
つ
な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
医
療
の
視
点
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

ま
す
。
ロ
ゴ
（
図
参
照
）
右
側
の
３
本
線
は
、
市
民
・
医

療
従
事
者
・
行
政
の
３
者
の
視
点
の
違
い
を
表
し
た
も
の

で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
点
で
す
。１
点
目
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
事
を
捉
え
た
広
報
で
あ
る
こ
と
。

ど
れ
だ
け
発
信
し
て
も
そ
も
そ
も
気
づ
い
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
情
報
は
届
か
な
い
た
め
、
事
業
ご
と
に
行
政
が
伝
え

た
い
こ
と
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
興
味
に
寄
り
添
う
こ

と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
２
点
目
は
、
民
間
企
業
等
の
力

を
借
り
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
多
様
な
発
信

チ
ャ
ネ
ル
か
ら
の
情
報
伝
達
を
可
能
に
す
る
こ
と
。
最
後

は
費
用
を
か
け
す
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。
医
療
局
で
は
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
い
広
報
予
算
を
増
額
し
て
い
ま
せ

ん
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
や
「
ナ
ッ
ジ
」
を
は
じ
め
と
し
た
行

動
科
学
の
発
想
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要
以
上
に

予
算
を
か
け
ず
に
、
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

ま
す
。

医
療
政
策
全
般
の
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
改
修
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
今
回
は
２
０
１
９
年
度
に
実
施
し
た
具
体
的
な
広

報
事
例
を
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ҩ
ྍ
Ϛ
ン
Ψ
େ
৆
】

同
じ
出
来
事
で
も
患
者
と
医
療
従
事
者
で
は
受
け
取
り

方
や
感
じ
方
が
異
な
る
と
い
う
「
視
点
の
違
い
」
を
、
漫

画
を
通
じ
て
見
え
る
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
横
浜
市
が
創

設
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
に
は
多
く
の
漫
画
家
が
関
心
を
寄
せ
、
最
終

的
に
は
üü
作
品
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
編
集
者
や
漫

画
家
、
医
師
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
審
査
会
を
経
て
、「
人

生
の
最
終
段
階
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
油
沼
さ
ん
の
漫
画
が

大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
作
品
は
す
べ
て
医
療
マ
ン
ガ
大
賞
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

文
字
情
報
だ
け
で
は
伝
え
づ
ら
い
内
容
で
は
あ
り
ま
し

ਆ
ಸ
川
ݝ
ԣ
඿
ࢢ

「医療の視点」ロゴ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

େ
ࢁ
　
ߛ
ฏ

ԣ
඿
ࢢ
ҩ
ྍ
局
ҩ
ྍ
੓
ࡦ
部
ҩ
ྍ
੓
ࡦ
՝　

୲
౰
܎
長

ԣ
඿
ࢢ
ཱ
େ
ֶ
デ
ồ
タ
α
イ
エ
ン
ス
ֶ
部
ϔ
ル
ス
デ
ồ
タ
α
イ
エ
ン
ス
ઐ
߈

ԣ
඿
ࢢ
ߦ
ಈ
デ
β
イ
ン
ν
ồ
Ϝ
ớ
̮
̗
̸
̩
Ờ

―
マ
ン
ガ
や
ダ
ン
ス
・
音
楽
を
通
じ
た
広
報
―

ҩ
ྍ
ͷ
視
点
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
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た
が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
は
「
感
動
し
た
。
自
分
に
置
き

換
え
た
ら
で
き
る
だ
ろ
う
か
」「
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
人
に

読
ん
で
も
ら
い
た
い
」「
横
浜
市
で
は
『
も
し
も
手
帳
』

と
い
う
も
の
を
作
っ
て
い
て
市
民
に
配
布
し
て
い
ま
す

よ
！
」
な
ど
、「
＃
医
療
マ
ン
ガ
大
賞
」
の
タ
グ
の
も
と

で
自
然
に
発
生
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る

人
が
読
み
、
そ
こ
か
ら
横
浜
市
の
政
策
に
も
目
が
向
け
ら

れ
る
、
と
い
う
好
循
環
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
（
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
ア
ク
シ
ョ
ン
数
は
１
億
2û
万
７
３
１
８
リ
ー
チ
）。

【
ˌ
ڳ
キ
ỿ
ン
ν
ỻ
ỽ
Ϋ
】ɹ

若
年
層
を
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
乳
が
ん
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
û0
歳
以
上
の
女
性
に
向
け
間
接
的
に
広
報
す

る
の
が
狙
い
で
、動
画
投
稿
ア
プ
リ
「
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
（
テ

ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
）」
を
活
用
し
ま
し
た
。

狙
い
で
あ
る
û0
歳
以
上
の
女
性
に
情
報
を
届
け
る
た
め

に
は
、
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
を
利
用
す
る
若
年
層
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
の
こ
と

を
大
切
な
人
に
伝
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
タ
フ
ァ

ー
を
込
め
つ
つ
も
、
あ
え
て
乳
が
ん
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
用
い
ず
、「
＃
胸
キ
ュ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
名
を
冠
し
、
か
わ
い
ら
し
く
楽
し
い
歌
詞
や
振
付
け
に

乗
せ
た
ダ
ン
ス
の
動
画
を
用
意
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
一
般
の
方
が
投
稿
し
た
動
画
は
１
１
０

８
本
、
総
視
聴
回
数
は
１
億
回
、
シ
ェ
ア
（
ほ
か
の
人
へ

の
情
報
提
供
）
は
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
民
間
企

業
等
企
画
の
３
倍
に
上
り
ま
し
た
。

後
日
談
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
か
げ
で
乳

が
ん
を
早
期
発
見
で
き
た
と
い
う
感
謝
の
声
を
人
づ
て
に

聞
い
た
と
き
に
は
、
担
当
と
し
て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。

取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て

行
政
と
し
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
様
々
あ
り
、

ど
う
し
て
も
す
べ
て
の
人
へ
網
羅
的
に
情
報
を
伝
え
た
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
、
医
療
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
は
当
然
異
な
り
、
さ
ら
に
情
報
が
あ
ふ
れ
返
る
現
代

に
お
い
て
、
個
々
人
の
ス
タ
ン
ス
も
多
様
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
伝
え
た
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
情
報
と
し
て
発
信
す

る
だ
け
で
は
、
届
け
た
い
相
手
に
気
づ
い
て
す
ら
も
ら
え

ま
せ
ん
。
伝
わ
る
こ
と
で
初
め
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
、
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
２
例
は
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
力
を
借

り
て
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
反
響
も
も
ら
い
な
が
ら
進
め
ま

し
た
。
今
ま
で
情
報
を
届
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
層
へ
も

リ
ー
チ
で
き
る
可
能
性
を
示
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
専
門
的
な
要
素
の
あ
る
医
療
分
野
で
、
医
師
を
は

じ
め
と
し
た
医
療
職
の
方
々
に
も
大
変
好
意
的
に
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
と
継
続
の
重
要
性

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
公
開
講

座
な
ど
相
対
す
る
形
で
広
報
・
啓
発
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
紹
介
し
た
事
例
は
オ
ン

ラ
イ
ン
を
中
心
に
設
計
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
も
オ

ン
ラ
イ
ン
の
強
み
を
生
か
し
て
広
報
す
る
予
定
で
す
。
適

切
な
医
療
の
情
報
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ

く
り
は
、
一
朝
一
夕
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
継
続
性
と
多
様

な
発
信
が
不
可
欠
で
す
。
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

油沼さんの漫画のコマ

間接効果を表した図
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恋
に
、
想
像
力
を

男
女
の
出
会
い
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
簡
単
に
始
ま
る
現
代
に
、

あ
え
て
顔
も
名
前
も
知
ら
な
い
相
手
と
「
交
換
日
記
」
で

恋
を
始
め
る
。
長
野
県
茅
野
市
で
は
、
懐
か
し
い
け
れ
ど

新
し
い
婚
活
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八
ケ
岳
の
西
麓
に
位
置
す
る
当
市
は
、
八
ケ
岳
連
峰
の

雄
大
で
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
、
澄
み
わ
た
る
青
空
と
四

季
折
々
の
美
し
い
景
色
が
広
が
る
高
原
都
市
で
す
。
首
都

圏
や
中
京
圏
か
ら
は
、
電
車
や
車
で
約
２
時
間
と
い
う
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
と
、
蓼
科
や
白
樺
湖
、
車
山
高
原
な
ど
の

リ
ゾ
ー
ト
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
来
訪
者
に
愛

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
の
地
方
都
市
と
同
様
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
は
当
市
に
お
い
て
も
深
刻
で
す
。

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
多
く
の
自
治
体
が
婚
活
支

援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
様
々
な
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
婚
活
の
現
場
で
は
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
の
利
用
が
拡
大
し
、
趣
味
や
趣
向
の
合
う
相
手
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
で
気
軽
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る

◆◆◆

一
方
、
恋
愛
が
デ
ジ
タ
ル
に
、
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
な
る

こ
と
へ
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
婚
活
現
場
の
状
況
か
ら
、
初
対
面
の
人
と
話

を
す
る
の
が
苦
手
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
は
う
ま
く
な
じ
め

な
い
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
出
会
い
に
疲
れ
て
い
る
、
と
い

っ
た
課
題
が
あ
る
と
考
え
、「
交
換
日
記
」
と
い
う
ア
ナ

ロ
グ
な
ツ
ー
ル
を
用
い
た
婚
活
支
援
事
業
「
結ゆ

い

日に
っ

記き

」
を

２
０
１
８
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

企
画
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

企
画
の
構
想
か
ら
ス
タ
ー
ト
ま
で
は
約
６
カ
月
。
市
と

協
力
会
社
が
議
論
を
重
ね
、「
ま
だ
会
っ
た
こ
と
の
な
い

異
性
と
の
交
換
日
記
を
通
じ
た
婚
活
支
援
企
画
」
と
い
う

ア
イ
デ
ア
に
市
内
在
住
者
と
市
外
在
住
者
と
の
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
と
い
う
視
点
も
盛
り
込
み
、
都
市
部
の
若
者
に
も
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
作
り
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
お
互
い
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
と
簡
単
な
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
し
か
公
開
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
記
は
市
を

◆◆◆

仲
介
す
る
た
め
、
参
加
者
は
実
際
に
会
う
と
き
ま
で
相
手

の
顔
も
名
前
も
住
所
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
記

に
よ
る
１
ペ
ー
ジ
１
ペ
ー
ジ
の
交
流
に
よ
り
相
手
を
知

り
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
記
は
、
顔
が
見
え
な
い
参
加
者
同
士
が
短
い
期
間
で

距
離
が
縮
め
ら
れ
る
よ
う
、
構
成
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し

た
。通
常
の
交
換
日
記
は
た
だ
日
記
を
書
く
だ
け
で
す
が
、

「
結
日
記
」
で
は
１
日
分
を
、
相
手
を
知
り
自
分
を
伝
え

る
き
っ
か
け
と
な
る
企
画
の
ペ
ー
ジ
と
、
自
分
の
生
活
や

気
持
ち
を
自
由
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
ペ
ー
ジ
で
構

成
し
て
い
ま
す
。
企
画
ペ
ー
ジ
で
は
、
出
身
地
や
好
き
な

映
画
な
ど
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
尋
ね
る
簡
単
な
質
問
か
ら

始
め
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
自
慢
の
友
人
や
家
族

の
紹
介
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
浮
き
沈
み
を
折
れ
線
で
表

す
な
ど
、
徐
々
に
相
手
の
深
い
部
分
ま
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

௕
໺
ݝ
כ
໺
ࢢ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

結日記のカバーと表紙

―
交
換
日
記
で
婚
活
支
援
―

∁
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ܚ
थ

כ
໺
ࢢ
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参
加
者
は
、
約
３
カ
月
に
わ
た
る
10
回
の
日
記
交
換
を

通
じ
、
相
手
と
の
出
会
い
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
市
の

花
で
あ
る
「
り
ん
ど
う
」
が
描
か
れ
た
し
お
り
を
日
記
に

挟
み
ま
す
。
し
お
り
が
お
互
い
か
ら
挟
ま
れ
る
と
、
い
よ

い
よ
待
ち
に
待
っ
た
対
面
で
す
。

初
め
て
の
対
面
は
、
市
内
に
あ
る
湖
畔
の
カ
フ
ェ
で
行

わ
れ
ま
す
。
約
１
時
間
、
日
記
を
片
手
に
２
人
だ
け
で
話

を
し
た
後
、
神
秘
的
な
「
御み

射し
ゃ

鹿か

池い
け

」
に
場
所
を
移
し
、

告
白
タ
イ
ム
。
カ
ッ
プ
ル
成
立
と
な
れ
ば
、
連
絡
先
を
交

換
し
ま
す
。
約
３
カ
月
交
流
を
続
け
て
き
た
相
手
と
初
め

て
顔
を
合
わ
せ
る
場
面
な
の
で
、
２
人
に
と
っ
て
最
高
の

思
い
出
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

参
加
者
募
集
に
あ
た
っ
て
の
情
報
発
信
は
、
協
力
会
社

と
の
検
討
に
よ
り
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー

ス
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
ま
し
た
。
企

画
の
リ
リ
ー
ス
と
同
時
に
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

広
く
拡
散
さ
れ
、
第
１
回
は
10
組
20
人
の
募
集
に
対
し
、

男
性
ýÿ
人
、
女
性
１
６
９
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
マ

ッ
チ
ン
グ
し
た
10
組
の
う
ち
、
最
終
的
に
は
晴
れ
て
５
組

が
カ
ッ
プ
ル
成
立
。
協
力
会
社
と
力
を
合
わ
せ
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
取
り
込
め
た
こ
と
が
反
響
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
が
る
結
日
記
の
輪

第
１
回
の
企
画
終
了
後
、
他
の
自
治
体
か
ら
も
問
い
合

◆◆◆

わ
せ
を
い
た
だ
き
、
第
３
回
は
福
島
県
西
会
津
町
、
宮
崎

県
椎
葉
村
と
と
も
に
共
同
開
催
し
ま
し
た
。
茅
野
市
で
は

３
回
の
開
催
で
計
４
８
８
人
も
の
応
募
が
あ
り
、
当
選
し

た
3ü
組
の
う
ち
1þ
組
の
カ
ッ
プ
ル
成
立
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。こ

の
企
画
は
、
日
記
の
交
換
を
始
め
て
か
ら
相
手
と
出

会
う
ま
で
約
３
カ
月
と
婚
活
企
画
と
し
て
は
長
期
に
わ
た

り
、
手
間
が
か
か
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
カ
ッ

プ
ル
に
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
に
も
好
評
で
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
交
換
日
記
は
懐
か
し
さ
と
新
鮮
さ
が
あ
り
、

こ
の
待
ち
遠
し
さ
は
メ
ー
ル
で
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
」「
初
対
面
の
人
と
話
を
す
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
が
、

日
記
を
通
し
て
自
分
の
事
を
話
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
届
き
、
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
掘
り
起
こ
し
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に

今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

を
所
有
し
、
2û
時
間
３
６
５
日
デ
ジ
タ
ル
に
囲
ま
れ
た
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
手
書
き
の
文
章
を
通
じ

た
温
か
さ
や
、
返
事
が
届
く
ま
で
の
待
ち
遠
し
さ
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
結
日

記
へ
の
応
募
者
に
は
、
市
外
在
住
の
女
性
が
多
く
、
ま
た
、

企
画
の
参
加
者
か
ら
紹
介
を
受
け
た
方
も
い
ま
す
。
こ
の

企
画
は
、
単
な
る
婚
活
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
関
係
人
口

創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
企
画
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
大
き
い
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
茅
野
市
な
ら
で
は
の
新
た
な
取
り
組
み
の
展

開
を
通
じ
、「
茅
野
市
フ
ァ
ン
」
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

告白タイムの舞台となる「御射鹿池」

2人が初めて出会う湖畔のカフェ「HYTTER LODGE & CABINS」
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「
源
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

山
梨
県
小
菅
村
は
、
面
積
の
約
半
分
が
秩
父
多
摩
甲
斐

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
面
積
の
約
３
分
の
１
が
東
京
都
の
水
源
涵
養

林
と
な
っ
て
お
り
、
多
摩
川
流
域
４
５
０
万
人
を
は
じ
め

と
す
る
首
都
圏
民
の
生
活
に
直
結
す
る
国
土
・
環
境
保
全

の
最
前
線
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
山
村
的
な
色
彩
の
強
い
林
業
と
農
業
の
村
で

し
た
が
、
高
度
成
長
期
に
村
外
へ
の
就
業
や
小
規
模
製
造

業
の
立
地
、
建
設
業
従
事
者
の
需
要
の
増
大
な
ど
に
よ
り

２
次
産
業
化
が
進
み
、近
年
は
釣
り
場
や
日
帰
り
温
泉「
小

菅
の
湯
」、
道
の
駅
こ
す
げ
、「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
・
こ
す
げ
」
の
開
業
な
ど
で
観
光
産
業
も
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
波
を
抑
え
る
こ
と

は
で
き
ず
、
村
の
人
口
は
こ
の
30
年
間
で
１
２
０
０
人
か

ら
７
２
０
人
へ
と
大
幅
に
減
少
し
、
就
業
の
場
の
拡
大
に

も
陰
り
が
見
え
て
い
ま
す
。

小
菅
村
は
多
摩
川
・
相
模
川
源
流
域
に
位
置
し
て
い
る

◆◆◆

こ
と
か
ら
、「
源
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
村
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
源
流
と
は
単
に
水
の
源
と
い
う
意
味
だ

け
で
は
な
く
、
古

い
に
し
えよ

り
引
き
継
が
れ
て
き
た
人
々
の
生
活

や
文
化
の
原
点
、
動
植
物
や
自
然
の
原
風
景
な
ど
、
広
く

「
源

み
な
も
と」

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

１
９
８
７
年
か
ら
「
水
と
火
と
味
」
を
テ
ー
マ
に
、
多

摩
源
流
ま
つ
り
を
開
催
し
、
小
菅
村
の
郷
土
食
の
提
供
や

マ
ス
の
つ
か
み
取
り
体
験
、
郷
土
芸
能
・
和
太
鼓
の
披
露

な
ど
、
首
都
圏
民
に
「
多
摩
源
流
小
菅
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
村
民
一
人
一
人
が
一
役
を
担
い
、
住
民
総
参
加

に
よ
る
手
づ
く
り
の
祭
典
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

祭
り
を
き
っ
か
け
に
、
源
流
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
村
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
基
本
理
念
が
地
域
住
民
に
も
浸
透
し
始
め

ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
一
美
し
い
源
流
の
村
を
目
指

し
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
村
内
一
斉

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

村
外
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
も
必
要
と
考
え
、
２
０
０
４

年
か
ら
は
村
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
多
摩
川
源
流
研
究

所
を
開
設
し
、
源
流
か
ら
下
流
域
へ
の
情
報
発
信
と
交
流

事
業
の
展
開
を
主
と
す
る
新
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
７
年
に
は
東
京
農
業
大
学
と
の
連

携
か
ら
「
多
摩
川
源
流
大
学
」
が
開
校
し
、
現
在
は
法
政

大
学
、
日
本
体
育
大
学
、
中
央
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
な

ど
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
ま
す
。多
摩
川
源
流
大
学
で
は
、

小
菅
村
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
大
学
内
で
は
学
べ
な

い
源
流
な
ら
で
は
の
農
作
業
や
林
業
実
技
を
学
ぶ
も
の

で
、住
民
が
講
師
と
な
り
本
年
で
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
か
ら
、
源
流
を
テ
ー
マ
に
地
域
活
性
化

に
向
け
た
地
域
住
民
と
流
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
源
流
を

主
と
し
た
村
づ
く
り
の
基
本
構
想
は
樹
立
さ
れ
、「
源
流
」

と
い
う
言
葉
は
村
づ
く
り
の
中
心
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
す
げ
村
人
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

全
国
で
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
方
創
生
の
旗

印
の
も
と
、
移
住
定
住
促
進
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
移
住
者
増
に
よ
る
定
住
人
口
だ
け

で
な
く
、
都
市
住
民
が
農
山
村
部
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
り
、地
域
住
民
と
交
流
し
た
り
す
る
な
ど
、

地
域
外
か
ら
地
域
と
関
わ
り
を
深
め
る
関
係
人
口
の
重
要

性
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
菅
村
で
は
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
で
「
分
数
住
民
」

の
概
念
を
掲
げ
、観
光
等
で
村
を
訪
れ
る
人
（
交
流
人
口
）

を
「
１
／
３
村
人
」、
村
に
愛
着
を
持
ち
地
域
づ
く
り
に

関
わ
る
人
（
関
係
人
口
）
を
「
１
／
２
村
人
」、
村
内
に

居
住
す
る
人
（
定
住
人
口
）
を
「
１
／
１
村
人
」
と
位
置

づ
け
、「
１
／
３
村
人
」

←

「
１
／
２
村
人
」

←

「
１
／

１
村
人
」
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

を
進
め
、
２
０
１
５
年
か
ら
人
口
が
微
増
す
る
な
ど
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ࢁ
ས
ݝ
খ
ੁ
ଜ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

―
Ｐ
Ｒ
動
画
が
短
編
映
画
祭
の
最
終
候
補
に
―

क
ॏ
　
༟
࿨

খ
ੁ
ଜ
ݯ
ྲྀ
ৼ
ڵ
՝�

՝
長

「
ݯ
ྲྀ
」
ʹ
͜
ͩ
Θ
ỳ
ͨ
ଜ
ͮ
͘
Γ
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こ
の
一
環
と
し
て
「
こ
す
げ
村
人
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
村
外
の
人
が
使
え
る
「
１
／
２
村
人

カ
ー
ド
」
と
、
村
民
が
使
え
る
「
１
／
１
村
人
カ
ー
ド
」

を
用
意
し
ま
し
た
。

１
／
２
村
人
カ
ー
ド
は
、
村
内

の
主
要
観
光
施
設
で
あ
る
道
の
駅

こ
す
げ
、
小
菅
の
湯
、
フ
ォ
レ
ス

ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
こ
す
げ
で

の
買
い
物
１
０
０
円
ご
と
に
１
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
村
外
の
加

盟
店
お
よ
び
サ
イ
モ
ン
ズ
ポ
イ
ン

ト
モ
ー
ル
を
経
由
し
た
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
も
買
い
物
金
額
に

応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま

す
。１

／
１
村
人
カ
ー
ド
は
、
１
／

２
村
民
カ
ー
ド
と
同
様
に
村
内
観

光
施
設
の
利
用
ポ
イ
ン
ト
に
加
え

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
地

域
ポ
イ
ン
ト
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
歩
数
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
や
村
の
活
性
化
と
村
民

の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
も
付
与
さ
れ
、
獲

得
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
村
内
の
商

店
な
ど
で
使
用
で
き
る
５
０
０
円
分
の
金
券
と
引
き
換
え

ら
れ
ま
す
。

カ
ー
ド
の
最
大
の
特
徴
は
、
有
効
期
限
が
切
れ
て
失
効

し
た
ポ
イ
ン
ト
が
村
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
寄
付
さ

れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
多
摩
川
源
流
域
の
自
然
保
全
や
、
村

内
外
の
方
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

小
菅
村
オ
ブ
ザ
デ
ッ
ド

地
方
創
生
事
業
の
中
で
、
若
い
人
た
ち
に
移
住
・
定
住

を
呼
び
か
け
る
た
め
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
動
画
制
作
を

目
指
す
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
小
中
学
生
の
い
る

世
帯
を
中
心
に
移
住
施
策
を
展
開
し
て
い
た
た
め
、
動
画

へ
の
子
供
た
ち
の
出
演
も
模
索
。
そ
の
際
、「
子
供
の
顔

が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
と
い
う
課
題
に
対
し
「
ゾ
ン
ビ
に
扮ふ

ん

す
れ
ば
特
定
で

き
な
い
」
と
の
結
論
に
な
り
、
ホ
ラ
ー
ゲ
ー
ム
実
況
風
に

制
作
が
進
み
ま
し
た
。

村
人
総
出
で
つ
く
っ
た
動
画
が
「
小
菅
村
オ
ブ
ザ
デ
ッ

ド
」。
村
の
特
産
物
を
ア
イ
テ
ム
に
使
用
し
、
教
育
環
境

が
整
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
村
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
が
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
開
直
後
か
ら
動
画
再
生
回
数
が

伸
び
、
２
０
１
８
年
に
は
国
際
短
編
映
画
祭
「
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
ア
ジ
ア
」
で
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

動
画
サ
イ
ト
はIUUQT���LP�LPTVHF�KQ�QMBZ������

◆◆◆

多摩川源流

こすげ村人ポイントカードこすげ村人ポイントカード

多摩川源流多摩川源流

こすげ村人ポイントカード
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売
名
の
果
て

愛
知
県
岡
崎
市
は
、「
徳
川
家
康
公
の
生
誕
地
」「
八
丁

み
そ
の
発
祥
地
」
な
ど
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ス
テ
ー
タ
ス
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
武
将
観
光
・
み
そ
グ
ル
メ
と

も
に
名
古
屋
市
を
は
じ
め
と
し
た
他
地
域
の
陰
に
隠
れ
、

知
名
度
向
上
・
誘
客
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
客
層
も
年
配
の
方
が
多
く
、
そ
れ
も
旅
の
途
中
の
立

ち
寄
り
程
度
。
滞
在
時
間
は
短
く
、
消
費
も
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
岡
崎
市
で
は
旅
行
者
然
と
し
た
若

者
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
目
的

は
一
つ
。
大
人
気
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
「
東
海
オ
ン
エ
ア
」

の
聖
地
巡
り
で
す
。旅
先
は
岡
崎
市
内
で
完
結
し
て
お
り
、

滞
在
時
間
も
長
め
。
ま
た
、
グ
ル
メ
も
東
海
オ
ン
エ
ア
ゆ

か
り
の
も
の
を
求
め
る
た
め
、
消
費
が
市
内
に
集
中
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
「
東
海
オ
ン
エ
ア
と
同
じ

町
に
住
み
た
い
」
と
い
う
理
由
で
移
住
し
て
き
た
フ
ァ
ン

も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
東
海
オ
ン
エ
ア
と
の
二
人
三
脚

◆◆◆

で
実
現
し
た
地
域
振
興
の
結
果
な
の
で
す
。

悪
名
？
ご
褒
美
だ

「
岡
崎
×
東
海
オ
ン
エ
ア
事
業
」
の
始
ま
り
は
、
若
者

向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
検
討
し
始
め
た
こ
と
で

し
た
。
若
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ

め
と
し
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
へ
の
適
応
が
急
務
。し
か
し
、

行
政
は
新
し
い
も
の
に
手
を
付
け
る
こ
と
を
苦
手
に
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
岡
崎
を
拠
点
に
活
動
し
、
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
を
使
い
こ
な
し
、
若
者
の
フ
ァ
ン
を
多
数
有
し
て

い
た
東
海
オ
ン
エ
ア
に
Ｐ
Ｒ
協
力
を
依
頼
。
そ
う
し
て
立

ち
上
が
っ
た
の
が
「
岡
崎
観
光
伝
道
師
」
で
す
。

今
で
こ
そ
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
事
業
で
す
が
、

任
命
し
た
当
時
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
対
す
る
世
間
の
印

象
は
決
し
て
良
く
は
な
く
、
批
判
の
声
も
根
強
く
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
は
ま
さ
に
狙
い

通
り
。「
悪
名
は
無
名
に
勝
る
」
と
い
う
よ
り
「
岡
崎
の

知
名
度
で
質
の
良
し
あ
し
を
問
う
な
ど
片
腹
痛
い
」
と
思

い
な
が
ら
、
認
知
度
向
上
に
注
力
。
ク
レ
ー
ム
・
炎
上
は

◆◆◆

注
目
の
証
左
で
、
成
果
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

周
囲
の
反
応
が
反
転
し
た
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
８
年

８
月
、「
全
国
ふ
る
さ
と
甲
子
園
」
で
「
行
き
た
い
街
Ｎ

Ｏ
１
」
を
獲
得
し
た
こ
と
で
し
た
。
映
画
や
ド
ラ
マ
と
い

っ
た
映
像
作
品
と
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
地
域
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
街
の
魅
力
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
岡
崎
市
は
映
像
作

品
に
東
海
オ
ン
エ
ア
を
掲
げ
て
出
場
。
初
の
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
話
題
を
集
め
ま
し
た
。
東
海
オ
ン

エ
ア
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
た
こ
と
で
、
来
場
者
の
半
分

近
く
が
彼
ら
の
フ
ァ
ン
と
い
う
事
態
に
。
こ
れ
以
降
、
東

海
オ
ン
エ
ア
と
の
事
業
が
市
全
体
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
否
定
的
な
意
見
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
効
果
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
東
海
オ
ン
エ
ア
フ
ァ
ン
の
旅
行
者
と
地
元

Ѫ
஌
ݝ
Ԭ
࡚
ࢢ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

東海オンエア

―
東
海
オ
ン
エ
ア
と
の
行
政
ら
し
く
な
い
Ｐ
Ｒ
―

୲
౰
̩

Ԭ
࡚
ࢢ
໾
ॴ
؍
ޫ
ਪ
ਐ
՝

౔
ண
Ϣ
ồ
ν
ỿ
ồ
ό
ồ
と
ࣗ
࣏
ମ
ͷ
ຶ
݄
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の
年
配
の
方
が
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
光
景
を
見
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
子
や
孫
と

の
話
題
か
ら
東
海
オ
ン
エ
ア
を
知
っ
た
と
の
こ
と
。
聖
地

を
探
し
て
い
る
若
者
に
地
元
の
方
が
声
を
か
け
、
案
内
し

な
が
ら
交
流
す
る
と
い
う
「
お
も
て
な
し
」
の
形
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
旅
行
者
の
満
足
度
を
引
き
上
げ
、

リ
ピ
ー
ト
率
を
上
げ
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
者
も
楽
し
む

東
海
オ
ン
エ
ア
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た

単
発
企
画
は
話
題
性
に
よ
る
認
知
度
向
上
の
効
果
は
あ
る

も
の
の
、
年
間
を
通
し
て
の
来
訪
や
消
費
増
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。

次
に
行
っ
た
の
が
周
遊
促
進
施
策
。
聖
地
巡
り
な
ど
を

恒
常
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
継
続
的
な
集
客
を
図
り
ま

し
た
。
そ
の
起
爆
剤
と
し
て
作
成
し
た
の
が
等
身
大
パ
ネ

ル
で
す
。
設
置
し
た
施
設
で
は
集
客
・
Ｐ
Ｒ
に
大
成
功
。

フ
ァ
ン
が
パ
ネ
ル
と
撮
っ
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る

◆◆◆

こ
と
で
２
次
拡
散
も
期
待
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
岡
崎
市
で
し
か
入
手
で
き
な
い
啓
発
品
を
制

作
し
ま
し
た
。
定
期
的
に
品
を
変
え
る
、
ラ
ン
ダ
ム
性
を

取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
要
素
を
高
め
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配
布
に
あ

た
っ
て
、市
役
所
で
行
っ
て
い
る
「
フ
ァ
ン
分
布
マ
ッ
プ
」

「
聖
地
投
票
」
な
ど
の
企
画
へ
の
参
加
を
条
件
に
す
る
こ

と
で
、
お
渡
し
す
る
際
に
居
住
地
、
来
訪
回
数
な
ど
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

異
例
の
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
東
海
オ
ン
エ
ア
の
」

と
い
う
修
飾
を
外
し
て
み
た
場
合
、
内
容
の
一
つ
一
つ
は

決
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岡
崎
市
が
他

と
違
う
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
コ
ラ
ボ
相
手
が
ユ
ー
チ

ュ
ー
バ
ー
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
フ
ァ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
Ｐ
Ｒ
で
す
。
例
え
ば
、
東
海
オ
ン
エ
ア
で
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
た
公
用
車
を
「
痛
車
」、
首
を
折
ら
れ
た
等
身
大

パ
ネ
ル
を
「
デ
ュ
ラ
ハ
ン
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
く
ふ
ざ
け
る
こ
と
で
、
フ
ァ
ン
自
身
が
自
発
的
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
話
題
に
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
定
期
的
な
等
身
大
パ
ネ
ル
の
設
置
場
所
変
更
や
彼
ら

の
動
画
に
合
わ
せ
た
小
ネ
タ
な
ど
、
話
題
を
切
ら
さ
な
い

こ
と
も
重
要
で
す
。
担
当
者
自
身
が
楽
し
ん
で
い
れ
ば
、

ア
イ
デ
ィ
ア
は
次
々
と
湧
い
て
き
ま
す
ね
。

給
料
は
増
え
な
い

岡
崎
市
が
幸
運
だ
っ
た
の
は
東
海
オ
ン
エ
ア
が
い
た
こ

と
。
全
力
で
協
力
し
て
く
れ
る
彼
ら
の
地
域
愛
に
は
敬
服

す
る
思
い
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
甘
え
て
ば
か
り
も
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
関
係
継
続
の
た
め
、
岡
崎
市
も
主
に
２
つ

の
配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
彼
ら
の
フ
ァ
ン
が

喜
ぶ
企
画
に
な
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

市
内
で
の
動
画
撮
影
を
し
や
す
く
す
る
こ
と
で
す
。
岡
崎

市
で
は
、
そ
れ
を
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
撮
影

支
援
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
は
映
画
や
ド
ラ
マ
な

ど
の
撮
影
を
誘
致
す
る
事
業
で
す
が
、
岡
崎
市
は
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
も
対
象
と
す
る
こ
と
で
公
的
に
彼
ら
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
の
で
す
。

企
画
や
話
題
の
多
さ
は
、岡
崎
市
に
と
っ
て
は
誘
客
に
、

東
海
オ
ン
エ
ア
に
と
っ
て
は
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

り
ま
す
。
撮
影
支
援
は
、
岡
崎
市
に
と

っ
て
は
聖
地
の
創
出
に
、
東
海
オ
ン
エ

ア
に
と
っ
て
は
活
動
の
幅
広
さ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
う
し
て
行
政
し
か
で
き

な
い
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築
け

た
こ
と
が
成
功
の
肝
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。し

か
し
、
行
政
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ク

が
一
つ
。
そ
れ
は
、
ど
れ
ほ
ど
成
果
を

出
し
て
も
、
私
の
給
料
は
増
え
な
い
こ

と
で
す
。
評
価
す
る
な
ら
金
を
く
れ
。

◆◆◆

公用車に東海オンエアをラッピングした「痛車」

岡崎×東海オンエア事業の各種パンフレット

ファン分布マップ。東海オンエアファンの
在住都道府県にシールを張ってもらう

イベント出演中の東海オンエア
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謀
反
に
関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ
!?

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
ま
ち
と
い
う
歴
史
を
生
か
し
京
都

府
福
知
山
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
む
担
当
者
（
私
）
が
、

光
秀
か
ら
の
「
謀
反
に
関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ
」
と
い

う
画
像
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
見
つ
け
た
の
は
、
今
年
１
月

の
こ
と
で
し
た
。
体
裁
は
明
ら
か
に
、
公
的
機
関
か
ら
の

通
知
と
し
て
た
ま
に
家
に
届
く
、
ペ
リ
ペ
リ
と
め
く
る
あ

の
圧
着
ハ
ガ
キ
。
中
に
は
、本
能
寺
の
変
の
「
謀
反
内
容
」

や
「
謀
反
に
関
す
る
注
意
」
が
極
め
て
お
役
所
的
な
言
葉

で
つ
づ
ら
れ
、「
謀
反
後
、
天
下
を
取
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
長
期
政
権
を
保
証
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
」
と
い
う
、
笑
え
つ
つ
も
な
ん
だ
か
切
な
く
な
っ
て
し

ま
う
一
文
も
。そ
の
絶
妙
な
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
に
驚
嘆
、

ま
た
宛
先
が
福
知
山
城
で
あ
っ
た
こ
と
に
縁
を
感
じ
、
投

稿
者
の
ス
エ
ヒ
ロ
さ
ん
に
「
圧
着
ハ
ガ
キ
化
し
た
い
」
と

ご
連
絡
し
た
ら
、
ス
エ
ヒ
ロ
さ
ん
が
京
都
府
出
身
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ガ
キ
を
、
明
智
光
秀
が
築
い
た
福
知
山
城
や
、

◆◆◆

１
月
か
ら
１
年
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
福
知
山
光

秀
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
入
館
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
す
る
か
…
…

な
ど
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
そ
の
案
は
早
々
と
撤
回
に
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
３
月
か

ら
、
城
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
長
期
の
臨
時
休
館
に
入
っ
た

か
ら
で
す
。
予
期
せ
ぬ
局
面
へ
と
突
入
し
て
い
き
、
係
の

メ
ン
バ
ー
も
次
々
と
コ
ロ
ナ
事
業
と
の
兼
務
に
な
り
ま

す
。
い
く
つ
か
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
も
、
今
後
ど
ん
な

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
く
か
、
そ
も
そ
も
し
て
い
い
の
か
、

な
ど
と
逡
巡
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

史
実
×
ユ
ー
モ
ア
×
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

そ
ん
な
な
か
、
本
能
寺
の
変
が
起
こ
っ
た
日
（
６
月
２

日
）
が
迫
っ
て
き
ま
す
。
明
智
光
秀
が
主
人
公
の
大
河
ド

ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
放
送
年
で
あ
る
、
一
生
に
１
度
の

「
光
秀
イ
ヤ
ー
」
の
「
光
秀
月
間
」
に
や
っ
ぱ
り
何
か
し

た
い
と
思
い
、
今
あ
る
も
の
を
今
で
き
る
方
法
で
や
る
、

本
能
寺
の
変
づ
く
し
の
企
画
を
突
貫
で
つ
く
り
ま
し
た
。

◆◆◆

構
想
か
ら
発
表
ま
で
は
２
週
間
ほ
ど
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
史
実
×
ユ
ー
モ
ア
×
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
」。
ハ
ガ
キ
が
体
現
し
て
い
る
「
史
実
×
ユ
ー
モ
ア
」

の
ト
ー
ン
に
、
後
付
け
の
企
画
も
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し

た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
「
役
所
の
必
死
さ
」
が
結
果
的

に
良
い
方
に
転
ん
だ
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
お
う

ち
で
光
秀
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
冠
名
を
つ
け
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
を
応
援
す
る
企
画
だ
と
名
前
で
も
明
確
に
わ
か

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
休
館
中
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
「
本
能
寺
の
変
」
部
分
の

展
示
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開

○
展
示
の
な
か
で
特
徴
的
な
「
本
能
寺
の
変
の
ü0
の
原
因

説
」
に
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
、
皆
さ
ん
の
「
推
し
説
」
を

選
ん
で
も
ら
う
人
気
投
票
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
題

し
て「
本
能
寺
の
変�

原
因
説
ü0�

総
選
挙
」。
略
し
て「
＃

Ｈ
Ｎ
Ｇ
ü0
」

○
投
票
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
明
智
光
秀
か
ら
の
「
謀
反

の
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」
を
本
能
寺
の
変
の
出
陣
日
（
６

月
１
日
）
ま
で
に
届
く
よ
う
郵
送

○
本
能
寺
の
変
が
起
こ
っ
た
日
（
６
月
２
日
）
に
Ｈ
Ｎ
Ｇ

ü0
の
結
果
を
発
表

部
署
内
で
も
「
え
え
ん
ち
ゃ
う
。
や
っ
て
み
」
と
い
う

こ
と
で
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

１
つ
の
ツ
イ
ー
ト
が
、
波
紋
の
よ
う
に

転
機
は
、
ス
エ
ヒ
ロ
さ
ん
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
こ
の
企
画

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。「
歴
史
ユ
ー
モ
ア
ネ

タ
好
き
」
の
ス
エ
ヒ
ロ
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
か
ら
、
波
紋

の
よ
う
に
世
の
中
に
広
が
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
ûþ
都
道

府
県
と
海
外
か
ら
約
３
・
５
万
票
が
集
ま
り
、
プ
レ
ゼ
ン

◆◆◆

ژ
౎
෎
෱
஌
ࢁ
ࢢ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

Ӊ
౎
ٶ
　
๖

෱
஌
ࢁ
ࢢ
ൿ
ॻ
޿
ใ
՝�

γ
テ
ィ
ϓ
ロ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ン
܎

―
３
万
人
と
つ
く
っ
た
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
企
画
―

ឯ
༨
ۂ
ં
ͷ
「
ຊ
ೳ
ࣉ
ͷ
ม
」
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ト
の
抽
選
は
２
４
０
倍
も
の
倍
率
に
も
な
り
ま
し
た
。
６

月
２
日
に
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
本
能
寺
の
変
」
が
ト
レ

ン
ド
入
り
の
快
挙
。も
ち
ろ
ん
こ
の
企
画
だ
け
で
な
く
様
々

な
話
題
が
重
な
っ
た
末
の
ト
レ
ン
ド
入
り
で
は
あ
る
の
で

す
が
、
来
年
か
ら
も
６
月
２
日
に
は
こ
の
企
画
が
再
発
掘

さ
れ
、
話
題
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

中
、
楽
し
い
ひ
と
時
だ
っ
た
」「
コ
ロ
ナ
で
引
き
こ
も
り

の
な
か
、
楽
し
く
親
子
会
議
が
で
き
た
」「
平
和
な
日
常

に
戻
っ
た
ら
、
必
ず
福
知
山
に
遊
び
に
行
く
」
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
続
々
と
届
い
た
こ
と
で
す
。
せ
め
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
全
国
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
れ
た
ら
と
い
う
思
い
が
か

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
同
士
の
つ
な
が
り
も
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
な
と
感
じ
ら
れ
て
、
こ
う
し
て

思
い
返
す
た
び
に
、
感
慨
が
胸
に
満
ち
ま
す
。

準
備
中
、何
度
か「
何

も
し
な
い
方
が
安
全
な

の
で
は
」「
間
に
合
わ

な
い
！　

後
ろ
倒
し
に

し
た
方
が
楽
な
の
で

は
」
と
よ
ぎ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
ま
ま
終
わ
る
の
は
あ

ま
り
に
や
る
せ
な
い
と

い
う
泥
臭
い
感
情
を
原

動
力
に
な
ん
と
か
間
に

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
や
っ
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
誰

も
が
大
変
で
不
安
な

中
、
見
ず
知
ら
ず
の
市

役
所
に
対
し
て
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
人
が
こ

れ
ほ
ど
い
る
、
と
わ
か
っ
た
と
き
の
感
動
は
筆
舌
に
尽
く

し
難
い
で
す
。
地
方
の
ま
ち
で
も
、
全
国
の
人
に
存
在
を

知
っ
て
も
ら
え
る
。
直
接
会
っ
て
い
な
く
て
も
、
応
援
し

て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
実
感
で
き
た
こ
と
は
、

地
方
の
ま
ち
と
し
て
は
、
希
望
で
す
。

つ
な
が
り
の
そ
の
後

こ
う
し
て
３
万
人
と
つ
く
り
上
げ
た
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
企

画
は
完
結
し
ま
し
た
が
、「
福
知
山
フ
ァ
ン
」
の
皆
さ
ん

と
ど
う
や
っ
て
関
係
性
を
続
け
る
か
と
い
う
課
題
意
識

と
、「
ハ
ガ
キ
を
何
ら
か
の
方
法
で
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

か
」
と
い
う
参
加
者
の
声
が
重
な
り
、
７
月
に
「
続
編
」

企
画
が
で
き
ま
し
た
。
福
知
山
の
光
秀
事
業
を
応
援
す
る

◆◆◆

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
、
特
典
と
し
て
ハ
ガ
キ
と
、
城
＆

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
無
料
入
場
券
を
お
送
り
す
る
と
い
う
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
（
Ｃ
Ｆ
）
で

す
。
７
月
中
旬
現
在
、
２
０
０
０
人
以
上
か
ら
計
７
０
０

万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
、
１
年
半

前
に
も
光
秀
Ｃ
Ｆ
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
支
援
者
の
数
で

い
う
と
１
０
０
倍
も
の
差
が
…
…
。
同
じ
趣
旨
で
も
、
状

況
や
伝
え
方
次
第
で
結
果
は
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と

も
、
こ
の
た
び
、
身
に
染
み
る
ほ
ど
わ
か
り
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
特
典
を
持
っ
た
皆
さ
ん
と
、
こ
の
福
知

山
で
再
会
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
、
今
後
も
現
地
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
両
輪
で
、
福
知
山
フ
ァ
ン
を
増
や
す
企
画
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

光秀クラウドファンディング　ふるさと納税サイトさとふるより（7月中旬時点）

よく見ると「開封されますと謀反に同意したことに…」の一文が

謀反のお知らせハガキ　宛名は福知山城の明智秀満（光秀の腹心の部下）
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特 集
は
じ
め
に

神
戸
市
消
防
局
は
平
成
2ý
年
か
ら
、
民
間
企
業
と
共
同

企
画
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
や
動
画
な
ど
に
よ

り
、
防
火
・
防
災
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
は
、
消
防
局
は
人
件
費
以
外
の
費

用
を
一
切
負
担
し
て
い
ま
せ
ん
。
企
業
側
は
コ
ラ
ボ
商
品

を
自
社
商
品
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
売
り
上
げ
に
対
し
て
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
コ
ラ
ボ
企
画
に
は
、
そ
の
リ
ス
ク
以
上
の

魅
力
が
必
要
で
す
。

一
方
、
行
政
側
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

た
い
こ
と
を
、
コ
ラ
ボ
を
通
じ
て
届
け
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
単
な
る
消
防
ロ
ゴ
の
掲
示
な
ど
の
話
が

企
業
側
か
ら
あ
っ
て
も
お
断
り
を
し
て
い
ま
す
。
行
政
側

が
考
え
る
の
は
、「
何
を
売
る
か
」
で
は
な
く
、「
何
を
ど

の
よ
う
に
（
コ
ラ
ボ
企
画
を
通
じ
て
）
伝
え
る
か
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

◆◆◆

商
品
化
す
る
ま
で
の
背
景

コ
ラ
ボ
企
画
で
は
「
消
防
機
関
へ
の
イ
メ
ー
ジ
」、
と

り
わ
け
「
神
戸
市
消
防
局
」
の
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
明
確
化
し
、
企
業
に
訴
え
か
け
て
き
ま
し
た
。

コ
ラ
ボ
商
品
の
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
商
品
販
売
に
よ

る
収
益
で
す
。
売
れ
る
商
品
に
は
、
市
民
が
買
い
た
く
な

る
よ
う
な
「
こ
だ
わ
り
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
の
は
企
業
側

と
な
り
ま
す
が
、
消
防
局
と
の
コ
ラ
ボ
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
「
こ
だ
わ
り
」
の
部
分
を
入
れ
る
た
め
、
協
力
し
て
デ

ザ
イ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

発
売
日
は
時
期
に
も
よ
り
ま
す
が
、
よ
り
広
報
効
果
が

上
が
る
よ
う
、
消
防
に
関
す
る
記
念
日
な
ど
意
図
を
も
っ

た
日
に
設
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。商
品
デ
ザ
イ
ン
、

発
売
日
、
販
売
方
法
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
を
具

体
的
に
決
定
し
、
サ
ン
プ
ル
な
ど
で
最
終
確
認
を
行
っ
た

上
で
販
売
や
発
表
と
な
り
ま
す
。
企
業
に
よ
っ
て
は
、
市

政
記
者
へ
の
広
報
を
商
品
販
売
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て

◆◆◆

く
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

コ
ラ
ボ
商
品
の
一
例

【
Ｇ

−

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
】

平
成
2þ
年
に
本
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
カ
シ
オ
計
算
機
の
腕
時
計
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｇ

－

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
同
年
７
月
に

第
１
弾
の
コ
ラ
ボ
商
品
と
し
て
「
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ　

神

戸
市
消
防
局
タ
イ
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
に
は
、
救
助
隊
の
活
動
広
報
を
目
的
に
第
２

弾
と
な
る
「
神
戸
市
消
防
局
救
助
隊
発
足
ü0
周
年
記
念
モ

デ
ル
」
が
発
売
さ
れ
、
今
年
７
月
1þ
日
に
は
、
今
年
で
創

設
2ü
年
を
迎
え
る
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」
の
さ
ら
な
る
認

知
拡
大
を
目
的
に
、
仙
台
市
消
防
局
も
交
え
た
ト
リ
プ
ル

コ
ラ
ボ
と
し
て
「
緊
急
消
防
援
助
隊
モ
デ
ル
」
が
発
売
さ

れ
ま
し
た
。

【
救
塩
隊
キ
ャ
ン
デ
ィ
】

平
成
2Ā
年
５
月
に
は
、
熱
中
症
へ
の
注
意
喚
起
を
目
的

に
Ｕ
Ｈ
Ａ
味
覚
糖
か
ら
「
救
塩
隊
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
が
発
売

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
棚
に
「
救

塩
隊
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
が
並
ぶ
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
消
防

局
の
発
信
し
た
い
情
報
を
届
け
ら
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。

広
報
内
容
と
し
て
は
熱
中
症
関
連
の
情
報
発
信
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
救
急
業
務
全
般
に
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
一
つ
一
つ
の
包
装
に
救
急
全

般
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
印
刷
し
ま
し
た
。昨
年
５
月
に
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
味
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
再
販
も
さ
れ
ま

し
た
（
販
売
終
了
）。

◆◆◆

ฌ
ݿ
ݝ
ਆ
ށ
ࢢ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

ࢁ
Լ
　
੎
౉

ਆ
ށ
ࢢ
ফ
๷
局
૯
຿
部
૯
຿
՝
ا
ը
܎

ফ
๷
࢜
長

―
Ｇ

－

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
モ
デ
ル
や
ガ
チ
ャ
ピ
ン
動
画
―

ຽ
ؒ
ا
ۀ
と
ͷ
ί
ϥ
Ϙ
Ͱ
広
報
׆
ಈ
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特 集

コ
ラ
ボ
動
画

平
成
2Ā
年
３
月
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
コ
ラ
ボ
し
、
火
災
予

防
の
動
画
「
ガ
チ
ャ
ピ
ン
・
ム
ッ
ク
の
火
の
用
心
」
を
共

同
制
作
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
と
い
っ
た
従
来
型
の
広
報
ツ
ー
ル

は
、
情
報
の
届
く
範
囲
が
限
定
さ
れ
が
ち
で
す
。
効
率
的

な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
動
画

配
信
は
有
効
な
手
段
で
す
が
、
た
だ
伝
え
た
い
情
報
を
盛

り
込
ん
だ
だ
け
で
は
、
多
く
の
方
に
視
聴
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
話
題
性
が
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災

◆◆◆

情
報
を
学
ん
で
も
ら
え
る
動
画
を
作
れ
ば
、
従
来
型
の
広

報
が
届
き
に
く
い
方
々
へ
も
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

動
画
は
、
消
防
隊
長
の
ガ
チ
ャ
ピ
ン
が
勇
敢
に
救
助
・

消
火
活
動
を
行
う
シ
ー
ン
が
見
ど
こ
ろ
で
、
住
宅
火
災
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
消
火
器
、
防
炎
製
品
の
紹
介
な
ど

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
動
画
は
、
公
開
後
約
１
年
で
再
生
回

数
１
０
０
０
万
回
に
達
し
、
令
和
２
年
６
月
時
点
で
１
８

０
０
万
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
動
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
同
様

に
、
公
費
を
使
わ
ず
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、
企
業
な
ど
か

ら
の
協
賛
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
消

防
局
が
全
面
協
力
し
な
い
と
絶
対
撮
れ

な
い
特
別
な
シ
ー
ン
」
を
消
防
局
か
ら

提
案
で
き
た
こ
と
で
、
相
手
企
業
に
と
っ
て
も
協
賛
企
業

に
と
っ
て
も
満
足
度
（
納
得
性
）
の
高
い
企
画
と
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
と
っ
て
魅
力
的
で

楽
し
い
動
画
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
、
火
災
予
防
や
救

急
等
の
情
報
発
信
を
幅
広
い
年
齢
層
（
特
に
若
年
層
）
に

対
し
て
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。課

題
と
展
望

コ
ラ
ボ
企
画
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
話
題
性
が
大
き
い

で
す
が
、
そ
の
話
題

性
の
み
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
本
来

消
防
が
広
報
し
た
い

内
容
、
目
的
が
達
成

で
き
て
い
る
の
か
を

し
っ
か
り
と
検
証
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ラ
ボ
企
画
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
発
展
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
消
防

を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
機
会
が
増
え

た
た
め
、
こ
の
機
会

を
う
ま
く
活
用
し
、

積
極
的
な
広
報
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆◆◆

救塩隊キャンディ

動画「ガチャピン・ムックの火の用心」

G-SHOCK「緊急消防援助隊モデル」
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特 集
ご
み
政
策
が
大
き
な
岐
路
に

真
庭
市
は
岡
山
県
北
部
、
総
面
積
８
２
８
平
方
㌔
の
県

内
で
一
番
広
い
自
治
体
で
す
。
面
積
の
８
割
が
山
林
で
、

木
材
を
燃
料
に
発
電
を
す
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
が
有

名
で
す
。
２
０
１
４
年
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」、

２
０
１
８
年
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、

環
境
先
進
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
真
庭
市
の
「
ご
み
」（
廃
棄
物
）
政
策
は
大
き

な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
「
生
ご
み
等
資
源
化

事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
。
焼
却
処
理
し
て
い
た「
生

ご
み
」
と
水
処
理
し
て
い
た
「
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
」
を

メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
、
液
体
肥
料
と
し
て
再
資
源
化
し
、
合

わ
せ
て
ご
み
処
理
施
設
を
整
理
統
合
し
て
ご
み
に
掛
け
る

経
費
を
削
減
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
も
う
一

つ
は
、
ご
み
の
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
が
も

う
す
ぐ
満
杯
に
な
る
た
め
、
新
た
な
最
終
処
分
場
の
整
備

が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

◆◆◆

廃
棄
物
施
設
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
と
、
周
辺
住
民
に

は
ど
う
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
ま
す
。
事

業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
、
ご
み
問
題
を
い
か

に
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
て
も
ら
い
、
理
解
し
て
も
ら
う

か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
い

か
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

関
心
を
ひ
く
に
は
「
意
外
性
」
と
「
ベ
タ
さ
」　

ご
み
問
題
の
Ｐ
Ｒ
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
予
算
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
企
画
は
「
直
営
」
で
す
。
企
画
内
容

は
環
境
課
職
員
で
考
え
て
い
ま
す
。「
ご
み
を
減
ら
そ
う
、

分
け
よ
う
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
」
と
普
通
に
訴
え
て
も

ま
ず
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
、「
ご

み
」
が
注
目
さ
れ
る
か
、
話
題
に
な
る
か
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
載
る
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
真
庭
市
出
身
の
現
代
ア
ー
ト
作
家
「
淀

川
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
に
ご
み
を
材
料
に
ア
ー
ト
作
品
を
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
真
庭
の
シ
シ
」
で
す
。
岡

山
県
北
部
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
こ
と
を「
シ
シ
」と
呼
び
ま
す
。

◆◆◆

作
品
の
お
披
露
目
は
２
０
１
８
年
11
月
末
に
設
定
。
翌

年
が
「
亥
年
」
で
し
た
の
で
、「
ご
み
が
ア
ー
ト
に
⁉
」
と

い
う
意
外
性
と
「
翌
年
の
干
支
の
イ
ノ
シ
シ
の
ア
ー
ト
作

品
」
と
い
う
あ
え
て
ベ
タ
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
作
っ
た

結
果
、
た
く
さ
ん
の
マ
ス
コ
ミ
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
狙
い
ど
お
り
で
し
た
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の

際
に
は
、
内
容
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
「
旬
」
を
意
識
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

真
庭
市
で
は
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
積
極
的
に
や
っ
て
い

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
各
課
の
リ
リ
ー
ス
数
を
集
計
し

庁
内
で
公
表
す
る
な
ど
、
そ
の
数
が
あ
る
種
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
業
務
を
こ
な
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、「
ど
う
見
せ
る
か
」
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

真
庭
と
コ
ラ
ボ
し
ま
せ
ん
か
？
　

真
庭
の
シ
シ
は
市
内
で
４
カ
月
展
示
し
た
後
、
２
０
１

９
年
４
月
か
ら
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９
」（
来

場
者
数
約
１
１
８
万
人
）
に
合
わ
せ
約
８
カ
月
間
、
岡
山

県
玉
野
市
で
展
示
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
作
者
「
淀
川

テ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
作
品
「
宇
野
の
チ
ヌ
」
が
玉
野
市
に
あ

◆◆◆

Ԭ
ࢁ
ݝ
ਅ
ఉ
ࢢ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

ごみを材料に作られた現代アート「真庭のシシ」
制作：淀川テクニック

―
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
戦
略
で
攻
め
る
―

౻
ా
　
ߒ
࢙

Ԭ
ࢁ
ݝ
ਅ
ఉ
ࢢ
ੜ
׆
؀
ڥ
部
؀
ڥ
՝�

ࢀ
事

͝
Έ
ͷ
̥
̧
か
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る
こ
と
が
縁
で
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
実
現

し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
６
月
に
は
、
長
野
県
軽
井
沢
町
で
行
わ
れ

た
「
Ｇ
20
環
境
大
臣
会
合
」
で
展
示
。
そ
の
後
、
横
浜
市

で
の
イ
ベ
ン
ト
や
全
国
都
市
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

前
で
展
示
し
ま
し
た
。
市
内
で
展
示
す
る
よ
り
も
、
よ
り

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
場
で
展
示
す
る
方
が
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
は
市
外
の
人
が
つ
く

る
も
の
だ
と
も
考
え
る
か
ら
で
す
。
ち
な
み
に
、
展
示
の

実
現
の
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
市
長
と
職
員
が

遠
慮
な
く
絡
ん
で
い
き
ま
す
。

別
の
企
画
で
す
が
、
２
０
２
０
年
２
月
に
「
最
高
の
ご

み
袋
展
」
と
い
う
全
国
の
自
治
体
指
定
ご
み
袋
の
展
示
会

を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
た
ま
た
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
「
大
阪
に
自
治
体
指
定
ご
み
袋
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し

て
い
る
人
が
い
る
。
独
自
の
視
点
で
評
価
し
、
真
庭
市
の

ご
み
袋
が
最
高
評
価
だ
っ
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

ネ
ッ
ト
記
事
を
見
た
次
の
日
に
す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
ま

し
た
。「
貸
し
て
ほ
し
い
、
展
示
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
。

ほ
ぼ
経
費
ゼ
ロ
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
マ
ス
コ
ミ

に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
良
い
広
告
効
果
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
経
費
を
か
け
な
く
て
も
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
は
広
が
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
真
庭
と
組
ん
で
も
よ
い
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。
楽
し

い
企
画
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
！

真
庭
市
に
は
精
力
的
に
情
報
発
信
を
し
て
い
る
部
署
が

あ
り
ま
す
。
真
庭
市
消
防
本
部
で
す
。
消
防
士
に
よ
る
料

理
イ
ベ
ン
ト
「
消
防
士
の
台
所
」
の
開
催
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
消
防
専
門
誌
へ
の
連
載
な
ど

幅
広
い
で
す
。
消
防
士
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
防
災
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

◆◆◆

域
の
食
や
観
光
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
続
け
る
職
員
も

い
ま
す
。
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
よ
り
発
信
力
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
環
境
課
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
「
真
庭
市
役

所
環
境
課
」
の
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
お
り
今
後
は
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
も
始
め
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
か
に
情
報
発
信
を
し
て
い
く
か
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
を
「
で
き
な
い
理
由
」
に
し
な
い

真
庭
市
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
環
境
課
で
は

当
初
予
算
で
計
画
し
て
い
た
事
業
を
見
直
し
、「
エ
コ
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
推
進
事
業
」
と
い
う
全
く
別
の
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
目

を
付
け
、
繰
り
返
し
使
え
る
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
食
器
の
貸
し

出
し
や
「
マ
イ
容
器
」
持
参
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
お

店
を
増
や
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

飲
食
店
の
売
り
上
げ
増
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
Ｐ

Ｒ
の
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
を
目
指
す
企
画
に
し
ま
し
た
。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
需
要
増
、
レ
ジ
袋
有
料
化
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
問
題
に
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
時
期
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
も
経
費
は
ほ
と
ん
ど
掛
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
と
す
る
際
に
コ
ロ
ナ
禍
は

「
で
き
な
い
理
由
」
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
が
で
き
な
い
の
に
や
る
、
今
だ
か
ら
こ
そ
や
るŋŋŋ

い

ろ
い
ろ
方
法
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
真
庭
市
の
取

り
組
み
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り

が
た
い
で
す
。

◆◆◆

コロナ禍を逆転の発想でプロモーション「エコテイクアウト」

「最高のごみ袋展」自治体指定ごみ袋を展示するシュールなイベント

2019年６月「G20環境大臣会合」G20イノベーション展で展示
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本
館
の
保
存
修
理
工
事
と
地
域
活
性
化

日
本
最
古
と
言
わ
れ
る
道
後
温
泉
は
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
道
後
温
泉
本
館
（
以
下
「
本
館
」）

と
別
館
の
飛あ

す
か鳥

乃の

湯ゆ泉
、
道
後
温
泉�

椿
の
湯
の
入
浴
客

数
は
年
間
１
０
０
万
人
を
超
え
、
四
国
を
代
表
す
る
観
光

地
で
す
。

道
後
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
本
館
は
、
明
治
2þ
年
に

道
後
湯
之
町
初
代
町
長
の
伊
佐
庭
如
矢
に
よ
り
「
１
０
０

年
た
っ
て
も
よ
そ
が
真ま

似ね

で
き
な
い
も
の
を
造
る
」
と
い

う
強
い
信
念
で
改
築
さ
れ
、
平
成
６
年
に
公
衆
浴
場
と
し

て
、
ま
た
、
近
代
和
風
建
築
と
し
て
、
初
め
て
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
本
館
を
将
来
の
世
代
に
大
切
に
受
け
継
ぐ
た
め
の

保
存
修
理
工
事
は
長
期
に
わ
た
り
、
来
訪
意
欲
の
低
下
に

よ
る
観
光
消
費
の
減
退
な
ど
松
山
市
全
体
の
観
光
・
経
済

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
工
事
の
方
法
と
し
て
、「
営
業
し
な
が
ら
の

保
存
修
理
工
事
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ピ
ン
チ
を
チ

ャ
ン
ス
に
変
え
る
た
め
、「
工
事
期
間
中
な
ら
で
は
の
、

◆◆◆

工
事
と
連
動
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
」

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

転
換
期
を
物
語
化

本
館
の
保
存
修
理
工
事
は
、
重
要
文
化
財
の
公
衆
浴
場

を
営
業
し
な
が
ら
行
う
日
本
初
の
取
り
組
み
で
す
。
松
山

市
で
は
、
工
事
着
手
の
約
10
カ
月
前
と
な
る
平
成
30
年
４

月
、
工
事
そ
の
も
の
を
観
光
資
源
と
し
て
、
新
た
な
魅
力

や
価
値
を
創
出
し
、
経
済
的
影
響
の
緩
和
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
、
株
式
会
社
ポ

ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
選
定
し
、
令
和
２
年
度
末
ま
で
の
約

３
年
間
、
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

日
本
最
古
の
湯
と
い
わ
れ
、
多
く
の
人
々
を
癒
や
し
続

け
た
道
後
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
と
、
手
塚
治
虫
が
描
い
た
永

遠
の
生
命
の
象
徴
「
火
の
鳥
」
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
で
、
本
館
保
存
修
理
工
事
を
「
道
後
温
泉
の
再
生

の
物
語
」
と
位
置
付
け
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
「
道

後
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
火
の
鳥
」
が
道
後
温
泉
の
歴

史
上
の
転
換
点
に
登
場
し
、
人
々
を
導
い
て
き
た
と
い
う

◆◆◆

物
語
の
も
と
、
道
後
温

泉
の
起
源
と
言
わ
れ
る

白
鷺
伝
説（
神
話
時
代
）

や
聖
徳
太
子
の
来
浴
伝

説
（
飛
鳥
時
代
）、
松

山
が
生
ん
だ
俳
人
正
岡

子
規
と
小
説
「
坊
っ
ち

ゃ
ん
」
で
知
ら
れ
る
夏

目
漱
石
の
友
情
物
語

（
明
治
時
代
）
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
幅
広
い
世
代
に
向
け

て
親
し
み
や
す
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
火
の

鳥
〝
道
後
温
泉
編
〞」
を
描
く
と
と
も
に
、
そ
の
世
界
観

を
本
館
周
辺
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
な
ら
で

は
の
プ
レ
ミ
ア
ム
感
と
非
日
常
感
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

演
出
す
る
こ
と
で
、
道
後
温
泉
固
有
の
歴
史
・
文
化
に
焦

点
を
当
て
た
観
光
誘
客
と
本
館
が
営
業
中
で
入
浴
を
楽
し

め
る
と
い
う
情
報
発
信
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

「
火
の
鳥
」
と
地
域
デ
ザ
イ
ン
協
議

手
塚
治
虫
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
描
か
れ
続
け
た

「
火
の
鳥
」
を
活
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
原
作

の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
つ
つ
、
本
館
の
風
情
と
地
域
性
に

調
和
さ
せ
る
た
め
、
地
元
観
光
事
業
者
の
道
後
温
泉
旅
館

協
同
組
合
、
道
後
商
店
街
振
興
組
合
、
道
後
温
泉
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
ま
ち
づ
く
り
を
専
門
と
す
る

松
山
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
と
有
識
者
か
ら
成
る

「
道
後
温
泉
活
性
化
懇
談
会
」
で
意
見
交
換
。
こ
の
場
で
、

来
街
者
へ
の
魅
力
発
信
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や

デ
ザ
イ
ン
の
詳
細
に
至
る
ま
で
幅
広
く
、
丁
寧
に
協
議
を

重
ね
ま
し
た
。

◆◆◆
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新
し
い
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報
・
プ
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モ
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戦
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特
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
象
徴
と
な
っ
た
「
道
後
温
泉

本
館
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ア
ー
ト
」
は
、
建
物
の
約
３
分
の
１
を

覆
い
、
東
西
3û
㍍
、
南
北
1Ā
㍍
、
高
さ
20
㍍
の
素
屋
根
と
、

延
べ
約
１
０
０
㍍
の
仮
囲
い
を
演
出
す
る
巨
大
な
も
の

で
、
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。
懇
談
会
を

通
し
て
様
々
な
視
点
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
デ
ザ
イ
ン
と

地
域
景
観
の
調
和
を
図
り
、
無
機
質
な
工
事
用
仮
設
物
が

新
た
な
街
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
工
事
開
始
に
伴
い
場
所
が
変
更
さ
れ
た

本
館
入
り
口
や
旅
館
街
な
ど
複
数
の
動
線
に
対
応
し
て
、

道
後
温
泉
の
伝
説
・
物
語
に
登
場
す
る
白
鷺
や
聖
徳
太
子

な
ど
を
配
置
。
デ
ザ
イ
ン
の
流
れ
に
沿
っ
て
歩
く
と
、
平

成
30
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
展
望
施
設

「
空
の
散
歩
道
」（
足
湯
）
に
導
か
れ
、「
巨
大
な
火
の
鳥
」

と
「
道
後
の
ま
ち
」
を
一
望
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
本
館

の
周
辺
を
歩
い
て
回
れ
る
仕
掛
け
づ
く
り
で
、
多
く
の
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
気
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
「
玄
関
棟
」
は
、
工

事
に
伴
い
玄
関
戸
が
閉
じ
ら
れ
、
営
業
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
閉
館
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
火
の
鳥
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
幕
（
日
除
け
幕
）
を
玄
関
戸
前
に
設
置

し
た
こ
と
で
、
火
の
鳥
が
本
館
に
到
来
し
て
い
る
と
い
う

プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と
転
換
で
き
、
新
た
な
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
火
の
鳥
」
が
温
泉
街
を
飛
ぶ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
の
平
成
31
年
２

月
、
道
後
温
泉
の
再
生
の
物
語
を
地
域
と
共
有
し
、
観
光

消
費
の
拡
大
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
機
運
醸
成
を
図
る
た

め
、
商
品
開
発
や
広
告
展
開
を
目
的
に
、
地
域
の
旅
館
や

商
店
街
の
事
業
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。広

告
展
開
と
し
て
は
、
令
和
元
年
度
末
現
在
で
１
０
０

０
件
を
超
え
る
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
連
携
事

業
者
で
大
手
旅
行
代
理
店
の
日
本
旅
行
を
通
し
て
全
国
１

８
０
０
の
提
携
販
売
店
な
ど
で
告
知
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
約
1þ
億
円
の
広
告
換
算
額
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
囲
の
商
店
街
で
は
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
や
タ
オ

ル
、
バ
ッ
グ
、
文
具
な
ど
30
品
目
以
上
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ

が
販
売
さ
れ
、
入
浴
チ
ケ
ッ
ト
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
の
ぼ

り
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
持
ち
帰
り
が
で
き
る

土
産
品
は
、観
光
消
費
の
増
加
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、

観
光
客
の
思
い
出
と
し
て
記

憶
に
残
る
と
と
も
に
、
口
コ

ミ
で
の
宣
伝
な
ど
２
次
的
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。
送
客

す
る
旅
行
会
社
か
ら
受
け
入

れ
側
の
地
域
事
業
者
ま
で
が

一
体
と
な
っ
た
官
民
協
働
の

取
り
組
み
で
、
さ
ら
な
る
に

ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
て
い

◆◆◆

ま
す
。今

後
の
展
望

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
初
は
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
本

館
の
保
存
修
理
工
事
と
い
う
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に

観
光
（
非
日
常
）
と
工
事
（
日
常
）
を
成
り
立
た
せ
る
の

か
、
お
客
様
に
現
地
に
来
て
も
ら
え
る
の
か
、
情
報
発
信

を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
具
体
的
な
方
策
が
見
え
て
い
な
い

状
況
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、地
域
に
語
り
継
が
れ
る
伝
承
や
伝
説
、

物
語
と
い
っ
た
固
有
の
「
歴
史
・
文
化
」
と
「
火
の
鳥
」

と
い
う
普
遍
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
結
び
つ
き
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
対
話
を
通
し
て
、
本
館
保
存
修
理
工
事
そ
の

も
の
を
「
新
た
な
再
生
の
物
語
」
と
し
て
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
工
事
期
間
と
い
う

転
換
期
を
楽
し
む
機
運
醸
成
に
つ
な
が
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
の
一
大
事
業
で
あ
る
本
館
保
存
修
理
工

事
は
令
和
６
年
末
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン「
火
の
鳥〝
道
後
温
泉
編
〞」

は
、「
未
来
」
が
舞
台
と
な
る
第
３
話
の
公
開
を
予
定
し

て
い
ま
す
。太
古
か
ら
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
道
後
温
泉
が
、
現
代
で
行
わ
れ
て
い

る
保
存
修
理
工
事
に
つ
な
が
り
、
時
代
時
代
の
人
々
の
努

力
と
想
い
が
、
未
来
に
向
け
て
の
「
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
物
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
館
保
存
修
理
工
事
の
機
会
を
通
し
て
、
地
域
を

は
じ
め
多
く
の
人
た
ち
が
道
後
温
泉
を
守
り
伝
え
る
意
義

に
共
感
し
、
そ
の
こ
と
が
地
域
・
郷
土
の
将
来
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

道後温泉本館プロジェクションマッピング

道後温泉活性化懇談会の様子

道後温泉本館ラッピングアートを
足湯から臨む
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「
ま
だ
ま
だ
　
う
ち
フ
ロ
」
始
動

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
１
波
が
落
ち
着
い
て
き
た
令
和
２
年

５
月
下
旬
、か
ね
て
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」
と
し
て
、

温
泉
を
使
っ
た
様
々
な
動
画
を
展
開
し
て
き
た
大
分
県
か

ら
、
新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
動
し
ま
し
た
。
そ
の
名

も
「
ま
だ
ま
だ�

う
ち
フ
ロ
」。
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
祈

願
し
つ
つ
、「
あ
と
少
し
お
う
ち
の
お
フ
ロ
を
楽
し
も
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
全
国
各

地
の
観
光
地
で
お
客
さ
ん
が
激
減
す
る
中
、
大
分
県
も
例

外
で
は
な
く
、
宿
泊
客
が
４
月
は
８
割
、
５
月
は
９
割
の

減
少
に
な
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
先
行
き
が
見
え
な
い
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
中
、
苦
し
い
状
況
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
本
県
か
ら
発
信
し
、

終
息
後
に
は
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
大
分
県
へ
観
光
に
来
て
も

ら
お
う
と
い
う
想
い
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
し
た
取
り
組
み
で

し
た
。

◆◆◆

疫
病
退
散
の
妖
怪
ア
マ
ビ
エ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
玉
は
、
疫
病
退
散
の
妖
怪
と
し
て

一
躍
注
目
さ
れ
た
「
ア
マ
ビ
エ
」
が
、
県
内
の
温
泉
や
自

宅
の
お
風
呂
を
舞
台
に
踊
る
、
な
ん
と
も
か
わ
い
ら
し
く

シ
ュ
ー
ル
な
動
画
で
す
。

ア
マ
ビ
エ
は
江
戸
時
代
に
疫
病
の
到
来
を
予
言
し
た
と

さ
れ
、「
疫
病
が
は
や
っ
た
時
に
は
、
自
分
の
姿
を
絵
に

描
い
て
人
々
に
見
せ
る
よ
う
に
」
と
伝
え
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
動
画
へ
の
ア
マ
ビ
エ
の
起
用
に
は
、
多

く
の
方
に
動
画
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
疫
病
退
散
に
つ

な
が
れ
ば
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
県
内
の
温
泉
や
自
宅
の
お
風
呂
を
舞
台
に
踊

る
」
場
面
は
、
県
内
の
様
々
な
温
泉
で
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ

ド
ス
イ
ミ
ン
グ
（
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
）

を
す
る
動
画
「
シ
ン
フ
ロ
」（
２
０
１
５
年
大
分
県
制
作
）

と
ア
マ
ビ
エ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
表
し
て
い
ま
す
。

動
画
の
背
景
に
県
内
の
温
泉
を
使
う
こ
と
で
、
こ
っ
そ

り
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
歌
詞

◆◆◆

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
大
分
県
出
身
の

瀧
廉
太
郎
作
曲
の
「
花
」
の
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
て
、

お
フ
ロ
の
楽
し
み
方
や
免
疫
力
ア
ッ
プ
な
ど
入
浴
の
効
果

を
伝
え
る
歌
詞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
画
を
発
表
し
た
５
月
2ÿ
日
は
緊
急
事
態
宣
言
が
徐
々

に
解
除
さ
れ
始
め
た
頃
で
し
た
。「
早
く
自
由
に
出
か
け

た
い
け
れ
ど
、
ま
だ
出
歩
く
の
は
怖
い
な
」
と
い
う
不
安

な
気
持
ち
が
漂
う
中
で
、「
み
ん
な
が
自
由
に
行
き
来
で

き
る
そ
の
日
ま
で
、
あ
と
も
う
少
し
お
う
ち
の
お
フ
ロ
を

楽
し
も
う
」
と
い
う
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い

ま
す
。日

々
変
わ
る
状
況
を
見
据
え
て

企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
緊
急
事
態
宣
言
の
真
っ
た

◆◆◆

େ
෼
ݝ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

―
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
治
体
の
発
信
―

ٱ
Ҫ
ా
　
ઍ
੖

େ
෼
ݝ
޿
ใ
޿
ௌ
՝
ओ
事

「
Ξ
Ϛ
Ϗ
Τ
ʷ
γ
ϯ
ϑ
ϩ
」
Ͱ
ऴ
ଉ
ف
ئ

「まだまだ うちフロ」キャンペーン
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だ
中
で
し
た
が
、
感
染
者
数
が
変
動
す
る
中
で
世
の
中
の

空
気
も
一
日
ご
と
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
宣
言
が
想
定

よ
り
早
く
解
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
急
き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
前
倒
し
し
、約
２
週
間
で
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

ま
た
、
先
が
見
通
せ
な
い
中
で
日
に
日
に
変
わ
る
世
の

中
の
状
況
や
ム
ー
ド
感
に
合
わ
せ
な
が
ら
替
え
歌
の
歌
詞

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
臨
機
応
変

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

映
像
制
作
に
お
い
て
も
、「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
、

打
ち
合
わ
せ
か
ら
制
作
ま
で
す
べ
て
リ
モ
ー
ト
で
進
め
ま

し
た
。
ロ
ケ
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
も
と
も
と
あ
っ
た

本
県
の
温
泉
の
画
像
や
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
自
宅
の
お
風
呂

の
画
像
を
使
い
、
ア
マ
ビ
エ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ

て
制
作
し
ま
し
た
。

制
作
す
る
上
で
た
く
さ
ん
の
迷
い
が
出
て
予
定
変
更
も

迫
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い

っ
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
長
く
見
て
も
ら
え
る
動
画
に
つ

な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。

７
月
13
日
時
点
で
約
１
２
０
万
回
再
生
さ
れ
る
な
ど
、

動
画
公
開
後
か
ら
多
く
の
反
響
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方

に
親
し
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

自
宅
の
お
フ
ロ
で
温
泉
気
分

動
画
を
見
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
お
う
ち
の

お
風
呂
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め

に
、
本
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
も
う
一
つ

の
企
画
と
し
て
、

別
府
明み

ょ
う

礬ば
ん

温
泉

の
活
発
な
温
泉
蒸

気
を
結
晶
さ
せ
て

作
ら
れ
る
天
然
の

入
浴
剤「
湯
の
花
」

を
１
０
０
０
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

企
画
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
湯
の

花
を
自
宅
の
お
風

呂
に
入
れ
る
だ
け

で
「
お
ん
せ
ん
県

お
お
い
た
」
の
温

◆◆◆

泉
気
分
を
味
わ
え
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
だ
わ
り
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
お
風
呂
で
至
福
の
表
情

を
浮
か
べ
る
ア
マ
ビ
エ
の
イ
ラ
ス
ト
を
中
央
に
配
置
す
る

こ
と
で
、
お
守
り
代
わ
り
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湯
の
花
で
体
を
温
め
る
だ
け
で
な
く
、
心
も
温

ま
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
、
大
分
県
内
の
旅
館
、
ホ
テ

ル
の
女
将
さ
ん
や
従
業
員
の
方
た
ち
約
１
０
０
０
人
に
よ

る
直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
添
付
し
ま
し
た
。

女
将
さ
ん
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
は
「
女
将
さ
ん
の
手
書
き
メ
ッ
セ
ー
ジ　

う
れ
し

く
て
旅
館
検
索
し
ち
ゃ
っ
た
」「
今
は
う
ち
フ
ロ
を
楽
し

ん
で
、
落
ち
着
い
た
ら
大
分
に
い
き
た
い
で
す
」
と
い
っ

た
コ
メ
ン
ト
を
多
数
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
方
に
大
分
県
の

温
泉
や
旅
館
を
訪
ね
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

予
定
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
自
治
体
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
が
制
限
さ
れ
、
外
出
自
粛

ム
ー
ド
が
漂
う
中
で
の
自
治
体
Ｐ
Ｒ
は
非
常
に
難
し
い
で

す
が
、「
何
も
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

「
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
発
信
で
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

何
か
」
と
発
想
を
転
換
し
た
こ
と
が
、
本
県
の
企
画
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
が
、
ア
マ
ビ
エ
が
お
風
呂
で
踊
ら
な
く
て
も
よ
い
世
の

中
に
、
一
刻
も
早
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

湯の花プレゼント

アマビエが大分県内の温泉で踊る様子
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観
光
Ｐ
Ｒ
今
昔
物
語

「
鹿
児
島
県
錦
江
町
の
森
か
ら
生
ま
れ
た
妖
精
。
錦
江

く
わ
が
た
ガ
ー
ル
ズ
で
す
！
」

「
は
さ
ん
じ
ゃ
う
ぞ
！
」

「
そ
れ
で
は
私
た
ち
の
歌
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
。
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク　

ス
タ
ー
ト
！
」

今
か
ら
十
数
年
前
の
こ
と
、
地
方
自
治
体
が
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
Ｐ
Ｒ
す
る
と
き
は
、
そ
の
町
の
観
光
担
当
の
冴さ

え

な
い
お
じ
さ
ん
が
、
そ
の
町
の
ダ
サ
イ
法
被
を
ま
と
い
、

お
も
む
ろ
に
マ
イ
ク
を
握
り
し
め
る
。
傍
ら
に
は
の
ぼ
り

旗
や
パ
ネ
ル
を
サ
ポ
ー
ト
役
が
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
掲
示

し
て
い
る
。
周
り
か
ら
の
冷
た
い
視
線
を
受
け
な
が
ら
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
の
観
光
情
報
を
並
べ
て
、
お
客
さ
ん

の
心
に
届
か
な
い
で
あ
ろ
う
説
明
を
淡
々
と
語
る
…
。
あ

る
冴
え
な
い
お
じ
さ
ん
（
私
た
ち
）
は
思
っ
た
、
こ
の
あ

し
き
慣
習
を
変
え
た
い
と
…
。

当
時
の
冴
え
な
い
お
じ
さ
ん
の
中
心
人
物
、
中
島
裕
二
氏

は
観
光
交
流
課
長
と
な
り
、
今
で
も
共
に
奮
闘
し
て
い
る
。

◆◆◆

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
に
ノ
リ
ノ
リ

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
は
「
ゆ
る
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
」
の
略
で
、
緊
張
感
の
な
い
、
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
て
い
る
容
姿
が
人
気
を
呼
び
、
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
駆
け
と
し
て
は
、

２
０
０
７
年
「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
」
で
誕

生
し
た
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
２
０
１

０
年
に
は
「
九
州
新
幹
線
」
の
開
業
に
向
け
て
誕
生
し
た

「
く
ま
モ
ン
」
も
ブ
ー
ム
を
牽け

ん

引い
ん

し
ま
し
た
。

こ
の
ブ
ー
ム
以
前
か
ら
、
当
町
に
も
カ
ブ
ト
ム
シ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
「
で
ん
し
ろ
う
」
と
い
う
既
存
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
（
二
次
元
）
が
あ
り
、
当
時
、
冴
え
な
い
若
者
で

あ
っ
た
私
は
「
で
ん
し
ろ
う
の
着
ぐ
る
み
を
制
作
し
た

い
！
」（
ダ
サ
イ
法
被
は
着
た
く
な
い
！
）
と
上
司
に
し

つ
こ
く
直
訴
、「
お
前
が
責
任
を
持
っ
て
着
る
な
ら
…
」

と
渋
々
承
諾
を
得
て
、
く
ま
モ
ン
よ
り
早
い
２
０
０
８
年

に
で
ん
し
ろ
う
着
ぐ
る
み
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ダ
サ
イ
法

被
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
も
の
の
、「
中
の
人
」
と
し
て
の

◆◆◆

苦
行
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

で
ん
し
ろ
う
は
鹿
児
島
県
内
で
少
し
だ
け
早
く
誕
生
し

た
こ
と
も
奏
功
し
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
も
増

え
、２
０
１
２
年
の
「
第
２
回
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
初
参
戦
し
た
と
き
は
県
内
第
２
位
と
な
り
、
某
自
動
車

会
社
の
Ｃ
Ｍ
に
起
用
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
活

躍
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
で
ん
し
ろ
う
に
は
重
大
な
弱
点
が
あ
り
ま
し

た
。
着
ぐ
る
み
の
た
め
喋
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
時
は
、
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
冴
え
な
い
お
じ

さ
ん
が
付
き
ま
と
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
イ
ド
ル
ブ
ー
ム
に
も
ノ
リ
ノ
リ

喋
る
こ
と
の
で
き
な
い
で
ん
し
ろ
う
に
、
早
く
も
限
界

を
感
じ
て
い
た
２
０
１
０
年
代
。
世
間
で
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
ûÿ
を

は
じ
め
と
す
る
ア
イ
ド
ル
ブ
ー
ム
の
全
盛
期
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
の
冴
え
な
い
お
じ
さ
ん
た
ち
の
他
愛

も
な
い
会
話
で
す
。

「
で
ん
し
ろ
う
は
喋
れ
な
い
か
ら
、
喋
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
欲
し
い
」

「
カ
ブ
ト
ム
シ
に
対
抗
し
て
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
と
か
は
？
」

「
女
性
を
起
用
し
た
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
は
ど
う
？
」

「
そ
れ
な
ら
グ
ル
ー
プ
名
は
『
く
わ
が
た
ガ
ー
ル
ズ
』。

口
癖
は
『
は
さ
ん
じ
ゃ
う
ぞ
』
と
か
」

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
話
は
進
み
、
衣
装
は
市
販
の
メ
イ
ド

服
、
頭
に
は
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
ハ
サ
ミ
（
お
お
あ
ご
）
を

模
し
た
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
付
け
た
だ
け
の
「
錦
江
く
わ
が

た
ガ
ー
ル
ズ
」
が
２
０
１
２
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

錦
江
く
わ
が
た
ガ
ー
ル
ズ
は
、
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
、
ミ
ヤ

マ
ク
ワ
ガ
タ
、
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
の
３
匹
（
３
人
）
で

◆◆◆

ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ
ۋ
ߐ
ொ

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

―
三
方
良
し
の
精
神
を
抱
き
な
が
ら
―

࣌
٢
　
݈
ೋ

ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ
ۋ
ߐ
ொ
؍
ޫ
ަ
ྲྀ
՝

「
は
͞
Μ
͡
Ỵ
͏
ͧ
ʂ
」Ͱ
ͭ
ͳ
͕
る
γ
φ
δ
ồ
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構
成
さ
れ
、
普
段
は
保
育
士
や
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い

る
ご
く
一
般
の
人
た
ち
で
す
が
、
衣
装
を
着
て
、
く
わ
が

た
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
付
け
る
と
、
不
思
議
と
本
物
の
ア
イ

ド
ル
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
の
で
す
。

「
は
さ
ん
じ
ゃ
う
ぞ
！
」
で
つ
な
が
る
仲
間
た
ち

錦
江
く
わ
が
た
ガ
ー
ル
ズ
を
結
成
し
て
ま
も
な
く
、
気

の
合
う
作
詞
家
、
作
曲
家
と
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
は
さ
ん
じ
ゃ

う
ぞ
！
」
を
制
作
。
持
ち
歌
を
得
た
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
は
観
光
Ｐ
Ｒ
そ
っ
ち
の
け
で
歌
の
ス
テ
ー
ジ
を
敢

行
。
若
い
女
性
の
つ
な
が
り
で
某
航
空
会
社
Ｃ
Ａ
と
の
コ

◆◆◆

ラ
ボ
企
画
を
実
施
。「
今
ど
き
女
子
」の
ア
イ
デ
ア
頼
り
に
、

鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学
（
以
下
、
鹿
純
心
短
大
）
の

学
生
た
ち
と
傷
ん
だ
衣
装
を
新
調
し
、
当
町
と
鹿
純
心
短

大
と
の
包
括
的
連
携
協
定
に
発
展
。
さ
ら
に
は
鹿
児
島
県

出
水
市
に
「
い
ず
み
と
り
と
り
ガ
ー
ル
ズ
」
と
名
乗
る
模

倣
ア
イ
ド
ル
が
出
現
し
、
当
町
と
出
水
市
が
敵
対
都
市
と

し
て
お
互
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、「
は
さ
ん
じ
ゃ
う
ぞ
！
」

を
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ
た
仲
間
た
ち
と
の
活
動
が
多
面

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
シ
ナ
ジ
ー
で
三
方
良
し

◆◆◆

人
と
人
と
が
出
逢
い
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
町
は
鹿
純
心
短
大
と
の
連
携
に
結
び
つ
き
、
学
生
た
ち

に
よ
る
当
町
で
の
米
作
り
、
収
穫
し
た
米
粉
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
開
発
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
商
品
販
売
と
い
う
一
連
の

産
学
官
が
連
携
し
た
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、い
ず
み
と
り
と
り
ガ
ー
ル
ズ
を
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
、

全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
互
い
に
敵
対

関
係
の
構
図
を
取
り
な
が
ら
「
は
さ
ん
じ
ゃ
う
ぞ
！
」
と

「
つ
つ
い
ち
ゃ
う
ぞ
！
」
の
持
ち
歌
対
決
を
す
る
な
ど
、

全
国
に
も
例
を
み
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
町
は
人
口
約
７
０
０
０
人
の
自
治
体
で
あ
り
、
単
独

で
の
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
鹿
純
心
短

大
や
出
水
市
な
ど
の
組
織
と
、
相
互
に
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン

の
関
係
を
築
き
連
携
す
る
こ
と
で
、
単
独
で
は
成
し
得
な

い
よ
う
な
相
乗
効
果
（
シ
ナ
ジ
ー
）
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
破
壊
的
な
危
機
が
生
命
と
経
済
の
両
面
に
対
し
て
襲

い
か
か
っ
て
い
ま
す
。社
会
全
体
を
揺
る
が
す
危
機
に
は
、

価
値
観
や
仕
組
み
を
劇
的
に
変
え
る
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
」
が
生
ま
れ
、
観
光
面
で
は
海
外
と
の
渡
航
規
制
に
よ

り
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
身
近
な
観
光
）
に
シ
フ
ト
し
、

広
報
活
動
の
面
で
も
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
鹿
純
心
短
大
や
出
水
市
な
ど
、
日
帰
り
で
当
町
に
来

ら
れ
る
方
々
を
顧
客
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）
と
定
め
、
身
近
な

交
流
を
第
一
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
危
機
に
直
面

し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
つ
な

が
っ
て
い
る
双
方
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
も
良
い
影
響
を

与
え
る
三
方
良
し
の
精
神
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
感
動
を
与
え

る
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

鹿純心短大とのコラボスイーツ販売

でんしろうと錦江くわがたガールズ
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あ
る
種
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
の
理

解
は
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
に
携
わ
る
身
と
し
て
は
あ
ま
り
笑
え
な
い
話

だ
が
、
人
気
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
一
時
的
に
集
客
が
ア

ッ
プ
し
た
が
、
瞬
間
風
速
後
に
は
ま
た
以
前
と
変
わ
ら
な

い
状
況
に
戻
る
ケ
ー
ス
や
、
人
気
が
出
始
め
た
観
光
地
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
没
個
性
化
し
て
、
数
年
後
に
廃
れ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
は
、
戦
略
の
問
題
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
。

目
先
の
収
益
ア
ッ
プ
に
の
み
注
力
し
、
長
期
成
長
戦
略

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
。
そ
ん
な
経
営
戦
略
は
、
地
方

自
治
の
話
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
企
業
の
あ
り
方
に
も
散

見
さ
れ
る
課
題
だ
と
思
う
。
そ
の
上
、
地
方
自
治
体
の
場

合
は
、
予
算
措
置
が
単
年
度
で
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

影
響
も
大
き
い
。
し
か
し
、
地
域
も
一
般
企
業
と
同
様
、

既
存
事
業
の
短
期
収
益
最
大
化
と
同
時
に
、
長
期
成
長
戦

略
を
設
計
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
わ
れ
る
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
見
通
せ
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
後
述

す
る
）。

例
え
ば
、
年
間
数
十
万
人
の
日
帰
り
来
訪
者
の
10
％
を

宿
泊
さ
せ
る
と
い
う
目
標
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
団
体

観
光
客
モ
デ
ル
の
衰
退
に
変
わ
る
新
し
い
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
海
外

個
人
旅
行
）
向
け
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
よ
る
落
ち

込
み
抑
制
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
む
地
域
産
品
の
都
市
部

で
の
販
売
20
％
ア
ッ
プ
。
課
題
と
目
標
設
定
は
多
く
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
様
に
、
広
報

戦
略
の
手
法
も
多
様
で
は
あ
る
が
、
ど
れ
に
も
共
通
し
て

い
る
（
し
て
い
る
べ
き
）
な
の
が
、
一
過
性
の
増
加
で
な

く
、
長
期
に
続
く
収
益
性
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
戦
略
は
、
課
題
に
よ
っ
て
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
。

私
は
「
コ
ロ
カ
ル
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
を
２
０

１
２
年
に
立
ち
上
げ
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
軸
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
冊
子
、
書
籍
、

動
画
、
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
展
開
を
行
っ
て
き
た
。

ほ
ぼ
す
べ
て
、
日
本
の
地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
コ
ロ
カ
ル
は
現
在
、
月
間
30
万
人
が
訪

れ
、
１
０
０
万
Ｐ
Ｖ
（
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
）
の
サ
イ
ト
と
な

り
、
そ
し
て
本
サ
イ
ト
以
外
に
、
日
本
の
地
域
に
関
わ
る

メ
デ
ィ
ア
を
い
く
つ
か
運
営
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
験

が
学
ば
せ
て
く
れ
た
こ
と
を
軸
に
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
広
報
の
あ
り
方
の
所
感
を
記
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

広
報
の
目
的
と
手
法

冒
頭
に
、
地
域
広
報
の
視
点
に
つ
い
て
、
い
ま
さ
ら
の

こ
と
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
と
い
う
も
の
は
そ
の
許
容
量
が
限
ら
れ
て
い
る
。

観
光
誘
客
数
、
宿
泊
客
数
、
商
品
生
産
販
売
数
、
移
住
・

定
住
数
な
ど
。
自
治
体
や
地
域
企
業
は
定
量
的
な
目
標
値

や
そ
れ
に
向
け
た
戦
略
を
設
定
（
設
計
）
す
る
。
そ
の
数

値
設
定
、
戦
略
設
定
は
地
域
に
と
っ
て
適
切
な
量
で
あ
る

べ
き
で
、
同
時
に
短
期
的
で
な
く
長
期
に
わ
た
る
持
続
可

能
性
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
も

あ
る
が
、「
10
万
人
が
１
回
」
Ｖ
Ｓ
「
１
万
人
が
10
回
」。

自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
地
域
が
選
ぶ
の
は
後
者
だ
。
前

者
が
マ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
界か
い

隈わ
い

で
言
う
「
バ
ズ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
と
す
れ
ば
、
後
者
は
「
フ
ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
近
い
。

フ
ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ン
と
出

会
い
（
出
会
い
を
フ
ァ
ン
に
育
て
）、
つ
な
が
り
、
継
続

的
関
係
を
切
り
結
ぶ
。
ざ
っ
く
り
と
言
え
ば
そ
ん
な
イ
メ

ー
ジ
だ
が
、
そ
の
視
点
が
方
法
論
に
貫
か
れ
て
い
る
か
を

観
察
す
る
と
、甚
だ
怪
し
い
事
例
も
多
い
気
が
し
て
い
る
。

地
域
資
源
の
独
自
性
、
固
有
性
、
希
少
性
、
歴
史
的
文

化
的
深
度
な
ど
と
は
別
の
視
線
で
、
他
地
域
で
の
成
功
事

例
の
コ
ピ
ー
、
話
題
化
を
狙
う
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

多
い
。
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
気
づ

い
て
も
ら
う
こ
と
と
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、

新
し
い
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

―
従
来
の
価
値
観
「
常
識
」
を
打
ち
破
る
―

「
新
し
い
広
報
」は
視
点
と
感
性
か
ら
生
ま
れ
る

及
川
　
卓
也

株
式
会
社
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
　
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
事
業
局
長

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
／�

コ
ロ
カ
ル
事
業
部
／
事
業
開
発
部
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実
に
単
純
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
気
が
し
て
い
る
が
、

し
か
し
、
単
純
ゆ
え
（
？
）
見
逃
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
広
報
の
始
ま
り
の
視
点
と
し

て
、
①
フ
ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
②
２
〜
３
年
の
短

期
収
益
最
大
化
で
な
く
、
10
〜
20
年
に
わ
た
る
収
益
最
大

化
―
は
根
底
に
意
識
さ
れ
る
べ
き
不
動
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）
と
感
じ
て
い
る
。

広
報
活
動
の
ス
タ
ー
ト
づ
く
り

ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ロ
カ
ル
は
、
地
域
に
様
々
な
課

題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
「
ロ
ー
カ
ル
は

楽
し
い
！　

ロ
ー
カ
ル
は
カ
ッ
コ
い
い
！　

ロ
ー
カ
ル
は

進
化
し
て
い

る
！
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

打
ち
出
し
て
運

営
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

高
度
経
済
成

長
、
そ
の
最
終

局
面
と
し
て
の

バ
ブ
ル
崩
壊
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
と
い
う
国

内
状
況
の
変
化

は
、〈
地
方
か
ら

都
市
へ
〉
と
い

う
人
材
流
出
は

変
え
ず
、
都
市

部
へ
来
た
人
々

の
暮
ら
し
方
、
働
き
方
の
ほ
こ
ろ
び
が
現
れ
、
制
度
疲
労

の
中
で
、
新
し
い
可
能
性
を
地
域
に
求
め
始
め
る
動
き
が

徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
見
え
始
め
た
時
期
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
は
改
め
て
、
自
然
と
経
済
活
動
と
人
間

の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
経
て
、
中
に
は
自
分
の

故
郷
の
た
め
に
と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
感
覚
で
Ｕ
タ
ー
ン

を
す
る
若
者
も
増
え
た
。

コ
ロ
カ
ル
は
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
を
、
メ
デ
ィ
ア
の
視
点

（
地
域
の
外
に
い
る
外
部
視
点
）
で
見
つ
め
直
し
、
そ
の

良
さ
や
価
値
や
独
自
性
を
、
旅
、
食
、
も
の
づ
く
り
、
建

築
、
ア
ー
ト
、
暮
ら
し
、
仕
事
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で

取
り
上
げ
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

こ
れ
も
地
域
振
興
に
携
わ
る
人
間
に
と
っ
て
は
自
明
の

理
で
あ
る
が
、
こ
の
外
部
視
点
の
有
効
性
は
様
々
な
地
域

広
報
活
動
に
関
わ
る
中
で
、
強
く
感
じ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
当
た
り
前
が
実
は
当
た
り
前
で
な
い
こ
と
、
何
も

な
い
が
実
は
豊
か
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
発
見

者
に
な
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
し
て
大
き
な
位
置

を
占
め
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

私
た
ち
コ
ロ
カ
ル
チ
ー
ム
は
一
方
で
、
地
域
の
広
報
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
の

活
動
も
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
新
潟
県
が
公
募
し
た
首
都

圏
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
事
業
で
は
、「
新
潟
の
つ
か
い

か
た
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
構
築
と
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
テ
ン
ツ
設
計
、
取
材

撮
影
記
事
制
作
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
の
発
酵
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
み
ん
な
の
発
酵
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
も
同
様
に
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
構
築
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
ま
で
を
一
貫
し
て

担
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
広
報
活
動
で
の
私
た
ち
の
企
画
、
制
作
プ
ロ

セ
ス
は
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
る
。

①
課
題
と
広
報
目
的
の
把
握

②
コ
ン
セ
プ
ト
設
計

③
体
制
構
築

④
コ
ン
テ
ン
ツ
案
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

⑤
コ
ン
テ
ン
ツ
案
絞
り
込
み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ

⑥
取
材
撮
影

⑦
執
筆

⑧
校
正
校
閲
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

⑨
配
信
・
拡
散

⑩
分
析

⑪
改
善

①
課
題
と
広
報
目
的
の
把
握
か
ら
、
広
報
戦
略
の
第
一

歩
で
あ
る
②
コ
ン
セ
プ
ト
設
計
が
広
報
活
動
の
土
台
で
あ

り
背
骨
に
な
る
と
考
え
て
い
て
、
私
た
ち
は
非
常
に
重
視

し
て
い
る
。

広
報
活
動
と
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
そ
の
も
の
で
な

く
て
も
、
冊
子
や
ポ
ス
タ
ー
制
作
、
映
像
制
作
、
あ
る
い

は
ど
ん
な
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
れ
、
そ
の
前
段
の

プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
ア
イ

デ
ア
や
広
報
企
画
は
様
々
な
場
面
で
、
様
々
な
様
相
で
出

現
す
る
。
そ
の
可
否
を
判
断
す
る
指
針
が
、
コ
ン
セ
プ
ト

と
い
う
背
骨
で
あ
る
。

前
章
で
述
べ
た
、
長
期
の
収
益
最
大
化
を
目
指
し
た
フ

ァ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
広
報
目
的
が
あ
っ
た
と

し
、
そ
れ
を
広
報
活
動
に
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
か
を
企

画
す
る
場
合
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
で
あ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
れ
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
設
計
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
成
功

を
果
た
し
た
事
例
と
し
て
、
思
い
浮
か
ぶ
の
は
岩
手
県
西

ウェブマガジン「コロカル」https://colocal.jp

特 集
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和
賀
町
の
「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

西
和
賀
町
は
、
岩
手
県
と
秋
田
県
の
県
境
に
あ
る
人
口

６
０
０
０
人
弱
の
小
さ
な
ま
ち
で
、
県
内
で
も
有
数
の
豪

雪
地
帯
。
１
９
６
０
年
代
ま
で
こ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ

て
、
雪
は
冬
の
道
を
閉
ざ
し
、
経
済
活
動
を
阻
害
し
、
よ

っ
て
貧
困
や
病
気
や
乳
児
死
亡
の
最
大
要
因
と
な
る
存

在
。す
な
わ
ち
マ
イ
ナ
ス
の
象
徴
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
雪
と
い
う
存
在
を
、お
い
し
い
水
を
育
み
、

野
菜
や
山
菜
を
格
別
の
味
わ
い
に
し
、
観
光
の
景
観
と
し

て
の
美
し
さ
を
も
た
ら
す
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
価
値
に
変
え

て
、「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
育
成
し
、
商
品
開

発
や
観
光
事
業
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。

日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
、
地
域
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
地
元
金

融
機
関
、
行
政
の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
も
有

効
な
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
設
計
も

ク
リ
ア
で
あ
っ
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
法
、
広
報
活
動

の
あ
り
方
の
コ
ン
パ
ス
に
な
る
。「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
り
出
し
た
商
品
や
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
こ

の
地
域
を
掘
り
下
げ
、
継
承
を
重
視
し
、
物
語
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
固
有
性
独
自
性
を
獲
得
し
て
、
持
続
可
能

性
へ
と
向
か
う
あ
り
方
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
な

る
と
感
じ
て
い
る
。

広
報
活
動
の
ツ
ー
ル

私
た
ち
の
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
は
「
編
集
」
と
い
う
も
の
で
、

そ
れ
は
実
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
境

目
な
ど
見
え
に
く
い
も
の
だ
。

編
集
と
は
、
単
純
に
言
え
ば
、
制
作
す
る
も
の
の
目
的

や
役
割
に
向
か
っ
て
、
必
要
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
ア
サ
イ

ン
し
て
、
も
の
を
作
る
こ
と
。
な
の
で
、
協
働
で
何
か
成

果
物
を
作
る
仕
事
と
言
え
る
。

地
域
の
広
報
活
動
も
、
編
集
と
い
う
場
が
必
要
で
あ
る

し
、
実
際
に
、
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
ど
う
反
映
す
る
か
も
編
集
の
役
割
で
あ
る

が
、
同
時
に
、
ツ
ー
ル
ご
と
に
表
現
を
ア
ジ
ャ
ス
ト
し
て

い
く
の
も
編
集
の
作
業
と
な
る
。

本
原
稿
で
は
テ
ク
ニ
カ
ル
な
こ
と
に
ま
で
言
及
す
る
余

裕
は
な
い
が
、
基
本
的
な
ツ
ー
ル
と
表
現
の
関
係
性
に
言

及
し
て
お
く
。

①�

媒
体
＝
冊
子
（
書
籍
）、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

動
画

②�

ツ
ー
ル
＝
画
像
、
テ
キ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
、
音
、

音
楽
、
セ
リ
フ
、
字
幕

③�

役
割
＝
注
意
喚
起
、
認
知
拡
大
、
理
解
促
進
、
共
感
と

態
度
変
容

例
え
ば
、「
Ａ
地
域
へ
の
移
住
・
定
住
者
の
増
加
」
と

い
う
広
報
成
果
の
目
的
目
標
が
あ
る
場
合
、
ア
プ
ロ
ー
チ

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
イ
ヤ
ー
が
あ
る
。

・「
移
住
・
定
住
」
そ
の
も
の
に
興
味
関
心
が
な
い
人

・「
移
住
・
定
住
」
に
関
心
が
あ
り
、
場
所
を
探
し
て
い

る
人

・
Ａ
地
域
へ
の
「
移
住
・
定
住
」
に
関
心
が
あ
り
、
具
体

的
な
情
報
を
探
し
て
い
る
人

「
Ａ
地
域
へ
の
移
住
・
定
住
者
の
増
加
」
と
い
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
、
上
記
三
つ
の
広
報
戦
略
は
異
な
る
。

興
味
喚
起
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
外
部
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

拡
散
、
ウ
ェ
ブ
動
画
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
。
行
動
選

択
フ
ェ
ー
ズ
で
は
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

の
ス
ト
ー
リ
ー
発
信
に
よ
る
魅
力
訴
求
。
情
報
リ
サ
ー
チ

ウェブサイト「新潟のつかいかた」（新潟県）https://howtoniigata.jpウェブサイト「みんなの発酵BLEND」https://www.hakko-blend.com
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新しい広報・プロモーション戦略

千葉県流山市（p８-９）
シビックパワーバトル企画・開催
2 群馬県渋川市（p６-７）

「伊香保温泉ペヤング祭り」をユーチューブで動画配信
1

山梨県小菅村（p14-15）
国際短編映画祭のファイナリストになったPR動画「小菅村オブ
ザデッド」

5
愛知県岡崎市（p16-17）

岡崎×東海オンエア事業の起爆剤として作成した等身大パネル
6

1

2

5
3

神奈川県横浜市（p10-11）
「＃胸キュンチェック」のダンスの動画
（サラさん）

3長野県茅野市（p12-13）
「結日記」の自由記載ページ。名前も顔も知らない相手と
交換日記で恋を始める

4

新
し
い
広
報
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
は
？

い
ま
ま
さ
に
目
の
前
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
す
ぐ
に

見
極
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
も

た
ら
す
影
響
の
甚
大
さ
と
深
刻
さ
は
、
ま
だ
本
当
に
は
見

え
て
い
な
い
。
た
だ
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
人
の
動
き
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
価
値
が
大
き

く
変
化
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
こ
の
解
を
導
く
た
め

に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
歴
史
文
化
を
含
め
て
、
根

源
的
な
思
考
が
必
要
に
な
る
と
感
じ
て
い

る
。グ

ロ
ー
バ
ル
な
分
業
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
に
よ
る
効
率
化
、
交
通
、
情
報
イ

ン
フ
ラ
網
の
発
達
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
社
会
の
利

便
性
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
続
け
る
中
で
起
き

た
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

集
客
は
以
前
の
ま
ま
の
ス
タ
イ
ル
と
規
模

で
戻
っ
て
く
る
の
か
、
感
染
を
予
防
す
る

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
ス
タ
イ
ル
で
観
光
や
地

域
事
業
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
広
が
り
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需

要
や
新
た
な
関
係
人
口
が
出
現
す
る
の

か
、
リ
ア
ル
な
場
の
貴
重
性
が
増
し
て
、

体
験
観
光
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伸
び

て
い
く
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
が
生
ま

れ
て
い
る
し
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
見
極
め

る
こ
と
も
重
要
で
は
あ
る
。

こ
れ
を
、
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
で
あ
る

「
新
し
い
広
報
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
渡

フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
サ
イ
ト
で

の
具
体
的
情
報
ガ
イ
ド
。

こ
う
し
た
広
報
戦
略
と
コ
ン
テ
ン
ツ
戦
略
を
組
み
合
わ

せ
て
、
対
象
者
と
の
接
点
づ
く
り
↓
理
解
促
進
↓
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
推
進
の
一
助
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
広
報
の
機
能
の
最
大
限
化
を

目
指
す
の
だ
が
、
手
法
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
の
み
な
ら
ず
多

く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
へ
の
意
識
は
持
っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
て
み
る
。

以
前
か
ら
「
観
光
」
と
い
う
形
態
は
大
き
な
変
化
を
見

せ
て
き
た
。
観
光
ニ
ー
ズ
は
、「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」、「
鑑

賞
」
か
ら
「
体
験
」、「
定
番
観
光
地
」
か
ら
「
暮
ら
し
観

光
」、「
予
定
調
和
」
か
ら
「
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
（
驚
き
）」。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
軸
に
価
値

の
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
（
い
た
）。

こ
れ
を
従
来
の
価
値
観
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
「
観
光
」

観
と
い
っ
た
「
常
識
」（
カ
ッ
コ
付
き
の
常
識
）
で
は
見
え

て
こ
な
い
し
、
捉
え
き
れ
な
い
。
こ
の
「
常
識
」
を
打
ち

破
る
の
が
「
新
し
い
広
報
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

広
報
活
動
に
は
、
見
逃
さ
れ
な
い
た
め
に
何
か
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
（
引
っ
か
か
り
の
よ
う
な
も
の
）
が
必
要
で
、
そ

の
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
は
そ
う
し
た
視
点
の
新
し
さ
と
同
一
の

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
意
識
す
れ
ば
、旅
の
か
た
ち
も
、

暮
ら
し
方
、
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
わ
る
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
、
社
会
的
関
係
性
で
言
え
ば
、
日
本
と

い
う
国
の
先
人
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
文
化
、
風
習
、

自
然
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
も
の
の
価
値
が
改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
旅
の
ニ
ー
ズ
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
広
報

す
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
広
報
す
る
こ
と
に

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
Ｄ
Ｏ
」
と

か
「
Ｇ
Ｏ
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
は
な
く
、「
Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
」

「
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
」
と
い
う
さ
さ
や
き
に
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
感
性
を
伴
っ
て
、
広
報
を
考
え
て
い
く
時
代

に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
「
常
識
」
を
打

ち
破
る
感
性
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
ま
こ
そ
重
視
し
て
、

広
報
に
臨
む
時
代
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

移住・定住の広報戦略例
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